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ag-textnode-version-id: 18014402114010891ag-textnode-base-id: 3604528907

本書の内容

このドキ﻿ュメントには﻿、OpenLab CDS クライアントおよび分析機器コントロ﻿ー
ラのインスト﻿ール手順﻿、コンフ﻿ィグレ﻿ーシ﻿ョン﻿、管理﻿、およびメンテナンスの
方法が記載されています﻿。ライセンス管理とオペレ﻿ーテ﻿ィングシステムの設定
に関する情報も記載しています﻿。

表 1: 本書で使用される用語と略語

用語 説明

FP Feature Pack﻿。既存のソフトウ﻿ェアバ﻿ージ﻿ョン
への更新を含み﻿、次の新機能を提供します﻿。
• 既存の機能に影響を及ぼさない﻿、

または
• 選択オプシ﻿ョンへの小さな変更を含む﻿、ただ

し既存メソ﻿ッドとデ﻿ータの下位互換性を維持
する﻿。

Secure Storage デ﻿ータベ﻿ースを含む分析デ﻿ータを管理するため
の OpenLab サ﻿ーバ﻿ーのコンポ﻿ーネント﻿。クラ
イアント/サ﻿ーバ﻿ーシステムでは常に使用しま
すが﻿、ワ﻿ークステ﻿ーシ﻿ョンではオプシ﻿ョンで
す﻿。

AIC Agilent の分析機器コントロ﻿ーラ

コントロ﻿ールパネル Agilent OpenLab ソフトウ﻿ェア用コントロ﻿ール
パネル

Microsoft コントロ﻿ールパネル Microsoft Windows オペレ﻿ーテ﻿ィングシステム
の一部

Shared Services OpenLab CDS のセキ﻿ュリテ﻿ィポリシ﻿ーやコン
フ﻿ィグレ﻿ーシ﻿ョンの一元管理などを制御する一
連の管理サ﻿ービス﻿。Shared Services にはコント
ロ﻿ールパネルからアクセスします﻿。
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ag-textnode-version-id: 54043198504465931ag-textnode-base-id: 2976019979

Windows のインスト﻿ールおよび更新

1 ウ﻿ェブから 『OpenLab CDS の要件とサポ ﻿ートする機器
(﻿CDS_v3﻿.0_Requirements_ja﻿.pdf﻿, D0028027ja﻿)』 の最新版にアクセスする
か﻿、インスト﻿ールパ﻿ッケ﻿ージの Setup\​Docs フ﻿ォルダ﻿ーから開きます﻿。設定
がネ﻿ットワ﻿ーク要件に従﻿っていることを確認し﻿、使用するハ﻿ードウ﻿ェアとソ
フトウ﻿ェアがこのシステムでサポ﻿ートされるかどうかを判断します﻿。

2 コンピ﻿ュ﻿ータ﻿ー名は﻿、DNSサ﻿ーバ﻿ーが正しく解決できるようインタ﻿ーネ﻿ット
標準 (﻿RFC 952﻿) に従い﻿、以下の文字のみで構成してください﻿。
• 文字（﻿a-z﻿、A-Z﻿）
• 数値（﻿0-9﻿）
• ハイフン（﻿-﻿）

注記 下線（﻿アンダ﻿ースコア﻿）は使用しないでください﻿。コンピ﻿ュ﻿ータ﻿ー名に下線が
含まれていると﻿、インスト﻿ールはできません﻿。
コンピ﻿ュ﻿ータ﻿ー名の長さは﻿、15 文字以内に制限してください﻿。

3 Microsoft インスト﻿ールメデ﻿ィアまたは IT 部門により提供された適格な PC
イメ﻿ージメデ﻿ィアから Windows オペレ﻿ーテ﻿ィングシステムをインスト﻿ール
します﻿。設定時に﻿、コンピ﻿ュ﻿ータ﻿ー名﻿、管理者のパスワ﻿ード﻿、およびネ﻿ット
ワ﻿ークの設定を指定します﻿。
クライアントと機器コントロ﻿ーラの両方が Windows ドメインである必要が
あります﻿。ワ﻿ークグル﻿ープモ﻿ードのシステムはサポ﻿ートされていません﻿。ド
メイン命名が RFC-1034 と一致している必要があります﻿。

4 Windows の推奨バ﻿ージ﻿ョンに更新します﻿。

注記 OpenLab CDS ペ﻿ージの Windows のア﻿ップグレ﻿ード FAQ セクシ﻿ョンを参照して
ください（﻿https﻿://www﻿.agilent﻿.com/ から「﻿Windows upgrade﻿」を検索﻿）﻿。

5 Windows 品質更新プログラムを確認し﻿、重要なセキ﻿ュリテ﻿ィパ﻿ッチをすべ
て適用します﻿。OpenLab CDS のインスト﻿ールを続行する前に﻿、Windows 品
質更新プログラムが完了していることを確認してください﻿。

6 Windows の設定で﻿、時計と地域 > 日付と時刻を開きます﻿。地域のタイムゾ﻿ー
ンを選択します﻿。

https://www.agilent.com/cs/library/usermanuals/public/CDS_v3.0_Requirements_ja.pdf
https://www.agilent.com/cs/library/usermanuals/public/CDS_v3.0_Requirements_ja.pdf
https://www.agilent.com/en/support/windows-upgrade-faq
https://www.agilent.com/
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ag-textnode-version-id: 27021600739998347ag-textnode-base-id: 2975775371

﻿.NET 3﻿.5 および 4﻿.x Framework のインスト﻿ール

システムに ﻿.NET 3﻿.5 および ﻿.NET 4﻿.x がインスト﻿ールされていない場合﻿、
System Preparation Tool またはインスト﻿ールウ﻿ィザ﻿ードによ﻿って自動的にイン
スト﻿ールされます﻿。システムの再起動が必要な場合があります﻿。インスト﻿ール
中のシステム再起動を避けるには﻿、事前に ﻿.NET をインスト﻿ールしてくださ
い﻿。

注記 この作業には﻿、インタ﻿ーネ﻿ット接続が必要です﻿。期待どおりに機能しない場合
や﻿、コンピ﻿ュ﻿ータ﻿ーがインタ﻿ーネ﻿ットにアクセスできない場合は﻿、﻿.NET 3﻿.5 を
手動でインスト﻿ールしてください﻿。Microsoft では複数のインスト﻿ールオプ
シ﻿ョンを提供しています﻿。詳細については﻿、以下を参照してください﻿。
https﻿://learn﻿.microsoft﻿.com/ja-jp/windows-hardware/manufacture/desktop/
deploy-net-framework-35-by-using-deployment-image-servicing-and-
management--dism﻿?view=windows-11
または
Windows11 の場合﻿：https﻿://learn﻿.microsoft﻿.com/ja-jp/dotnet/framework/
install/dotnet-35-windows-11
Windows 10 の場合﻿：https﻿://learn﻿.microsoft﻿.com/ja-jp/dotnet/framework/
install/dotnet-35-windows

1 Windows のスタ﻿ートメニ﻿ュ﻿ーで﻿、Windows の機能の有効化または無効化
を検索します﻿。
Microsoft コントロ﻿ールパネルで検索結果を開きます﻿。

https://learn.microsoft.com/ja-jp/windows-hardware/manufacture/desktop/deploy-net-framework-35-by-using-deployment-image-servicing-and-management--dism?view=windows-11
https://learn.microsoft.com/ja-jp/windows-hardware/manufacture/desktop/deploy-net-framework-35-by-using-deployment-image-servicing-and-management--dism?view=windows-11
https://learn.microsoft.com/ja-jp/windows-hardware/manufacture/desktop/deploy-net-framework-35-by-using-deployment-image-servicing-and-management--dism?view=windows-11
https://learn.microsoft.com/ja-jp/dotnet/framework/install/dotnet-35-windows-11
https://learn.microsoft.com/ja-jp/dotnet/framework/install/dotnet-35-windows-11
https://learn.microsoft.com/ja-jp/dotnet/framework/install/dotnet-35-windows
https://learn.microsoft.com/ja-jp/dotnet/framework/install/dotnet-35-windows
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2 以下のように ﻿.NET 3﻿.5 を有効にします﻿。
a ﻿.NET Framework 3﻿.5（﻿﻿.NET 2﻿.0 および 3﻿.0 を含む﻿）ノ﻿ードを展開します﻿。
b Windows Communication Foundation 非 HTTP アクテ﻿ィブ化チ﻿ェ﻿ックボ﻿ック

スを選択します﻿。

図 1: ﻿.NET 3﻿.5 を有効にする（﻿Win 11﻿）

3 NET Framework 4﻿.8 Advanced Services をチ﻿ェ﻿ックボ﻿ックスを選択します﻿。サ
ブアイテムに対しては﻿、既定値を使用します﻿。

注記
ag-struc-frag-safety-version-id: 9007203590192139ag-struc-frag-safety-base-id: 4335451147

Transport Layer Security (﻿TLS﻿) プロトコルの確認
TLS 1﻿.2（﻿以降﻿）ではさまざまな暗号スイ﻿ートをサポ﻿ートしており﻿、それらのう
ちの一部は攻撃に対して脆弱な可能性があります﻿。OpenLab CDS ではすべての
TLS 1﻿.2（﻿以降﻿）の暗号スイ﻿ートをサポ﻿ートしており﻿、お客様の IT ポリシ﻿ーに
よ﻿って脆弱な暗号スイ﻿ートが無効化されても影響はありません﻿。古い
Transport Layer Security (﻿TLS﻿) セキ﻿ュリテ﻿ィプロトコル TLS 1﻿.0﻿、TLS 1﻿.1﻿、およ
び SSL 3﻿.0 は OpenLab CDS では不要となり﻿、セキ﻿ュリテ﻿ィ上のリスクがありま
す﻿。Microsoft の説明およびお客様の IT ポリシ﻿ーに従﻿ってこれらを無効にして
ください﻿。
一部の OpenLab CDS コンポ﻿ーネントでは Microsoft ﻿.NET 3﻿.5 が必要です﻿。デ
フ﻿ォルトでは﻿、このバ﻿ージ﻿ョンのフレ﻿ームワ﻿ークでは TLS 1﻿.2 以降の使用を必
須としていません﻿。ほとんどの IT 環境では﻿、TLS 1﻿.2 は ﻿.NET 4﻿.5 以前のフレ﻿ー
ムワ﻿ークで有効とな﻿っています﻿。これらの変更を支援するスクリプトが﻿、イン
スト﻿ールパ﻿ッケ﻿ージ内にある \​Setup\​Tools\​Support\​TLS\​FixTLSVersions﻿.ps1
です﻿。スクリプト実行については﻿、システム管理者にお問い合わせください﻿。
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ag-textnode-version-id: 14286530827ag-textnode-base-id: 14286530827

ソフトウ﻿ェアの入手

購入後﻿、Agilent からエンタイトルメント情報の電子メ﻿ールが届きます﻿。この電
子メ﻿ールには﻿、ソフトウ﻿ェア﻿、ライセンス﻿、および License ＆ Delivery ポ﻿ータ
ルへアクセスするリンク情報が含まれています﻿。
ソフトウ﻿ェアを入手するには﻿、エンタイトルメント情報の電子メ﻿ールから
License ＆ Delivery ポ﻿ータルをクリ﻿ックします﻿。

ag-textnode-version-id: 18014412589233931ag-textnode-base-id: 14079751947

Agilent オンラインアカウントの設定

ソフトウ﻿ェアパ﻿ッケ﻿ージをダウンロ﻿ードし﻿、電子ライセンスを管理するには﻿、
Agilent オンラインアカウントが必要です﻿。
エンタイトルメント情報の電子メ﻿ールから License ＆ Delivery ポ﻿ータルにアクセ
スすると﻿、Agilent 内部システムによりお客様の顧客ステ﻿ータスが判断されま
す﻿。Agilent オンラインアカウントをまだお持ちでない場合には﻿、ご自身で登録
するよう促されます﻿。Agilent オンラインアカウントをお持ちの場合には﻿、
Sign In ペ﻿ージが開きます﻿。
Agilent オンラインアカウントを作成するには﻿：

1 Registration フ﻿ォ﻿ームに記入し﻿、Submit をクリ﻿ックします﻿。
アクテ﻿ィベ﻿ーシ﻿ョン電子メ﻿ールが﻿、no-reply@mailing﻿.agilent﻿.com から送付さ
れます﻿。

2 この電子メ﻿ールの指示に従﻿って﻿、電子メ﻿ールアドレスを確認し﻿、パスワ﻿ード
を設定してください﻿。

3 お客様の Agilent オンラインアカウントにログインします﻿。
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初回ログイン時には﻿、ワンタイム認証コ﻿ードが必要です﻿。このコ﻿ードは電子
メ﻿ールで送付されます﻿。

注記 電子メ﻿ールが届かない場合は﻿、スパムフ﻿ォルダ﻿ーや迷惑メ﻿ールフ﻿ォルダ﻿ーを確
認してください﻿。電子メ﻿ールが見つからない場合には﻿、Agilent グロ﻿ーバルサ﻿ー
ビス コンタクトセンタ﻿ーまでご連絡ください（﻿https﻿://explore﻿.agilent﻿.com/
ContactUs-jp﻿）﻿。

4 この認証コ﻿ードを入力すると﻿、Agilent﻿.com への認証が完了します﻿。

ag-textnode-version-id: 9007213530955787ag-textnode-base-id: 14276214795

ソフトウ﻿ェアパ﻿ッケ﻿ージのダウンロ﻿ード

Agilent からエンタイトルメント情報の電子メ﻿ールを受信し﻿、Agilent オンライ
ンアカウントを保有している必要があります﻿。

1 エンタイトルメント情報の電子メ﻿ールを開き﻿、License ＆ Delivery ポ﻿ータルを
クリ﻿ックします﻿。
Agilent オンラインアカウントのサインインペ﻿ージが読み込まれます﻿。

2 Sign In 画面に﻿、資格情報を入力し﻿、Sign In をクリ﻿ックします﻿。

3 対象のエンタイトルメントに絞り込みます﻿。

4 エンタイトルメントで Download/Activate software をクリ﻿ックします﻿。
Flexnet Operations ポ﻿ータルが開きます﻿。

5 ダウンロ﻿ードするソフトウ﻿ェアをクリ﻿ックします﻿。

6 I Agree をクリ﻿ックして﻿、Software Terms and Conditions に同意します﻿。

7 表示されるリンクをクリ﻿ックして﻿、フ﻿ァイルをダウンロ﻿ードします﻿。

8 ダウンロ﻿ードが完了したら﻿、ロ﻿ーカルフ﻿ォルダ﻿ーにソフトウ﻿ェアパ﻿ッケ﻿ージ
を解凍します﻿。

https://explore.agilent.com/ContactUs-jp
https://explore.agilent.com/ContactUs-jp
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ag-textnode-version-id: 45035999249721227ag-textnode-base-id: 2976016267

System Preparation Tool の実行

System Preparation Tool（﻿SPT﻿）を実行すると﻿、Windows の設定を確認してマ
シンに適用します﻿。OpenLab インスト﻿ーラを実行すると﻿、これらの設定を自動
的に適用します﻿。事前に SPT を実行するとインスト﻿ールプロセスが短縮され﻿、
PC の再起動が回避されます﻿。必須設定と推奨設定の概要は﻿、『OpenLab CDS
の要件とサポ ﻿ートする機器 (﻿CDS_v3﻿.0_Requirements_ja﻿.pdf﻿, D0028027ja﻿)』
の System Preparation Tool の章を参照してください﻿。

1 インスト﻿ーラを開くには﻿、setup﻿.exe フ﻿ァイルを右クリ﻿ックして﻿、管理者と
してフ﻿ァイルを実行します﻿。

注記 Windows のユ﻿ーザ﻿ーアカウント制御（﻿UAC﻿）をオンにしている場合は﻿、作業の
続行を明示的に確認しなければなりません﻿。

2 プランタブから﻿、System Preparation Tool を選択します﻿。

System Preparation Tool ウ﻿ィンドウが開きます﻿。

3 システムに対応する製品構成を選択します﻿。

https://www.agilent.com/cs/library/usermanuals/public/CDS_v3.0_Requirements_ja.pdf
https://www.agilent.com/cs/library/usermanuals/public/CDS_v3.0_Requirements_ja.pdf
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AIC の場合﻿：
• OpenLab CDS~AIC~Win10
• OpenLab CDS~AIC~Win11
• OpenLab CDS~AIC~Win2019
• OpenLab CDS~AIC~Win2022
• OpenLab CDS~AIC~Win2025

クライアントの場合﻿：
• OpenLab (﻿CDS﻿, ECMXT﻿)~(﻿Client﻿, CMServices﻿)~Win10
• OpenLab (﻿CDS﻿, ECMXT﻿)~(﻿Client﻿, CMServices﻿)~Win11
• OpenLab (﻿CDS﻿, ECMXT﻿)~(﻿Client﻿, CMServices﻿)~Win2019
• OpenLab (﻿CDS﻿, ECMXT﻿)~(﻿Client﻿, CMServices﻿)~Win2022
• OpenLab (﻿CDS﻿, ECMXT﻿)~(﻿Client﻿, CMServices﻿)~Win2025
続行をクリ﻿ックします﻿。インスト﻿ーラが必須の Windows 設定をすべて自動
的に適用して確実にインスト﻿ールを実行します﻿。

4 システムに適用する推奨設定を選択します﻿。
推奨設定によ﻿ってシステムのパフ﻿ォ﻿ーマンスと安定性を向上できますが﻿、ア
プリケ﻿ーシ﻿ョンを展開するために完了させる必要はありません﻿。必須設定の
後に推奨設定が表示されます﻿。
推奨設定のチ﻿ェ﻿ックボ﻿ックスをオフにすることができます﻿。必須設定はオフ
にできません﻿。推奨アクシ﻿ョンがデフ﻿ォルトで選択されており﻿、オフにしな
いとこれらのアクシ﻿ョンが適用されます﻿。

5 修正の適用をクリ﻿ックして正しい設定を適用します﻿。
System Preparation Tool により選択した設定が更新され﻿、新しいステ﻿ータ
スがコンフ﻿ィグレ﻿ーシ﻿ョンの更新ペ﻿ージに表示されます﻿。すべてのアクシ﻿ョ
ンがログフ﻿ァイルに保存されます﻿。ログフ﻿ァイルへのリンクがペ﻿ージの下部
にあります﻿。

6 次へをクリ﻿ックしてSYSTEM PREPARATION レポ﻿ートペ﻿ージへ進みます﻿。
SYSTEM PREPARATION レポ﻿ートが表示されます﻿。選択したすべての設定の
新しいステ﻿ータスが一覧表示されます﻿。
SYSTEM PREPARATION レポ﻿ートがデ﻿ィスクに保存されます﻿。ペ﻿ージの上部
に保存場所が表示されます﻿。
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7 レポ﻿ートの印刷をクリ﻿ックして SYSTEM PREPARATION レポ﻿ートを印刷しま
す﻿。
Adobe PDF プリンタ﻿ーを使用してフ﻿ァイルなどに出力したり﻿、コメントを追
加したりできます﻿。

8 SYSTEM PREPARATION レポ﻿ートには﻿、System Preparation Tool によ﻿って自
動的に更新されない必須設定や推奨設定が表示されます﻿。SYSTEM
PREPARATION レポ﻿ートの必要な操作セクシ﻿ョンで指定された指示に従﻿っ
て﻿、オペレ﻿ーテ﻿ィングシステムの設定を手動で更新します﻿。

9 完了をクリ﻿ックします﻿。

10 要求された場合はシステムを再起動します﻿。
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ag-textnode-version-id: 9007213523707659ag-textnode-base-id: 14268966667

プリンタ﻿ー要件

通常使うプリンタ﻿ーとして OpenLab CDS は﻿、Adobe PDF﻿、Microsoft Print to
PDF﻿、または Microsoft XPS Document Writer をサポ﻿ートしていません﻿。

注記 PDF プリンタ﻿ーを通常使うプリンタ﻿ーとして設定すると﻿﻿、レポ﻿ートの印刷が失
敗する原因となることがあります﻿。
— 正常に印刷するために﻿、Windows で通常使うプリンタ﻿ーを管理するを選択し

てください﻿。
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ag-textnode-version-id: 27021600738918923ag-textnode-base-id: 2974695947
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ag-textnode-version-id: 45035999248417291ag-textnode-base-id: 2974712331

インスト﻿ールワ﻿ークフロ﻿ーの概要

注記 クラウドを導入するか決定してください﻿。その場合﻿、Agilent の担当者に確認す
るか﻿、マニ﻿ュアル「﻿クラウドでの OpenLab の展開﻿」を参照してください﻿。

OpenLab Server のインストール

1.Windows オペレーティングシステムを設定
2.OpenLab Server のインストール

Secure Storage を含む

4.ソフトウェアベリフィケーションの起動
3.OpenLab CDS Server コンポーネントのインストール

• OpenLab Server または OpenLab
ECM XT により提供されるコンテ
ンツ管理コンポ﻿ーネントを使用す
る場合は﻿、『Agilent OpenLab
Server および OpenLab ECM XT
インスト ﻿ールガイド (﻿openlab-
server-ecmxt-v2﻿.8-installation-
guide-ja﻿.pdf﻿, D0035353 ﻿)』を参照
してください﻿。

• 既存の OpenLab ECM v3﻿.x システ
ムにデ﻿ータを保存する場合は﻿、
『Configuring OpenLab CDS with
OpenLab ECM
(﻿CDS_v3﻿.0_configure-with-
ECM_en﻿.pdf﻿, D0141678﻿)』を参照
してください﻿。

準備

• クライアント/サーバーシステムの
OpenLab CDS 要件と
サポートする機器を確認

• System Preparation Tool を実行
• Windows の設定（マニュアル）

• インスト﻿ール時の再起動を減らす
か回避するため﻿、インスト﻿ールを
開始する前に System Preparation
Tool を実行することをお奨めしま
す﻿。
System Preparation Tool の実行 13
ページ  を参照してください﻿。

• スクリプトを使用してインスト﻿ー
ルする場合は﻿、サイレントインス
ト﻿ール 31ページ  を参照してくだ
さい﻿。

https://www.agilent.com/cs/library/technicaloverviews/public/te-openlab-cloud-deployment-5994-3567en-agilent.pdf?srsltid=AfmBOoo_OYPijcr_VvCjcUHA1NmT4X3OVwqMasIRKUh40qo6hkTXnhBQ
https://www.agilent.com/cs/library/usermanuals/public/openlab-server-ecmxt-v2.8-installation-guide-ja.pdf
https://www.agilent.com/cs/library/usermanuals/public/openlab-server-ecmxt-v2.8-installation-guide-ja.pdf
https://www.agilent.com/cs/library/usermanuals/public/openlab-server-ecmxt-v2.8-installation-guide-ja.pdf
https://www.agilent.com/cs/library/usermanuals/public/openlab-server-ecmxt-v2.8-installation-guide-ja.pdf
https://www.agilent.com/cs/library/usermanuals/public/openlab-server-ecmxt-v2.8-installation-guide-ja.pdf
https://www.agilent.com/cs/library/usermanuals/public/CDS_v3.0_configure-with-ECM_en.pdf
https://www.agilent.com/cs/library/usermanuals/public/CDS_v3.0_configure-with-ECM_en.pdf
https://www.agilent.com/cs/library/usermanuals/public/CDS_v3.0_configure-with-ECM_en.pdf
https://www.agilent.com/cs/library/usermanuals/public/CDS_v3.0_configure-with-ECM_en.pdf
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クライアントおよび AIC 
のインストール
1.AIC およびクライアント上で

OpenLab CDS をインストール
2.インストール後に

ソフトウェアベリフィケーション
集中管理された出力先の準備

3.オプション設定
オフラインマシンの
パフォーマンス向上
アドオンをインストール

クライアントをインスト﻿ールする前
に﻿、少なくとも 1 台の AIC をインス
ト﻿ールします﻿。
• OpenLab CDS のインスト﻿ール（﻿ク

ライアントまたは機器コントロ﻿ー
ラ﻿） 25ページ  を参照してくださ
い﻿。

• インスト﻿ール後のタスク 38ペー
ジ  を参照してください﻿。

• オプシ﻿ョンの手順 50ページ  を参
照してください﻿。

ライセンスの取得
ライセンスの取得（電子または
SubscribeNet）
- OpenLab CDS
- 機器製品
- アドオン

2.ライセンスをインストール

1.

ライセンス 54ページ  を参照してく
ださい﻿。

コンフィグレーション
• 認証の設定
• プロジェクトの設定
（監査証跡設定を含む）
• 機器の設定

OpenLab CDS の設定 68ページ  を参
照してください﻿。
コンフ﻿ィグレ﻿ーシ﻿ョンタスクはコント
ロ﻿ールパネルで実行します﻿。詳細につ
いては﻿、OpenLab Help & Learning の
「﻿コントロ﻿ールパネル﻿」セクシ﻿ョンを
参照してください﻿。

https://openlab.help.agilent.com
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ag-textnode-version-id: 45035999249728651ag-textnode-base-id: 2976023691

OpenLab CDS のインスト﻿ールを開始する前に

OpenLab CDS の以前のバ﻿ージ﻿ョンからア﻿ップグレ﻿ードする場合は﻿、OpenLab
CDS バ﻿ージ﻿ョン 3﻿.0 へのア﻿ップグレ﻿ード 98ページ  を参照してください﻿。

1 ケ﻿ーブル﻿、検出器﻿、通信ケ﻿ーブルなど﻿、必要なハ﻿ードウ﻿ェアをすべて接続し
ます﻿。Agilent 以外の機器では﻿、GPIB インタ﻿ーフ﻿ェイスが必要な場合があり
ます﻿。

2 ﻿.NET 4﻿.x の場合に「﻿名前付きパイプのアクテ﻿ィブ化﻿」が選択されていること
を確認します﻿。
a Windows のスタ﻿ートメニ﻿ュ﻿ーで﻿、Windows の機能の有効化または無効
化を検索します﻿。

b Microsoft コントロ﻿ールパネルで検索結果を開きます﻿。
c ﻿.NET Framework 4﻿.8 Advanced Servicesを展開します﻿。
d WCF サ﻿ービスを展開します﻿。
e 名前付きパイプのアクテ﻿ィブ化を選択します﻿。

3 『OpenLab CDS の要件とサポ ﻿ートする機器
(﻿CDS_v3﻿.0_Requirements_ja﻿.pdf﻿, D0028027ja﻿)』の「﻿フ﻿ァイアウ﻿ォ﻿ールの
設定﻿」に記載されたフ﻿ァイアウ﻿ォ﻿ールポ﻿ートを必ず開いてください﻿。
Windows コマンド netstat -aon を使用して﻿、コンピ﻿ュ﻿ータ﻿ーがリスニング状
態のすべてのアクテ﻿ィブポ﻿ートと﻿、シ﻿ャ﻿ットダウンに必要な各プロセス ID
（﻿PID﻿）を表示します﻿。
TCP ポ﻿ート 80 および 443 が利用できることを確認してください﻿。

注記 これらのポ﻿ートが他のプログラムで使用されている場合﻿：
World Wide Web Publishing サ﻿ービスのスタ﻿ートア﻿ップの種類を手動または無効に
設定するか﻿、インタ﻿ーネ﻿ットインフ﻿ォメ﻿ーシ﻿ョンサ﻿ービス（﻿Internet
Information Services ＝ IIS﻿）を無効にします﻿。
コマンド net stop http は﻿、HTTP サ﻿ービスに依存し﻿、かつ停止されるすべての
サ﻿ービスが一覧表示されます﻿。これらのいずれかを無効にすることが必要な場
合があります﻿。

4 リモ﻿ート設定﻿：Microsoft コントロ﻿ールパネルで﻿、システム >
リモ﻿ートデスクト﻿ップに移動します﻿。リモ﻿ートデスクト﻿ップタブで﻿、
リモ﻿ート デスクト﻿ップセクシ﻿ョンのリモ﻿ートデスクト﻿ップをオフにします﻿。

https://www.agilent.com/cs/library/usermanuals/public/CDS_v3.0_Requirements_ja.pdf
https://www.agilent.com/cs/library/usermanuals/public/CDS_v3.0_Requirements_ja.pdf
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5 システムをウ﻿ィルスから保護します﻿。
a ウ﻿ィルス対策プログラムをインスト﻿ールします﻿。
b インスト﻿ールを行う間は﻿、ウイルス対策ソフトウ﻿ェアを無効にしてくだ

さい﻿。

6 ロ﻿ーカル管理権限を持つ Windows ドメインユ﻿ーザ﻿ーアカウントを用意しま
す﻿。
デフ﻿ォルトでは﻿、Windows の プログラムのデバ﻿ック 権限がすべてのユ﻿ー
ザ﻿ーに付与されています﻿。この権限を削除しないでください﻿。
OpenLab CDS ソフトウ﻿ェアのインスト﻿ールに必要です﻿。

7 すべてのコンポ﻿ーネントを正常にインスト﻿ールおよびアクテ﻿ィベ﻿ーシ﻿ョンで
きるようにするため﻿、LAN ケ﻿ーブルが接続され﻿、ネ﻿ットワ﻿ークが利用でき
ることを確認してください﻿。
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ag-textnode-version-id: 36028799994914571ag-textnode-base-id: 2975950603

OpenLab Server のインスト﻿ール

OpenLab Server または OpenLab ECM XT により提供される Secure Storage コ
ンポ﻿ーネントを使用する場合は﻿、『Agilent OpenLab Server および OpenLab
ECM XT インスト ﻿ールガイド (﻿openlab-server-ecmxt-v2﻿.8-installation-guide-
ja﻿.pdf﻿, D0035353 ﻿)』を参照してください﻿。
OpenLab CDS v3﻿.0 クライアントおよび機器コントロ﻿ーラには﻿、OpenLab Server
v2﻿.8 with Feature Pack 01 以降が必要です﻿。
既存の OpenLab ECM システムにデ﻿ータを保存する場合は﻿、『Configuring
OpenLab CDS with OpenLab ECM (﻿CDS_v3﻿.0_configure-with-ECM_en﻿.pdf﻿,
D0141678﻿)』を参照してください﻿。

https://www.agilent.com/cs/library/usermanuals/public/openlab-server-ecmxt-v2.8-installation-guide-ja.pdf
https://www.agilent.com/cs/library/usermanuals/public/openlab-server-ecmxt-v2.8-installation-guide-ja.pdf
https://www.agilent.com/cs/library/usermanuals/public/openlab-server-ecmxt-v2.8-installation-guide-ja.pdf
https://www.agilent.com/cs/library/usermanuals/public/CDS_v3.0_configure-with-ECM_en.pdf
https://www.agilent.com/cs/library/usermanuals/public/CDS_v3.0_configure-with-ECM_en.pdf
https://www.agilent.com/cs/library/usermanuals/public/CDS_v3.0_configure-with-ECM_en.pdf
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ag-textnode-version-id: 18014412774364555ag-textnode-base-id: 14264882571

OpenLab CDS Server コンポ﻿ーネントの
インスト﻿ール

OpenLab CDS Server コンポ ﻿ーネントは ﻿、サ﻿ーバ﻿ー側の OpenLab CDS システム
のクライアント/サ﻿ーバ﻿ー機能をサポ﻿ートします﻿。コンポ﻿ーネントは﻿、OpenLab
CDS システムのサ﻿ーバ﻿ー上にインスト﻿ールしてください﻿。サ﻿ーバ﻿ーは﻿、
OpenLab Server 2﻿.8 with Feature Pack 01 以上が必要です﻿。
OpenLab ECM XT エンタ﻿ープライズシステムでは﻿、すべての OpenLab アプリ
ケ﻿ーシ﻿ョンサ﻿ーバ﻿ーおよび OpenLab 検索サ﻿ーバ﻿ーに OpenLab CDS Server コン
ポ﻿ーネントをインスト﻿ールしてください﻿。
OpenLab ECM を使用する場合は﻿、OpenLab Shared Services サ﻿ーバ﻿ーに
OpenLab CDS Server コンポ﻿ーネントをインスト﻿ールしてください﻿。
『Configuring OpenLab CDS with OpenLab ECM (﻿CDS_v3﻿.0_configure-with-
ECM_en﻿.pdf﻿, D0141678﻿)』を参照してください﻿。

1 サ﻿ーバ﻿ーにログオンします﻿。

2 OpenLab CDS インスト﻿ールパ﻿ッケ﻿ージに移動します﻿。

3 インスト﻿ーラを開くには﻿、setup﻿.exe フ﻿ァイルを右クリ﻿ックして﻿、管理者と
してフ﻿ァイルを実行します﻿。

https://www.agilent.com/cs/library/usermanuals/public/CDS_v3.0_configure-with-ECM_en.pdf
https://www.agilent.com/cs/library/usermanuals/public/CDS_v3.0_configure-with-ECM_en.pdf
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4 インスト﻿ールタブから﻿、OpenLab CDS Server コンポ﻿ーネントをクリ﻿ックしま
す﻿。

5 使用許諾契約書﻿：Agilent の使用許諾条件を読んで確認します﻿。次へをクリ﻿ッ
クします﻿。

6 レビ﻿ュ﻿ー﻿：インスト﻿ールされるすべてのコンポ﻿ーネントがここに表示されま
す﻿。インスト﻿ールをクリ﻿ックします﻿。

7 インスト﻿ール﻿：インスト﻿ールが完了したら﻿、次へをクリ﻿ックします﻿。

8 終了をクリ﻿ックしてサ﻿ーバ﻿ーを再起動します﻿。
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ag-textnode-version-id: 63050397759142027ag-textnode-base-id: 2975955083

OpenLab CDS のインスト﻿ール
（﻿クライアントまたは機器コントロ﻿ーラ﻿）

この手順では﻿、クライアントまたは分析機器コントロ﻿ーラ（﻿AIC﻿）への
OpenLab CDS ソフトウ﻿ェアのインスト﻿ールについて説明します﻿。各クライアン
ト PC および各 AIC マシン上でこの手順を実行してください﻿。
OpenLab CDS クライアントから AIC への変換はサポ﻿ートされていません﻿。この
場合﻿、適切なフ﻿ェイルオ﻿ーバ﻿ー操作を行えるようにするには﻿、既存の OpenLab
CDS インスタンスをアンインスト﻿ールし﻿、AIC として再インスト﻿ールする必要
があります﻿。

前提条件 • OpenLab Server がすでにインスト﻿ールされており﻿、お使いのネ﻿ットワ﻿ーク
で利用できること﻿。OpenLab Server のインスト﻿ール 22ページ  を参照して
ください﻿。

• OpenLab CDS クライアントコンポ﻿ーネントがサ﻿ーバ﻿ーにインスト﻿ールされ
ていること﻿。OpenLab CDS Server コンポ﻿ーネントのインスト﻿ール 23ペー
ジ  を参照してください﻿。

• クライアントをインスト﻿ールする前に﻿、少なくとも 1 台の AIC がインス
ト﻿ールされていること﻿。

注記 Enterprise トポロジ﻿ーにインスト﻿ールするクライアントは﻿、インスト﻿ール時に
仮想ホスト（﻿一般的に﻿、ロ﻿ードバランサ﻿ーの構成されたホスト名﻿）に接続する
必要があります﻿。

1 インスト﻿ーラを開くには﻿、setup﻿.exe フ﻿ァイルを右クリ﻿ックして﻿、管理者と
してフ﻿ァイルを実行します﻿。
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2 インスト﻿ールタブで﻿、インスト﻿ールする種類に応じて﻿、クライアントまたは
機器コントロ﻿ーラをクリ﻿ックします﻿。

3 使用許諾契約書﻿：Agilent の使用許諾条件を読んで確認します﻿。次へをクリ﻿ッ
クします﻿。

4 インスト﻿ールフ﻿ォルダ﻿ー﻿：OpenLab CDS のインスト﻿ールフ﻿ォルダ﻿ーを指定し
ます﻿。ドライブのル﻿ートフ﻿ォルダ﻿ーは使用しないでください﻿。次へをクリ﻿ッ
クします﻿。

5 ストレ﻿ージの設定（﻿機器コントロ﻿ーラをインスト﻿ールする場合﻿）﻿：フ﻿ェイル
オ﻿ーバ﻿ーモ﻿ードの時にプロジ﻿ェクトデ﻿ータを保存するためのプロジ﻿ェクト
ル﻿ートパスを指定してください﻿。次へをクリ﻿ックします﻿。

6 サ﻿ーバ﻿ー情報﻿：接続する OpenLab サ﻿ーバ﻿ーのホスト名を入力し﻿、接続をク
リ﻿ックしてください﻿。機器コントロ﻿ーラをインスト﻿ールする場合﻿、指定した
サ﻿ーバ﻿ーのコントロ﻿ールパネル管理者のログイン資格情報を入力してくださ
い﻿。次へをクリ﻿ックします﻿。

7 システム準備﻿：システムの推奨設定のリストがインスト﻿ーラに表示されま
す﻿。システムに適用する必要のない項目のチ﻿ェ﻿ックボ﻿ックスをオフにするこ
とができます﻿。必須設定はインスト﻿ール時に自動的に適用されます﻿。必須設
定と推奨設定の概要は﻿、『OpenLab CDS の要件とサポ ﻿ートする機器
(﻿CDS_v3﻿.0_Requirements_ja﻿.pdf﻿, D0028027ja﻿)』の System Preparation
Tool の章を参照してください﻿。

https://www.agilent.com/cs/library/usermanuals/public/CDS_v3.0_Requirements_ja.pdf
https://www.agilent.com/cs/library/usermanuals/public/CDS_v3.0_Requirements_ja.pdf
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次へをクリ﻿ックしてレビ﻿ュ﻿ーペ﻿ージへ進みます﻿。設定はインスト﻿ールの一環
として適用されます﻿。

8 レビ﻿ュ﻿ー﻿：インスト﻿ールされるすべてのコンポ﻿ーネントと﻿、適用されるすべ
ての設定がここに表示されます﻿。
• 今後サイレントインスト﻿ールを行えるようにプロパテ﻿ィフ﻿ァイルを保存

するには（﻿サイレントインスト﻿ール 31ページ  を参照﻿）﻿、
コンフ﻿ィグフ﻿ァイルに保存をクリ﻿ックします﻿。

• インスト﻿ールをクリ﻿ックしてインスト﻿ールを開始します﻿。

9 オペレ﻿ーテ﻿ィングシステムでユ﻿ーザ﻿ーアクシ﻿ョンが必要な場合﻿、以下の警告
が表示されます﻿。

続行するオプシ﻿ョン
• 推奨設定 ﻿：SPT レポ﻿ートを開くをクリ﻿ックし﻿、必要な操作セクシ﻿ョンで

更新が必要かどうかを確認します﻿。操作が完了したら﻿、
インスト﻿ール再開をクリ﻿ックします﻿。

• インスト﻿ールをキ﻿ャンセル﻿：インスト﻿ールが中断されます﻿。必要な更新を
行﻿ってインスト﻿ールを再開します﻿。

• インスト﻿ール再開﻿：設定が適用されていない場合でも﻿、ダイアログが閉
じ CDS コンポ﻿ーネントのインスト﻿ールが続行されます﻿。必要に応じて﻿、
インスト﻿ールが完了した後に設定を更新できます﻿。

10 インスト﻿ール﻿：インスト﻿ールが完了したら﻿、次へをクリ﻿ックします﻿。

11 完了﻿：
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• 適用された Windows 設定のレポ﻿ートを表示するには﻿、システム準備の下
のリンクをクリ﻿ックします﻿。設定を手動で適用する必要がある場合﻿、警
告が表示されます﻿。リンクされたレポ﻿ートに詳細が表示されます﻿。

• すべてが正しくインスト﻿ールされたことを確認するには﻿、
ソフトウ﻿ェアベリフ﻿ィケ﻿ーシ﻿ョンの起動をクリ﻿ックします 1 ﻿。

• インスト﻿ールを完了するには﻿、 コンピ﻿ュ﻿ータを再起動 チ﻿ェ﻿ックボ﻿ックス
をオンにし﻿、完了をクリ﻿ックします﻿。

12 インスト ﻿ール中にエラ﻿ーが発生した場合﻿：
﻿%ProgramData﻿%\​Agilent\​InstallLogs\​<date and time> にあるインスト﻿ールロ
グフ﻿ァイルを確認します﻿。ProgramData は非表示のフ﻿ォルダ﻿ーです﻿。

規制環境でソフトウ﻿ェアをご使用のお客様には﻿、以下のことを推奨します﻿。
• 少なくとも 1 台の分析機器コントロ ﻿ーラ（ ﻿AIC﻿）をインスト﻿ールしてから

CDS クライアントの運転時適格性評価（﻿OQ﻿）を実行してください﻿。
または

• AIC なしのコンフ﻿ィグレ﻿ーシ﻿ョンは﻿、最初の CDS クライアントをインス
ト﻿ールしてから OpenLab コンフ﻿ィグレ﻿ーシ﻿ョンツ﻿ールを実行します（﻿新し
いクライアントまたは機器コントロ﻿ーラをサ﻿ーバ﻿ーに接続 113ページ  を参
照してください﻿）﻿。
インスト ﻿ールには﻿、標準の機器接続セ﻿ットが含まれます﻿。他の機器ドライ
バ﻿ーソフトウ﻿ェアが必要な場合は﻿、別途インスト﻿ールしてください﻿。ドライ
バ﻿ーソフトウ﻿ェアのインスト﻿ールまたはア﻿ップグレ﻿ード 36ページ  を参照
してください﻿。

ag-textnode-version-id: 18014401485440779-1ag-textnode-base-id: 2975958795

Sample Scheduler for OpenLab

Sample Scheduler の機器ダ﻿ッシ﻿ュボ﻿ードは﻿、OpenLab CDS クライアント/サ﻿ー
バ﻿ーコンフ﻿ィグレ﻿ーシ﻿ョンシステムに含まれており﻿、デフ﻿ォルトでインスト﻿ー
ルされています﻿。Sample Scheduler のフルエデ﻿ィシ﻿ョンを使用する（﻿例﻿：分析
依頼を機器に送信する﻿）には﻿、Sample Scheduler をアクテ﻿ィブ化する必要があ
ります﻿。

1 後でこのツ﻿ールを個別に起動するには﻿、スタ﻿ートメニ﻿ュ﻿ー > （﻿すべてのアプリ  > ﻿）Agilent Technologies  >
Software Verification Tool を選択します﻿。
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次のコンポ﻿ーネントが使用できます﻿。
• サ﻿ーバ﻿ー ﻿：Sample Scheduler Database（﻿デ﻿ータリポジトリの一部﻿）﻿、LIMS

Agent﻿、Web Server
• 機器コントロ﻿ーラ﻿：Sample Scheduler Agent
• クライアント﻿：Sample Scheduler Client﻿、Sample Scheduler Configuration

インスト﻿ール後の Sample Scheduler サ﻿ービスは無効にな﻿っています﻿。スタ﻿ート
メニ﻿ュ﻿ーの（﻿すべてのアプリ  > ﻿）Agilent Technologies >
Agilent Sample Scheduler から Sample Scheduler for OpenLab をお試しいただけ
ます﻿。無償のダ﻿ッシ﻿ュボ﻿ードを開く（﻿Access free dashboard﻿）をクリ﻿ックし﻿、指
示に従います﻿。または﻿、OpenLab CDS Acquisition で Sample Scheduler ボタンを
クリ﻿ックしてください﻿。
Sample Scheduler を定期的に使用する場合や﻿、より多くの機能を評価したい場
合は﻿、最初にアクテ﻿ィブ化してください﻿。アクテ﻿ィベ﻿ーシ﻿ョンの詳細について
は﻿、QR コ﻿ードをスキ﻿ャンして表示される情報ペ﻿ージを参照するか﻿、アクテ﻿ィ
ベ﻿ーシ﻿ョンビデオをご覧ください﻿。
測定クライアントから Sample Scheduler ボタンを削除するには﻿、OpenLab
CDS Acquisition から Sample Scheduler ボタンを削除 121ページ  を参照してく
ださい﻿。

https://www.agilent.com/en/video/activating-sample-scheduler
https://www.agilent.com/en/video/activating-sample-scheduler
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ag-textnode-version-id: 27021600740193163ag-textnode-base-id: 2975970187

リモ﻿ートデスクト﻿ップサ﻿ービスサ﻿ーバ﻿ー
に CDS クライアントをインスト﻿ール

1 リモ﻿ートデスクト﻿ップサ﻿ービスサ﻿ーバ﻿ーをセ﻿ットア﻿ップします﻿。

2 本ガイドの説明に従﻿って CDS クライアントをインスト﻿ールします﻿。

3 リモ﻿ートデスクト﻿ップサ﻿ービスサ﻿ーバ﻿ーの設定から﻿、コントロ﻿ールパネル
RemoteApp プログラムを発行します﻿。

4 シンクライアントから﻿、リモ﻿ートデスクト﻿ップサ﻿ービスサ﻿ーバ﻿ーの発行済み
リンクにアクセスします﻿。
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ag-textnode-version-id: 45035999248200715ag-textnode-base-id: 2974495755

サイレントインスト ﻿ール

OpenLab CDS では﻿、インスト﻿ールのコマンドラインモ﻿ード（﻿ サイレントイン
スト ﻿ール参照﻿）をサポ﻿ートしています﻿。このモ﻿ードは﻿、インスト﻿ール﻿、ア﻿ップ
グレ﻿ード﻿、アンインスト﻿ールをサポ﻿ートしています﻿。サイレントインスト﻿ール
は手動﻿、または LANDesk や HP CM などのソフトウ﻿ェア管理システムの一部と
して実行できます﻿。

ag-textnode-version-id: 27021600740169867ag-textnode-base-id: 2975946891

サイレントインスト﻿ールの実行

前提条件 • ﻿.Net Framework がシステムにある﻿。
システムにない場合は﻿、自動的にインスト﻿ールします﻿。次に﻿、マニ﻿ュアル
で 承認を選択して﻿、使用許諾契約書に同意する必要があります﻿。

機器コントロ﻿ーラ（﻿AIC﻿）のインスト ﻿ール

1 インスト ﻿ールパ﻿ッケ﻿ージ 2のコンテンツを一元管理されたフ﻿ォルダ﻿ーにコ
ピ﻿ーします﻿。

2 コマンドプロンプトまたは Power shell プロンプトの実行可能フ﻿ァイルを右
クリ﻿ックし﻿、管理者として実行します﻿。

3 インスト ﻿ールフ﻿ァイルを保存したロケ﻿ーシ﻿ョンに移動します﻿。
例﻿：C﻿:\​CDS

4 インスト ﻿ールを開始するには﻿、次の構文で CDSInstaller﻿.exe を呼び出しま
す﻿。
CDSInstaller﻿.exe -s /norestart OpenLabProduct=CDSAIC
LicenseAccepted=True OlssHostName=<HostName>
OlssAdminKey=<username> OlssAdminPassword=plain-
password﻿:<password> OlssDomain="<domain>"

2 ソフトウ﻿ェアは﻿、Agilent オンラインアカウントからダウンロ﻿ードできます ﻿。オプシ﻿ョンとして USB メデ ﻿ィアを利用で
きます﻿。
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変数の意味は次のとおりです﻿。
<hostname> は﻿、OpenLab サ﻿ーバ﻿ーのホスト名です﻿。
<username> は﻿、サ﻿ーバ﻿ーに接続するためのユ﻿ーザ﻿ー名です﻿。
<password> は ﻿、サ﻿ーバ﻿ーに接続するためのパスワ﻿ードです﻿。
<domain> は﻿、ユ﻿ーザ﻿ー名とパスワ﻿ードが属するドメインです（﻿ドメインが
ない場合は OlssDomain=""﻿）
このコマンドでは﻿、ユ﻿ーザ﻿ーインタ﻿ーフ﻿ェイスなしで OpenLab インスト﻿ー
ラを起動します﻿。

5 インスト ﻿ールの終了に約 5 分かかります﻿。インスト﻿ールのプロセスを
チ﻿ェ﻿ックするには﻿、
﻿%ProgramData﻿%¥﻿Agilent¥﻿InstallLogs にあるログフ﻿ァイルを確認してくださ
い﻿。
必要なインスト﻿ールフ﻿ァイルが不足している場合﻿、OpenLab インスト﻿ーラ
はログフ ﻿ァイルにエントリを作成します﻿。コンポ﻿ーネントのタイプに応じ
て﻿、インスト﻿ールを続行またはロ﻿ールバ﻿ックします﻿。このような状況では﻿、
エラ﻿ーコ ﻿ードが返されます﻿。

6 インスト ﻿ールが終了したら﻿、PC を再起動します﻿。

クライアントのインスト﻿ール

1 インスト ﻿ールパ﻿ッケ﻿ージ 3のコンテンツを一元管理されたフ﻿ォルダ﻿ーにコ
ピ﻿ーします﻿。

2 コマンドプロンプトまたは Power shell プロンプトの実行可能フ﻿ァイルを右
クリ﻿ックし﻿、管理者として実行します﻿。

3 インスト ﻿ールフ﻿ァイルを保存したロケ﻿ーシ﻿ョンに移動します﻿。
例﻿：C﻿:\​CDS

4 インスト ﻿ールを開始するには﻿、次の構文で CDSInstaller﻿.exe を呼び出しま
す﻿。
CDSInstaller﻿.exe -s /norestart OpenLabProduct=CDSClient
LicenseAccepted=True OlssHostName=<hostname>

3 ソフトウ﻿ェアは﻿、Agilent オンラインアカウントからダウンロ﻿ードできます ﻿。オプシ﻿ョンとして USB メデ ﻿ィアを利用で
きます﻿。
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変数の意味は次のとおりです﻿。
<hostname> は﻿、OpenLab CDS アプリケ﻿ーシ﻿ョンサ﻿ーバ﻿ーのホスト名で
す﻿。
このコマンドでは﻿、ユ﻿ーザ﻿ーインタ﻿ーフ﻿ェイスなしで OpenLab インスト﻿ー
ラを起動します﻿。

5 インスト ﻿ールの終了に約 5 分かかります﻿。インスト﻿ールのプロセスを
チ﻿ェ﻿ックするには﻿、
﻿%ProgramData﻿%¥﻿Agilent¥﻿InstallLogs にあるログフ﻿ァイルを確認してくださ
い﻿。
必要なインスト﻿ールフ﻿ァイルが不足している場合﻿、OpenLab インスト﻿ーラ
はログフ ﻿ァイルにエントリを作成します﻿。コンポ﻿ーネントのタイプに応じ
て﻿、インスト﻿ールを続行またはロ﻿ールバ﻿ックします﻿。このような状況では﻿、
エラ﻿ーコ ﻿ードが返されます﻿。

6 インスト ﻿ールが終了したら﻿、PC を再起動します﻿。

ag-textnode-version-id: 27021600738722827ag-textnode-base-id: 2974499851

リタ﻿ーンコ﻿ード

コマンドラインモ﻿ードでインスト﻿ール﻿、アンインスト﻿ール﻿、またはア﻿ップグ
レ﻿ードを行うと﻿、システムから以下の数値コ﻿ードが返されます﻿。

表 2: リタ﻿ーンコ﻿ード﻿：失敗

コ﻿ード 戻り値 理由

ERROR_PROCESS_ABORTED 1067 プロセスが予期せず終了しました﻿。

ERROR_INSTALL_USEREXIT 1602 ユ﻿ーザ﻿ーがインスト﻿ールをキ﻿ャンセル
しました﻿。

ERROR_INSTALL_FAILURE 1603 インスト﻿ール中に致命的なエラ﻿ーが発
生しました﻿。

ERROR_INSTALL_SUSPEND 1604 インスト﻿ールが一時停止し﻿、未完了の
状態です﻿。

ERROR_INSTALL_ALREADY_RUNNING 1618 別のインスト﻿ールがすでに実行中で
す﻿。このインスト﻿ールを続行する前
に﻿、実行中のインスト﻿ールを完了して
ください﻿。
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コ﻿ード 戻り値 理由

ERROR_INSTALL_PACKAGE_INVALID 1620 このインスト﻿ールパ﻿ッケ﻿ージを開けま
せんでした﻿。アプリケ﻿ーシ﻿ョンベン
ダ﻿ーに連絡して﻿、有効な Windows イン
スト﻿ーラ﻿ーパ﻿ッケ﻿ージであることを確
認してください﻿。

ERROR_FUNCTION_NOT_CALLED 1626 機能を実行できませんでした﻿。

ERROR_PRODUCT_VERSION 1638 この製品の別のバ﻿ージ﻿ョンがインス
ト﻿ール済みです﻿。このバ﻿ージ﻿ョンのイ
ンスト﻿ールを続行できません﻿。この製
品の既存のバ﻿ージ﻿ョンを設定または削
除するには﻿、Windows 設定の
インスト﻿ールされているアプリにある
変更またはアンインスト﻿ールを実行して
ください﻿。

ERROR_ACCESS_DENIED 5(﻿0x5﻿) アクセスが拒否されました﻿。

ERROR_NOT_SUPPORTED 50(﻿0x32﻿) リクエストはサポ﻿ートされていませ
ん﻿。

表 3: リタ﻿ーンコ﻿ード﻿：再起動が必要

コ﻿ード 戻り値 理由

ERROR_SUCCESS_REBOOT_INITIATED 1641 インスト﻿ーラが再起動しました﻿。この
メ﻿ッセ﻿ージは成功を示します﻿。

ERROR_SUCCESS_REBOOT_REQUIRED 3010 インスト﻿ールを完了するには再起動す
る必要があります﻿。このメ﻿ッセ﻿ージは
成功を示します﻿。ForceReboot アク
シ﻿ョンが実行されたインスト﻿ールは含
まれません﻿。

ERROR_FAIL_NOACTION_REBOOT 350(﻿0x15E﻿) システムの再起動が必要なため﻿、アク
シ﻿ョンは実行されませんでした﻿。

表 4: リタ﻿ーンコ﻿ード﻿：成功

コ﻿ード 戻り値 理由

ERROR_SUCCESS 0 アクシ﻿ョンは正常に完了しました﻿。

ERROR_SKIP_CONFIGURATION 77 設定手順をスキ﻿ップします﻿。ユ﻿ーザ﻿ー
コマンドにより実行が停止しました﻿。

ERROR_NON_VITAL_PACKAGE_FAILED 4010 インスト﻿ーラの一部が完了しました﻿。
重要でないパ﻿ッケ﻿ージが失敗しまし
た﻿。
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ag-textnode-version-id: 18014401484837643ag-textnode-base-id: 2975355659

ログおよびトレ﻿ース

すべての例外﻿、エラ﻿ー﻿、情報メ﻿ッセ﻿ージが
ドライブ﻿:\​ProgramData\​Agilent\​InstallLogs\​<date and time> にログされます﻿。
ProgramData は非表示のフ﻿ォルダ﻿ーです﻿。
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ag-textnode-version-id: 63050397759126411ag-textnode-base-id: 2975939467

ドライバ﻿ーソフトウ ﻿ェアのインスト﻿ールまたは
ア﻿ップグレ﻿ード

以下のドライバ﻿ーソフトウ﻿ェアパ﻿ッケ﻿ージは﻿、OpenLab CDS と共に自動的にイ
ンスト﻿ールおよびコンフ﻿ィグレ﻿ーシ﻿ョンされます﻿。詳細については﻿、
『OpenLab CDS の要件とサポ ﻿ートする機器 (﻿CDS_v3﻿.0_Requirements_ja﻿.pdf﻿,
D0028027ja﻿)』の「﻿サポ ﻿ートされている機器 ﻿、機器ドライバ ﻿」の章を参照し
てください﻿。
• Agilent LC および CE
• Agilent LC/MS SQ
• Agilent LC/MS QTOF
• Agilent GC
• Agilent GC/MS SQ
• Agilent SS420x
• Agilent Data Player (﻿Virtual Instruments﻿)

その他の機器ドライバ﻿ーソフトウ﻿ェアやアドオンソフトウ﻿ェア﻿、既存のドライ
バ﻿ーソフトウ﻿ェアのア﻿ップグレ﻿ードは﻿、マニ﻿ュアルでインスト﻿ールおよびコン
フ﻿ィグレ﻿ーシ﻿ョンする必要があります﻿。機器ドライバ﻿ーソフトウ﻿ェアおよびア
ドオンソフトウ﻿ェアは﻿、インスト﻿ールパ﻿ッケ﻿ージの Setup¥﻿Packages または
Setup¥﻿Packages¥﻿Add-Ons にあります﻿。
Agilent の最新のドライバ﻿ーが SubscribeNet で入手できます﻿。ソフトウ﻿ェアの
ライセンス管理およびソフトウ﻿ェアのダウンロ﻿ードを行うには﻿、ブラウザに次
のリンクを貼り付けて SubscribeNet にログインしてください﻿。https﻿://
agilent﻿.flexnetoperations﻿.com﻿。製品リストで﻿、OpenLab Software >
OpenLab Agilent Instrument Driversを選択します﻿。

https://www.agilent.com/cs/library/usermanuals/public/CDS_v3.0_Requirements_ja.pdf
https://www.agilent.com/cs/library/usermanuals/public/CDS_v3.0_Requirements_ja.pdf
https://agilent.flexnetoperations.com
https://agilent.flexnetoperations.com
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分析機器コントロ﻿ーラ（﻿AIC﻿）上

1 ドライバ ﻿ーのインスト﻿ーラパ﻿ッケ﻿ージを実行し﻿、インスト﻿ールウ﻿ィザ﻿ードに
従います ﻿。
インスト ﻿ールまたはア﻿ップグレ﻿ード手順の詳細については﻿、各ドライバ﻿ーの
マニ﻿ュアルを参照してください﻿。

2 サ﻿ーバ﻿ーに新しいドライバ﻿ーを登録します﻿。この手順は﻿、サ﻿ーバ﻿ーへの既存
の OpenLab PC のクライアントまたは AIC としての登録と同じです﻿。新しい
クライアントまたは機器コントロ﻿ーラをサ﻿ーバ﻿ーに接続 113ページ  を参照
してください﻿。
新しい機器タイプがコントロ﻿ールパネルで使用できるようになります﻿。

注記 どちらの手順もサイレントインスト﻿ールによ﻿って選択的に実行することができ
ます﻿。詳細については﻿、サイレントインスト﻿ールの実行 31ページ  を参照して
ください﻿。

関連クライアント上

1 機器にアクセスする各クライアントでインスト﻿ーラパ﻿ッケ﻿ージを実行しま
す﻿。



OpenLab CDS クライアント／AIC のインスト﻿ールおよびコンフ﻿ィグレ﻿ーシ﻿ョン 38

ag-textnode-version-id: 18014401484198027ag-textnode-base-id: 2974716043
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ag-textnode-version-id: 18014401485209355ag-textnode-base-id: 2975727371

ソフトウ﻿ェアインスト﻿ール後のソフトウ﻿ェア
ベリフ﻿ィケ﻿ーシ﻿ョン

ソフトウ﻿ェアベリフ﻿ィケ﻿ーシ﻿ョンツ﻿ール（﻿SVT﻿）では﻿、使用するシステムが正
しく構築およびインスト﻿ールされ﻿、設計仕様通りにな﻿っていることを示す文書
が提供されます﻿。インスト﻿ールの終了時にソフトウ﻿ェアベリフ﻿ィケ﻿ーシ﻿ョンが
正常に実行されている場合﻿、再度実行する必要はありません﻿。

1 Windows オペレ﻿ーテ﻿ィングシステムを使用して﻿、スタ﻿ート >
（﻿すべてのアプリ  > ﻿）Agilent Technologies > Software Verification Tool を選択
します﻿。

2 検証するコンポ﻿ーネントを選択します﻿。

3 評価を実行を選択します﻿。
アプリケ﻿ーシ﻿ョンが実行され﻿、ソフトウ﻿ェアベリフ﻿ィケ﻿ーシ﻿ョンレポ﻿ートが
作成されます﻿。
ドライブ﻿:\​SVReports にレポ﻿ートが自動的に保存されます﻿。

4 レポ﻿ートに不合格と表示されている場合﻿、コンピ﻿ュ﻿ータ﻿ーの要件を確認し﻿、
デ﻿ータシステムを再インスト﻿ールしてください﻿。
ソフトウ﻿ェアベリフ﻿ィケ﻿ーシ﻿ョンレポ﻿ートの結果が「﻿合格﻿」となるまで﻿、シ
ステムを使用しないでください﻿。
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ag-textnode-version-id: 72057597013651595ag-textnode-base-id: 2975723659

ウ﻿ィルス対策プログラムの設定

1 「﻿フ﻿ァイアウ﻿ォ﻿ールの設定﻿」に記載されたフ﻿ァイアウ﻿ォ﻿ールポ﻿ートを必ず開
いてください﻿。『OpenLab CDS の要件とサポ ﻿ートする機器
(﻿CDS_v3﻿.0_Requirements_ja﻿.pdf﻿, D0028027ja﻿)』を参照してください﻿。

2 以下のフ ﻿ォルダ﻿ーをウ﻿ィルス対策スキ﻿ャンから除外する必要があります﻿。こ
れらのフ ﻿ォルダ﻿ーをスキ﻿ャンする場合は﻿、システムが測定中やデ﻿ータ解析中
でないときに実行してください﻿。スキ﻿ャンによ﻿って動作が遅くな﻿ったり﻿、
ウ﻿ィルス対策プログラムと CDS アプリケ﻿ーシ﻿ョンが同じフ﻿ァイルへ同時ア
クセスすることで分析が中断されたりすることがあるためです﻿。
• セ﻿ットア﻿ップ時に設定したストレ﻿ージロケ﻿ーシ﻿ョン（﻿新規インスト﻿ール

のデフ﻿ォルト﻿：C﻿:\​SStorage ﻿; ア﻿ップグレ﻿ードしたシステムのデフ﻿ォル
ト﻿：C﻿:\​DsData﻿）

• ドライブ﻿:\​Program Files (﻿x86﻿)\​Agilent Technologies
• ドライブ﻿:\​ProgramData\​Agilent
• ドライブ﻿:\​ProgramData\​Agilent IPB Files
• ドライブ﻿:\​ProgramData\​Agilent Technologies﻿, Inc
• ドライブ﻿:\​ProgramData\​ChromatographySystem
• ドライブ﻿:\​ProgramData\​firebird
• ドライブ﻿:\​ProgramData\​IsolatedStorage
除外するフ﻿ォルダ﻿ーの設定方法は﻿、使用しているウ﻿ィルス対策ソフトウ﻿ェア
のマニ﻿ュアルを参照してください﻿。

注記 ネ﻿ットワ﻿ーク不正浸入防止機能付きのウ﻿ィルス対策ソフトウ﻿ェアの場合﻿、一般
的なシステムパフ﻿ォ﻿ーマンスが多少低下することを想定してください﻿。ネ﻿ット
ワ﻿ーク不正浸入防止機能を無効にするには﻿、使用しているウ﻿ィルス対策ソフト
ウ﻿ェアの説明を参照してください﻿。

3 次のフ﻿ァイルをウ﻿ィルス対策スキ﻿ャンから除外する必要があります﻿。
• ドライブ﻿:\Program Files (﻿x86﻿)\Agilent Technologies\OpenLab

Acquisition\AcquisitionServer﻿.exe

https://www.agilent.com/cs/library/usermanuals/public/CDS_v3.0_Requirements_ja.pdf
https://www.agilent.com/cs/library/usermanuals/public/CDS_v3.0_Requirements_ja.pdf


3 インスト﻿ール後のタスク
ウ﻿ィルス対策プログラムの設定

OpenLab CDS クライアント／AIC のインスト﻿ールおよびコンフ﻿ィグレ﻿ーシ﻿ョン 41

オプシ﻿ョン設定の手順
Agilent では﻿、パフ﻿ォ﻿ーマンス向上のため﻿、一定のアプリケ﻿ーシ﻿ョンをホワイト
リストに登録することをお勧めしています﻿。これらの設定は特に﻿、OpenLab
CDS の実行時﻿、ウ﻿ィルス対策ソフトウ﻿ェアにより大量の CPU リソ﻿ースが消費
される場合に検討してください﻿。ウ﻿ィルス対策ソフトウ﻿ェアには﻿、通常﻿、以下
の設定を推奨します﻿。ベンダ﻿ーが異なると﻿、用語やインタ﻿ーフ﻿ェイスが異なる
ことがあります﻿。お使いの特定製品のドキ﻿ュメントを参照してください﻿。
1. Web/URL レピ ﻿ュテ ﻿ーシ ﻿ョン または Web 保護 ﻿：ウ﻿ィルス対策ソフトウ﻿ェア

に Web または URL レピ﻿ュテ﻿ーシ﻿ョンの機能が含まれている場合﻿、この機能
を無効化して﻿、性能を最大化することを検討してください﻿。
これをオフにすると﻿、ブラウジングを通したマシンの Web トラフ﻿ィ﻿ックが
チ﻿ェ﻿ックされないというリスクがあります﻿。
ゲ﻿ートウ ﻿ェイレベル上に別の URL/Web スキ﻿ャナを設定してエンドポイント
を保護するか﻿、エンドポイントからインタ﻿ーネ﻿ットへのアクセスを制限して
ください ﻿。大部分の感染はインタ﻿ーネ﻿ット Web サイトに由来するため﻿、こ
れらのマシンからアクセスすべきではありません﻿。

2. リアルタイムスキ ﻿ャン ﻿：除外対象を追加し﻿、スキ﻿ャンを
作成﻿、変更﻿、または取得したフ﻿ァイルから作成または変更したフ﻿ァイル（﻿また
は最も近い同等フ﻿ァイル﻿）へ変更します﻿。
除外すると Agilent Technologies の作業デ﻿ィレクトリはスキ﻿ャンされないた
め﻿、パフ ﻿ォ﻿ーマンスが向上します﻿。
このマシン上で作成または変更されたフ﻿ァイルしかスキ﻿ャンされないリスク
があります﻿。アクセスしただけのフ﻿ァイルは省略されます﻿。作成時またはマ
シンへの書き込み時に﻿、気付かずに感染してしま﻿った潜伏フ﻿ァイルはスキ﻿ャ
ンされません﻿。
スキ﻿ャンスケジ﻿ュ﻿ールを毎日に増やし﻿、マシン上のすべてのフ﻿ァイルについ
て感染や潜伏を確認してください﻿。

3. 動作モニタリング/アプリケ ﻿ーシ ﻿ョンコントロ ﻿ール ﻿：ウ﻿ィルス対策ソフト
ウ﻿ェアに動作モニタリングまたはアプリケ﻿ーシ﻿ョンコントロ﻿ールの機能が含
まれている場合﻿、承認済みのリストに﻿、信頼できるフ﻿ォルダ﻿ーかアプリケ﻿ー
シ﻿ョンを追加することを検討してください﻿。下記リストを初期設定の参考に
してください﻿。

注記 除外したフ﻿ァイルが感染しても検出されません﻿。検出されないリスクを回避す
る措置を講じてください﻿。たとえば﻿、これらのフ﻿ァイルをカバ﻿ーするには﻿、毎
日スキ﻿ャンが実行されるようにします﻿。

Program Files (﻿x86﻿)\​Agilent Technologies\​Certificate Service\
Program Files (﻿x86﻿)\​Agilent Technologies\​Data Collection Agent\
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Program Files (﻿x86﻿)\​Agilent Technologies\​OpenLab\​Services\
Program Files (﻿x86﻿)\​Agilent Technologies\​OpenLab Services\
Program Files (﻿x86﻿)\​Agilent Technologies\​OpenLab Acquisition\
Program Files (﻿x86﻿)\​Agilent Technologies\​OpenLab Backup Utility\
Program Files (﻿x86﻿)\​Agilent Technologies\​OpenLab Restore Utility\
Program Files (﻿x86﻿)\​Agilent Technologies\​OpenLab Data Analysis\
Program Files (﻿x86﻿)\​Agilent Technologies\​OpenLab Platform\
Data Repository\​Data Repository\
Program Files (﻿x86﻿)\​Agilent Technologies\​OpenLab Platform\
Reverse Proxy\
Program Files (﻿x86﻿)\​Agilent Technologies\​OpenSearch\
Program Files (﻿x86﻿)\​Agilent Technologies\​Test Services\

4. リアルタイムモニタリング ﻿：以下のフ﻿ォルダ﻿ーをリアルタイムモニタリン
グ設定の除外リストに追加します﻿。
ドライブ ﻿:\​Program Files (﻿x86﻿)\​Agilent Technologies\
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ag-textnode-version-id: 27021600740196875ag-textnode-base-id: 2975973899

集中管理された出力先の準備

OpenLab CDS では﻿、デ﻿ータ解析を開かずに﻿、測定時にデ﻿ータを自動的に解析す
ることができます﻿。測定時の解析中に﻿、注入レポ﻿ートの印刷が必要になる場合
があります﻿。集中管理された出力先では﻿、これらのレポ﻿ートが共有出力先フ﻿ォ
ルダ﻿ーにコピ﻿ーされます﻿。次に﻿、FolderMill などのサ﻿ードパ﻿ーテ﻿ィ製のプログ
ラムが共有フ﻿ォルダ﻿ーにアクセスし﻿、フ﻿ォルダ﻿ー内のフ﻿ァイルをプリンタ﻿ーへ
送信します﻿。
クライアント/サ﻿ーバ﻿ーシステムでは﻿、共有出力先フ﻿ォルダ﻿ーをサ﻿ーバ﻿ーまたは
別のマシン上に配置できます﻿。サ﻿ードパ﻿ーテ﻿ィ製の印刷プログラムを共有出力
先フ﻿ォルダ﻿ーと同じマシンにインスト﻿ールしてください﻿。

OpenLab Server 上﻿：

1 Windows のスタ﻿ートメニ﻿ュ﻿ーからサ ﻿ービスを検索します﻿。サ﻿ービスアプリ
ケ﻿ーシ﻿ョンを開きます﻿。

2 Agilent OpenLab CopyTo Server を右クリ﻿ックし﻿、プロパテ﻿ィを選択します﻿。

3 ログオンタブをクリ﻿ックし﻿、アカウントを選択してドメインユ﻿ーザ﻿ーのログ
イン資格情報を入力します﻿。このサ﻿ービスユ﻿ーザ﻿ーは﻿、サ﻿ーバ﻿ーのロ﻿ーカル
管理者グル﻿ープのメンバ﻿ーにしてください﻿。さらに﻿、ユ﻿ーザ﻿ーが出力先フ﻿ォ
ルダ﻿ーへの書き込み権限を持﻿っている必要があります﻿。

4 設定を確認して﻿、サ﻿ービスを再起動します﻿。

5 オプシ﻿ョン﻿：キ﻿ュ﻿ーのサイズを設定します﻿。
出力先フ ﻿ォルダ﻿ーごとにキ﻿ュ﻿ーのサイズが異なります﻿。各﻿々のキ﻿ュ﻿ーのサイ
ズは﻿、コンフ﻿ィグレ﻿ーシ﻿ョンフ﻿ァイル 
ドライブ ﻿:\​ProgramData\​Agilent\​CopyToServer\​CacheSizeLimit﻿.ini で定義し
ます﻿。パラメ﻿ータ CacheSizeLimit でキ﻿ュ﻿ーのサイズを変更することが可能で
す﻿。
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デフ﻿ォルト値は 500 MB で﻿、各キ﻿ュ﻿ー（﻿出力先フ﻿ォルダ﻿ー﻿）のサイズはデ
フ﻿ォルトでは 500 MB に制限されます﻿。キ﻿ャ﻿ッシ﻿ュの最大サイズに達するま
で﻿、フ﻿ァイルがキ﻿ュ﻿ーに入ります﻿。最大サイズに達すると﻿、キ﻿ュ﻿ーはリクエ
ストの受け入れを停止します﻿。キ﻿ュ﻿ーはクリアされた後﻿、自動的に再起動し
てリクエストの受け入れを開始します﻿。

クライアントまたは AIC 上

1 OpenLab のコントロ﻿ールパネルから管理 > 出力先フ﻿ォルダ﻿ーで共有した出力
先フ﻿ォルダ﻿ーを設定します﻿。
a 出力先フ﻿ォルダ﻿ーの追加をクリ﻿ックします﻿。
b 名前﻿、フ﻿ォルダ﻿ーパス（﻿UNC 形式﻿）﻿、説明（﻿オプシ﻿ョン﻿）を入力し﻿、

保存をクリ﻿ックします﻿。

2 複数の出力先フ﻿ォルダ﻿ーを設定する場合﻿、希望の出力先フ﻿ォルダ﻿ーを選択
し﻿、デフ﻿ォルトの出力先フ﻿ォルダ﻿ーの設定をクリ﻿ックすると﻿、特定のフ﻿ォル
ダ﻿ーをデフ﻿ォルトとして指定できます﻿。

ag-textnode-version-id: 18014401484207627ag-textnode-base-id: 2974725643

出力先フ﻿ォルダ﻿ーのトラブルシ﻿ュ﻿ーテ﻿ィング

問題 分離度

Agilent OpenLab CopyTo Client または
Agilent OpenLab CopyTo Server サ﻿ービスがク
ラ﻿ッシ﻿ュした

サ﻿ービスは自動的に再起動します﻿。

クライアント/AIC とサ﻿ーバ﻿ー間のネ﻿ットワ﻿ーク
の問題

出力要求がクライアント上でバ﻿ッフ﻿ァされ﻿、
ネ﻿ットワ﻿ークが回復するとサ﻿ーバ﻿ーへ自動的に
再送信されます﻿。

サ﻿ーバ﻿ーと出力先フ ﻿ォルダ﻿ー間のネ﻿ットワ﻿ーク
の問題

出力要求がサ﻿ーバ﻿ー上でバ﻿ッフ﻿ァされます﻿。
ネ﻿ットワ﻿ークが回復すると﻿、フ﻿ァイルは出力先
フ﻿ォルダ﻿ーへ自動的にコピ﻿ーされます﻿。

サ﻿ーバ﻿ーがダウンしている 出力要求がクライアント上でバ﻿ッフ﻿ァされ﻿、
ネ﻿ットワ﻿ークが回復するとサ﻿ーバ﻿ーへ自動的に
再送信されます﻿。

出力先フ﻿ォルダ﻿ーのキ﻿ャ ﻿ッシ﻿ュがい﻿っぱいに
な﻿っている

出力先フ﻿ォルダ﻿ーのアクセスを確認してくださ
い﻿。キ﻿ャ﻿ッシ﻿ュサイズを増やすことを検討して
ください（﻿集中管理された出力先の準備 43ペー
ジ  を参照﻿）﻿。
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問題 分離度

権限が不十分なため出力先フ﻿ォルダ﻿ーにアクセ
スできない

Agilent OpenLab CopyTo Server サ﻿ービスにログ
インしたドメインユ﻿ーザ﻿ーがロ﻿ーカル管理者
で﻿、出力先フ﻿ォルダ﻿ーに書き込む権限を持﻿って
いることを確認してください﻿。

レポ﻿ートが出力先フ ﻿ォルダ﻿ーでスタ﻿ックしてい
る

プリント用の出力先フ﻿ォルダ﻿ーへのアクセスに
使用されているサ﻿ードパ﻿ーテ﻿ィ製のソフトウ﻿ェ
アが正しく機能していることを確認してくださ
い﻿。プリンタ﻿ーエラ﻿ーが発生していないことを
確認してください﻿。

PDF プリンタ﻿ーを通常使うプリンタ﻿ーとして使
用すると﻿、レポ﻿ートの印刷に失敗します﻿。

正常に印刷するために﻿、Windows で通常使うプ
リンタ﻿ーを管理するを選択してください﻿。
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ag-textnode-version-id: 18014401484063115ag-textnode-base-id: 2974581131

自動解析中のネ﻿ットワ﻿ーク共有へのエクスポ﻿ート
を準備

以下を行う場合は﻿、次の手順を実行してください﻿。
• 自動解析中にレポ﻿ートを作成し﻿、フ﻿ァイルとして保存する﻿。ネ﻿ットワ﻿ーク共

有へのレポ﻿ートのエクスポ﻿ートは﻿、レポ﻿ートを外部システム（﻿LIMS など﻿）
へ送信する一般的な方法です﻿。

• 自動解析中に生デ﻿ータや結果をエクスポ﻿ートし﻿、ネ﻿ットワ﻿ーク共有にフ﻿ァイ
ルを保存する﻿。

この方法は﻿、ネ﻿ットワ﻿ーク共有にアクセスしてサ﻿ービスとしてログオンするた
めの特定のドメインユ﻿ーザ﻿ー権限が必要です﻿。

ag-textnode-version-id: 9007202230478731ag-textnode-base-id: 2975737739

AIC 上でドメインユ﻿ーザ﻿ーアカウントを設定

1 AIC でロ﻿ーカル管理権限を持つ Windows ドメインユ﻿ーザ﻿ーとしてログイン
します﻿。

2 Windows のスタ﻿ートメニ﻿ュ﻿ーからサ ﻿ービスを検索します﻿。サ﻿ービスアプリ
ケ﻿ーシ﻿ョンを開きます﻿。

3 Agilent OpenLab Instrument Serviceのステ﻿ータスが開始または実行中にな﻿って
いることを確認します﻿。停止している場合は﻿、右クリ﻿ックし開始を選択しま
す﻿。
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4 Agilent OpenLab Instrument Service を右クリ﻿ックし﻿、 プロパテ﻿ィを選択しま
す﻿。
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5 ログオン タブで アカウントを選択し﻿、ネ﻿ットワ﻿ーク印刷権限を持つドメイ
ンユ﻿ーザ ﻿ーのログイン資格情報を入力します﻿。

注記 ユ﻿ーザ﻿ーが AIC のロ﻿ーカル管理者グル﻿ープのメンバ﻿ーである必要があります﻿。

OK をクリ﻿ックします﻿。

6 サ﻿ービスウ﻿ィンドウで﻿、アカウントにサ﻿ービスとしてログオン権限が正しく
付与されたことが確認されます﻿。OK をクリ﻿ックします﻿。
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7 サ﻿ービスウ﻿ィンドウで OK をクリ﻿ックして﻿、
サ﻿ービスを終了して再起動するまで新しいログオン名は有効にならないことを
確認します﻿。

8 PC を再起動します﻿。これにより﻿、Instrument Service で指定したログオン
ユ﻿ーザ﻿ーが﻿、デ﻿ータ測定でフ﻿ァイルを自動的にネ﻿ットワ﻿ーク共有へエクス
ポ﻿ートできるようになります﻿。

ag-textnode-version-id: 9007202230482443ag-textnode-base-id: 2975741451

ネ﻿ットワ﻿ークプリンタ﻿ーの自動印刷を有効

出力先フ﻿ォルダ﻿ーを使用せず﻿、自動解析中にネ﻿ットワ﻿ークプリンタ﻿ーに印刷す
る必要がある場合は﻿、この手順に従﻿ってください﻿。

前提条件 • ドメインユ﻿ーザ﻿ーアカウントが設定済みである（﻿AIC 上でドメインユ﻿ー
ザ﻿ーアカウントを設定 46ページ  を参照﻿）﻿。

AIC 上﻿：

1 Agilent OpenLab Instrument Service のプロパテ﻿ィウ﻿ィンドウのログオンタブで
指定したドメインユ﻿ーザ﻿ーアカウントを使用してログインします﻿。

2 Windows の設定で﻿、デバイス > プリンタ﻿ーとスキ﻿ャナ﻿ーを開き﻿、
プリンタ﻿ーまたはスキ﻿ャナ﻿ーを追加しますをクリ﻿ックします﻿。

3 リストから必要なプリンタ﻿ーを選択します﻿。リストにない場合﻿、
プリンタ﻿ーが一覧にない場合をクリ﻿ックし﻿、追加する共有プリンタ﻿ー名を参
照または入力します﻿。プリンタ﻿ーが追加されたら﻿、テストペ﻿ージを印刷しま
す﻿。

4 Windows のプリンタ﻿ー設定で﻿、共有プリンタ﻿ーをロ﻿ーカルの通常使うプリ
ンタ﻿ーに設定します﻿。
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ag-textnode-version-id: 9007202229482891ag-textnode-base-id: 2974741899

4 オプシ﻿ョンの手順

オフラインマシンのパフ﻿ォ﻿ーマンス向上   51

NIST ライブラリ検索の設定   52

セキ﻿ュリテ﻿ィ保護されたフ﻿ァイルシステムパスの変更   53
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ag-textnode-version-id: 27021600740222091ag-textnode-base-id: 2975999115

オフラインマシンのパフ ﻿ォ﻿ーマンス向上

OpenLab CDS を実行するコンピ﻿ュ﻿ータ﻿ーは﻿、インタ﻿ーネ﻿ットに接続されていな
いとパフ﻿ォ﻿ーマンスが低下する場合があります﻿。
この問題を解決するには﻿、すべてのワ﻿ークステ﻿ーシ﻿ョン﻿、クライアント﻿、
AIC﻿、およびサ﻿ーバ﻿ー上で以下のシステム設定を行﻿ってください﻿。

1 Windows の設定で﻿、インタ﻿ーネ﻿ット オプシ﻿ョンを検索します﻿。
インタ﻿ーネ﻿ットのプロパテ﻿ィダイアログが表示されます﻿。詳細設定タブで﻿、
以下のチ ﻿ェ﻿ックボ﻿ックスをオフにします﻿。
• セキ﻿ュリテ﻿ィ > 発行元証明書の取り消しを確認する
• セキ﻿ュリテ﻿ィ > サ﻿ーバ﻿ーの証明書失効を確認する

2 以下のレジストリキ﻿ーを変更または追加します﻿。
• [﻿HKEY_LOCAL_MACHINE¥﻿SOFTWARE¥﻿Policies¥﻿Microsoft¥﻿SystemCertific

ates¥﻿AuthRoot﻿]
"DisableRootAutoUpdate"=dword﻿:00000001

• [﻿HKEY_LOCAL_MACHINE¥﻿SOFTWARE¥﻿Wow6432Node¥﻿Policies¥﻿Microsoft
¥﻿SystemCertificates¥﻿AuthRoot﻿]
"DisableRootAutoUpdate"=dword﻿:00000001

3 ル﻿ート証明書をオフにしたことを記録します﻿。これにより OpenLab CDS イ
ンスト﻿ーラが失敗します﻿。インスト﻿ールが失敗しないようにするにはル﻿ート
証明書をオンにする必要があります﻿。
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ag-textnode-version-id: 27021600739942155ag-textnode-base-id: 2975719179

NIST ライブラリ検索の設定

OpenLab CDS 内で MS ライブラリ検索を使用するには﻿、ライブラリ検索を実行
するワ﻿ークステ﻿ーシ﻿ョン（﻿または﻿、クライアント/サ﻿ーバ﻿ー設定﻿、クライアント
または AIC﻿）に NIST MS Search プログラムがロ﻿ーカルでインスト﻿ールされてい
る必要があります﻿。
スタンドアロン﻿、クライアント/サ﻿ーバ﻿ー﻿、または Citrix/リモ﻿ートデスクト﻿ップ
サ﻿ービスサ﻿ーバ﻿ー設定内での NIST ライブラリフレ﻿ームワ﻿ークのインスト﻿ール
およびコンフ﻿ィグレ﻿ーシ﻿ョンの詳細については﻿、『Setup and Configuration of
MS Library Search (﻿CDS_Configure_MS_Libraries﻿.pdf﻿, D0020932﻿)』を参照し
てください﻿。このドキ﻿ュメントでは﻿、他の市販のライブラリやユ﻿ーザ﻿ー作成の
ライブラリと OpenLab CDS MS ライブラリ検索との併用および管理についても
説明しています﻿。

https://www.agilent.com/cs/library/usermanuals/public/CDS_Configure_MS_Libraries.pdf
https://www.agilent.com/cs/library/usermanuals/public/CDS_Configure_MS_Libraries.pdf
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ag-textnode-version-id: 27021602068277899ag-textnode-base-id: 4304054923

セキ﻿ュリテ﻿ィ保護されたフ﻿ァイルシステムパスの
変更

転送用のフ﻿ァイルをバ﻿ッフ﻿ァ﻿ーするために﻿、OpenLab CDS はデフ﻿ォルトのロ
ケ﻿ーシ﻿ョン ﻿%ProgramData﻿%\​Agilent\​SecureFileSystem にフ﻿ォルダ﻿ーを作成し
ます﻿。デフ﻿ォルトのロケ﻿ーシ﻿ョンが不適切な場合﻿、フ﻿ォルダ﻿ーパスを変更でき
ます﻿。

セキ﻿ュリテ﻿ィ保護されたフ﻿ァイルストレ﻿ージのロケ﻿ーシ﻿ョン変更の詳細につい
ては﻿、Agilent のサポ﻿ート担当にお問い合わせください﻿。
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ag-textnode-version-id: 27021601369217035ag-textnode-base-id: 3604994059

5 ライセンス

OpenLab CDS は 2 つのライセンス管理方法をサポ﻿ートします﻿。ライセンスの取
得方法は﻿、適用する製品およびリビジ﻿ョン番号によ﻿って異なります﻿。v3﻿.0 で開
始すると﻿、OpenLab CDS は電子ライセンスを使用します﻿。
• 電子ライセンス ﻿、または Flexnet Operations (﻿FNO﻿)﻿：ライセンスは電子メ﻿ー

ルで届きます﻿。
• SubscribeNet ライセンス﻿：薄紫色の封筒に入﻿った認証コ﻿ードが届きます﻿。
電子ライセンスと SubscribeNet ライセンスを同時に管理できます﻿。電子ライセ
ンスは﻿、Agilent オンラインアカウントを介して﻿、OpenLab Control Panel でラ
イセンス認証および管理されます﻿。

試用期間
インスト﻿ール後 60 日の試用期間は﻿、システムを実行できます﻿。試用期間経過
後は﻿、ラインセンスをインスト﻿ールする必要があります﻿。
OpenLab Control Panel を初めて起動し﻿、トライアルを開始をクリ﻿ックすると試
用期間が開始されます﻿。
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ag-textnode-version-id: 45035999249146507ag-textnode-base-id: 2975441547

ライセンスタイプ

OpenLab CDS 電子ライセンスは﻿、他の Agilent 製品に必要な従来の
SubscribeNet（﻿クラシ﻿ック﻿）ライセンスと並行して﻿、OpenLab Control Panel で
管理されます﻿。

クライアント/
サ﻿ーバ﻿ー

CDS クライアント/サ﻿ーバ﻿ー構成では﻿、Agilent および Agilent 以外の機器用の
機器接続ライセンスに加えて﻿、新たに OpenLab CDS システムライセンスが必要
です﻿。OpenLab Server/ECM XT または OpenLab Shared Services サ﻿ーバ﻿ーは必
須です﻿。これらのライセンスは﻿、これまで通り SubscribeNet で管理されます﻿。

カウントライセンス このライセンスは﻿、OpenLab CDS のフロ﻿ーテ﻿ィングライセンス方法の一部であ
り﻿、どのコンポ﻿ーネントにも恒久的に割り当てられるものではありません﻿。
AIC および機器などのコンポ﻿ーネントが起動している間﻿、これらに自動的に割
り当てられます﻿。このライセンスは﻿、コンポ﻿ーネントを切断したときに自動的
に返却されます﻿。ライセンス管理プログラムでは﻿、ライセンスの発行や取得を
管理します﻿。
この場合は﻿、コンポ﻿ーネント実行中のみライセンスが使用されます﻿。インス
ト﻿ールする各コンポ﻿ーネントにではなく﻿、同時に実行するすべてのコンポ﻿ーネ
ントに十分な数だけのライセンスを購入すればよいことになります﻿。
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ag-textnode-version-id: 36028811242168459ag-textnode-base-id: 14223204491

電子ライセンスの認証

ライセンス認証の準備
電子ライセンスを受け取るには﻿、以下が必要となります﻿。
• ご購入の際﻿、ソフトウ﻿ェア連絡担当者として記名されていること﻿。記名者が

利用できなくな﻿った場合には﻿、Agilent の営業担当者にお問い合わせくださ
い﻿。

• ソフトウ ﻿ェアを有効にするエンタイトルメント情報を含む電子メ﻿ールを受信
していること﻿。

オンラインでライセンス認証するには﻿、Agilent のライセンスポ﻿ータルへのアク
セスが必要です﻿。URL とフ﻿ァイアウ﻿ォ﻿ールポ﻿ートの情報については﻿、
『OpenLab CDS の要件とサポ ﻿ートする機器 (﻿CDS_v3﻿.0_Requirements_ja﻿.pdf﻿,
D0028027ja﻿)』 を参照してください﻿。これらのポ﻿ート 4 を使用している
Agilent 以外のアプリケ﻿ーシ﻿ョンがある場合は﻿、Agilent OpenLab ソフトウ﻿ェア
パ﻿ッケ﻿ージをオンラインで有効にする前にアンインスト﻿ールしてください﻿。

ag-textnode-version-id: 27021611844064651ag-textnode-base-id: 14079841675

オンライン認証

1 ライセンスをインスト﻿ールしたいシステムに接続されているマシンから﻿、コ
ントロ﻿ールパネルを起動します﻿。

2 管理  > ライセンスの順に選択します﻿。

3 電子ライセンスの管理を選択します﻿。

4 リボンからライセンスの管理をクリ﻿ックします﻿。
ウ﻿ェブブラウザで﻿、ライセンスインタ﻿ーフ﻿ェイスが開きます﻿。

5 オンライン認証を選択します﻿。

6 エンタイトルメント ID または ライセンス認証 ID（﻿アクテ﻿ィベ﻿ーシ﻿ョン ID ﻿）を
選択します﻿。

4 OpenLab CDS 3﻿.0 の場合﻿：ポ﻿ート 52080﻿、52088﻿、7070﻿、7071

https://www.agilent.com/cs/library/usermanuals/public/CDS_v3.0_Requirements_ja.pdf
https://www.agilent.com/cs/library/usermanuals/public/CDS_v3.0_Requirements_ja.pdf
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エンタイトルメント ID﻿：エンタイトルメント ID を利用すると﻿、利用可能なすべ
てのライセンスをアクテ﻿ィブ化できます﻿。
エンタイトルメント ID は﻿、オフライン認証には使用で
きません﻿。

アクテ﻿ィベ﻿ーシ﻿ョン ID﻿：アクテ﻿ィベ﻿ーシ﻿ョン ID を利用すると﻿、同じオ﻿ーダ﻿ー内
の購入数および購入製品を細かく管理できます﻿。

7 対応する ID を入力します﻿。

8 エンタイトルメント ID の場合﻿：すべて有効化をクリ﻿ックします﻿。
ライセンス認証 ID の場合﻿：認証するライセンスの数を入力し﻿、有効にするを
クリ﻿ックします﻿。
認証画面に﻿、ID﻿、製品名﻿、数量などすべてのライセンス詳細の概要が表示さ
れます﻿。

ag-textnode-version-id: 45036010353615371ag-textnode-base-id: 14079910411

オフライン認証

前提条件 • エンタイトルメント情報の電子メ﻿ールから
ライセンス認証 ID（﻿アクテ﻿ィベ﻿ーシ﻿ョン ID ﻿）を入手します﻿。

• 手元のデバイスで﻿、Agilent オンラインアカウントにログインが可能である
ことを確認します﻿。

1 ライセンスをインスト﻿ールしたいシステムに接続されているマシンから﻿、コ
ントロ﻿ールパネルを起動します﻿。

2 管理  > ライセンスの順に選択します﻿。

3 電子ライセンスの管理を選択します﻿。

4 リボンからライセンスの管理をクリ﻿ックします﻿。
ウ﻿ェブブラウザで﻿、ライセンスインタ﻿ーフ﻿ェイスが開きます﻿。

5 オフライン認証を選択します﻿。

6 アクテ﻿ィベ﻿ーシ﻿ョン ID フ﻿ィ﻿ールドにアクテ﻿ィベ﻿ーシ﻿ョン ID を入力します﻿。

7 アクテ﻿ィブ化したいライセンスの数を入力します﻿。

https://www.agilent.com
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8 + をクリ﻿ックします﻿。
テ﻿ーブルに﻿、ID﻿、製品名﻿、有効期限﻿、総数などすべてのライセンス詳細の概
要が表示されます﻿。

注記 さらに別のライセンスを追加するには﻿、ステ﻿ップ 6 ～ 8 を繰り返します﻿。
同じライセンス認証 ID を入力すると﻿、テ﻿ーブルの対応する行が上書きされま
す﻿。テ﻿ーブルのライセンス認証 ID の既存数量を更新するには﻿、総数列の値を編
集します﻿。

9 アクテ﻿ィベ﻿ーシ﻿ョンリクエストの生成をクリ﻿ックします﻿。
アクテ ﻿ィベ ﻿ーシ ﻿ョンリクエスト フ﻿ァイルが生成され﻿、デフ﻿ォルトの
ダウンロ﻿ードフ﻿ォルダ﻿ーに保存されます﻿。表示が アクテ﻿ィベ﻿ーシ﻿ョンレスポ
ンスのインスト﻿ール タブに自動的に切り替わります﻿。

10アクテ ﻿ィベ ﻿ーシ ﻿ョンリクエスト フ﻿ァイルをインタ﻿ーネ﻿ットに接続されたデ
バイスに転送します﻿。

11 このデバイスから﻿、Agilent オンラインアカウントにログインします﻿。
ライセンスと契約（﻿License and Agreements﻿） タブにある任意のエンタイト
ルメント上で﻿、オフラインでライセンス認証（﻿Activate Offline﻿） をクリ﻿ック
します﻿。

12 デバイス  > オフラインデバイス管理 に移動します﻿。

13 ライセンスの生成を選択し﻿、アクテ ﻿ィベ ﻿ーシ ﻿ョンリクエストフ﻿ァイルを
ア﻿ップロ ﻿ードします﻿。
レスポンスが正常に生成されたら﻿、それを通知するメ﻿ッセ﻿ージが表示されま
す﻿。
入力したライセンスの数が利用可能なライセンス数を超えている場合は﻿、ラ
イセンス認証 ID の数が利用可能数を超えていますのエラ﻿ーメ﻿ッセ﻿ージが表示
され﻿、認証は続行できません﻿。

14アクテ ﻿ィベ ﻿ーシ ﻿ョンレスポンス フ﻿ァイル（﻿capabilityResponse﻿.bin﻿）をダウ
ンロ﻿ードし﻿、ライセンスをアクテ﻿ィブ化したいソフトウ﻿ェアがインスト﻿ール
されているデバイスに再度転送します﻿。

15 アクテ﻿ィベ﻿ーシ﻿ョンレスポンスのインスト﻿ールタブに﻿、アクテ ﻿ィベ ﻿ーシ ﻿ョン
レスポンスフ﻿ァイルをア﻿ップロ﻿ードします﻿。

16 アクテ﻿ィベ﻿ーシ﻿ョンレスポンスのインスト﻿ールをクリ﻿ックします﻿。
これでライセンスが認証されます﻿。

https://www.agilent.com
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ag-textnode-version-id: 27021611844150923ag-textnode-base-id: 14079927947

オンラインライセンス返却

1 ライセンスを返却したいシステムに接続されているマシンから﻿、コントロ﻿ー
ルパネルを起動します﻿。

2 管理  > ライセンスの順に選択します﻿。

3 電子ライセンスの管理を選択します﻿。

4 リボンからライセンスの管理をクリ﻿ックします﻿。
ウ﻿ェブブラウザで﻿、ライセンスインタ﻿ーフ﻿ェイスが開きます﻿。

5 オンライン認証を選択します﻿。

すべてのライセンスを返却﻿：

1 エンタイトルメント ID を選択します﻿。

2 エンタイトルメント ID を入力します﻿。

3 すべて返却をクリ﻿ックします﻿。
ü すべてのライセンスが無効になると﻿、ソフトウ﻿ェアでも無効になります﻿。試

用期間が残﻿っている場合は﻿、引き続き使用できます﻿。

ライセンスの一部を返却﻿：

1 ライセンス認証 ID を選択します﻿。

2 認証された総数列で﻿、保持したいライセンスの数を入力します﻿。「﻿0﻿」を入
力すると ﻿、このライセンス認証 ID のライセンス（﻿カウント数﻿）をすべて返
却することになります﻿。

3 更新をクリ﻿ックします﻿。
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ag-textnode-version-id: 36028811099574283ag-textnode-base-id: 14080610315

オフラインライセンス返却

1 ライセンスを返却したいシステムに接続されているマシンから﻿、コントロ﻿ー
ルパネルを起動します﻿。

2 管理  > ライセンスの順に選択します﻿。

3 電子ライセンスの管理を選択します﻿。

4 リボンからライセンスの管理をクリ﻿ックします﻿。
ウ﻿ェブブラウザで﻿、ライセンスインタ﻿ーフ﻿ェイスが開きます﻿。

5 オフライン認証を選択します﻿。

6 アクテ﻿ィベ﻿ーシ﻿ョン ID を選択し﻿、アクテ﻿ィブ化総数列で﻿、残しておきたいラ
イセンスの数を入力します﻿。「﻿0﻿」を入力すると﻿、このアクテ﻿ィベ﻿ーシ﻿ョン
ID のライセンス（﻿カウント数﻿）をすべて返却することになります﻿。
更新をクリ﻿ックします﻿。

7 アクテ﻿ィベ﻿ーシ﻿ョンリクエストの生成をクリ﻿ックします﻿。
アクテ ﻿ィベ ﻿ーシ ﻿ョンリクエスト フ﻿ァイルが生成され﻿、デフ﻿ォルトの
ダウンロ﻿ードフ﻿ォルダ﻿ーに保存されます﻿。表示が アクテ﻿ィベ﻿ーシ﻿ョンレスポ
ンスのインスト﻿ール タブに自動的に切り替わります﻿。

8 アクテ ﻿ィベ ﻿ーシ ﻿ョンリクエスト フ﻿ァイルをインタ﻿ーネ﻿ットに接続されたデ
バイスに転送します﻿。

9 このデバイスから﻿、Agilent オンラインアカウントにログインします﻿。
ライセンスと契約（﻿License and Agreements﻿） タブにある任意のエンタイト
ルメント上で﻿、オフラインでライセンス認証（﻿Activate Offline﻿） をクリ﻿ック
します﻿。

10 デバイス  > オフラインデバイス管理 に移動します﻿。

11 ライセンスの生成を選択し﻿、アクテ ﻿ィベ ﻿ーシ ﻿ョンリクエストフ﻿ァイルを
ア﻿ップロ ﻿ードします﻿。
レスポンスが正常に生成されたら﻿、それを通知するメ﻿ッセ﻿ージが表示されま
す﻿。

https://www.agilent.com
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12アクテ ﻿ィベ ﻿ーシ ﻿ョンレスポンス フ﻿ァイル（﻿capabilityResponse﻿.bin﻿）をダウ
ンロ﻿ードし﻿、ライセンスをアクテ﻿ィブ化したいソフトウ﻿ェアがインスト﻿ール
されているデバイスに再度転送します﻿。

13 アクテ﻿ィベ﻿ーシ﻿ョンレスポンスのインスト﻿ールタブに﻿、アクテ ﻿ィベ ﻿ーシ ﻿ョン
レスポンスフ﻿ァイルをア﻿ップロ﻿ードします﻿。

14 アクテ﻿ィベ﻿ーシ﻿ョンレスポンスのインスト﻿ールをクリ﻿ックします﻿。

15 表示が自動的に 3 つ目のタブ﻿、ライセンス認証の確認に切り替わります﻿。ラ
イセンス認証の確認フ﻿ァイルが自動的にデフ﻿ォルトのダウンロ﻿ードフ﻿ォル
ダ﻿ーにダウンロ﻿ードされます﻿。
そのライセンス認証の確認（ ﻿Activation Confirmation﻿）フ﻿ァイルを FlexNet
Operations Portal に接続されているデバイスに移動します﻿。

16 FlexNet Operations Portal の Offline Device Management から﻿、Generate
license or confirm license reduction or return を選択します﻿。

17ライセンス認証の確認フ﻿ァイルをア﻿ップロ﻿ードします﻿。
ライセンス返却は完了です﻿。

注記 元のライセンス認証の確認フ﻿ァイルの場所がわからない場合は﻿、ライセンスイ
ンタ﻿ーフ﻿ェイスのライセンス認証の確認タブから新しいものをダウンロ﻿ードで
きます﻿。

ag-textnode-version-id: 9007213533790091ag-textnode-base-id: 14279049099

ソフトウ﻿ェアア﻿ップデ﻿ートの確認

資格情報を有効化したら﻿、対象製品のソフトウ﻿ェアア﻿ップデ﻿ートがないか確認
してください﻿。ア﻿ップデ﻿ートは﻿、ソフトウ﻿ェアダウンロ﻿ードセクシ﻿ョンから﻿、
Agilent オンラインアカウントで入手できます﻿。ReadMe フ﻿ァイルを開き指示に
従﻿ってください﻿。
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ag-textnode-version-id: 27021611987425675ag-textnode-base-id: 14223202699

SubscribeNet ライセンス

SubscribeNet は﻿、https﻿://agilent﻿.flexnetoperations﻿.com 経由のオンラインで管
理﻿、維持します﻿。

ag-textnode-version-id: 9007202230671755ag-textnode-base-id: 2975930763

ライセンスフ﻿ァイル

ライセンスフ﻿ァイルには﻿、お客様のソフトウ﻿ェアライセンスが含まれていま
す﻿。ライセンスフ﻿ァイルには﻿、製品﻿、機器﻿、およびアドオンライセンス（﻿また
はライセンス認証キ﻿ー﻿）が含まれます﻿。ライセンスフ﻿ァイル情報には﻿、お使い
のシステムで同時に使用可能な機器およびその他のオプシ﻿ョンの数が定義され
ます﻿。
ライセンスフ﻿ァイルは﻿、ライセンスサ﻿ーバ﻿ー﻿、すなわちクライアント/サ﻿ーバ﻿ー
システムのサ﻿ーバ﻿ーにインスト﻿ールされます﻿。ライセンスフ﻿ァイルは対象の
サ﻿ーバ﻿ーアドレスに制約されており﻿、別のサ﻿ーバ﻿ーへの移動は﻿、SubscribeNet
でライセンスの再作成が必要です﻿。

ag-textnode-version-id: 63050397757874571ag-textnode-base-id: 2974687627

ライセンスを取得する

注記 このプロセスでは﻿、ライセンスサ﻿ーバ﻿ーの MAC アドレスを入力する必要があ
ります﻿。ワ﻿ークステ﻿ーシ﻿ョンの場合﻿、これはロ﻿ーカルコンピ﻿ュ﻿ータです﻿。クラ
イアント/サ﻿ーバ﻿ーシステムの場合﻿、これはサ﻿ーバ﻿ーです﻿。

ag-textnode-version-id: 63050397758654091ag-textnode-base-id: 2975467147

SubscribeNet でライセンスの作成﻿、ダウンロ﻿ードおよび
インスト﻿ール

インタ﻿ーネ﻿ットにアクセスできない場合は﻿、ライセンスを取得する他の方法
65ページ  のセクシ﻿ョンを参照してください﻿。
SubscribeNet にまだ登録していないユ﻿ーザ﻿ーの場合は﻿、新規ユ ﻿ーザ ﻿ーセクシ﻿ョ
ンから行﻿ってください﻿。

https://agilent.flexnetoperations.com
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SubscribeNet に登録済みの場合は﻿、FlexNet Operationsで登録済みのユ ﻿ーザ ﻿ー
セクシ﻿ョンを参照してください﻿。

準備 事前に用意するもの﻿：
• Software Entitlement Certificate が入﻿った薄紫色の封筒で提供される認証

コ﻿ードラベル﻿。薄紫色の封筒を受け取﻿っていない場合﻿、販売店または弊社の
サポ﻿ート窓口にお問い合わせください﻿。

• Software Entitlement Certificate に記載されている SubscribeNet の URL﻿。
• コントロ ﻿ールパネルがインスト﻿ールされているコンピ﻿ュ﻿ータ﻿ーの MAC アド

レス﻿、およびホスト名﻿。
ソフトウ ﻿ェアがインスト﻿ール済みのコンピ﻿ュ﻿ータ﻿ーから MAC アドレスを取
得するには﻿、コントロ﻿ールパネルを開き﻿、管理 > ライセンス セクシ﻿ョンを
参照してください﻿。MAC アドレスのコピ﻿ーまたは MAC アドレスの保存か
ら﻿、ライセンス作成のための MAC アドレスを入手します﻿。

注記 ライセンスをインスト﻿ールした後にコンピ﻿ュ﻿ータ﻿ー名または参照ドメインが変
更された場合﻿、ライセンスを削除し﻿、SubscribeNet で新しいライセンスを作成
してダウンロ﻿ード﻿、インスト﻿ールしてください﻿。

注記 ライセンス作成時に使用した MAC アドレスを持つネ﻿ットワ﻿ークアダプタがマ
シンから外されると﻿、お使いのライセンスは有効ではなくなります﻿。新しいラ
イセンスは﻿、ライセンスサ﻿ーバ﻿ー上で現在利用可能な MAC アドレスを使用し
て作成する必要があります﻿。

新規ユ﻿ーザ﻿ー

1 https﻿://agilent﻿.flexnetoperations﻿.com/ にアクセスして製品を登録してくださ
い﻿。

2 登録ペ﻿ージで﻿、ラベルに記載されている認証コ﻿ードを入力し﻿、プロフ﻿ィ﻿ール
情報を入力してください（﻿必須項目は*で表示されています﻿）﻿。
ここで入力する電子メ﻿ールアドレスが﻿、ログイン ID になります﻿。

3 Submit をクリ﻿ックします﻿。システムによ﻿ってアカウント名が生成され﻿、表
示されます﻿。
ユ﻿ーザ﻿ーのログイン ID およびパスワ﻿ードが記載された「﻿ようこそ﻿」メ﻿ール
が﻿、SubscribeNet から送信されます﻿。

4 ログイン ID とパスワ﻿ードを使用して SubscribeNet にログインします﻿。

https://agilent.flexnetoperations.com/control/agil/AgilRegisterToAccount
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ログイン後﻿、不明な点がある場合は﻿、オンラインユ﻿ーザ﻿ーマニ﻿ュアルへのリ
ンクを参照してください﻿。

5 左のナビゲ﻿ーシ﻿ョンバ﻿ーから﻿、ライセンスの作成または表示を選択してくだ
さい﻿。

6 新しいライセンスを作成するため﻿、画面の指示に従﻿ってください﻿。コン
ピ﻿ュ﻿ータのホスト名の入力が求められます﻿。
サ﻿ーバ﻿ーのホスト名を入力してください﻿。入力したマシン名には﻿、DNS サ
フ﻿ィ﻿ックス (﻿domain﻿.com ﻿) を含めないでください﻿。

7 システムによりライセンスが作成される際には﻿、その詳細を確認し﻿、
ライセンスフ﻿ァイルのダウンロ﻿ードをクリ﻿ックします﻿。ライセンスフ﻿ァイル
は﻿、コンピ﻿ュ﻿ータおよびバ﻿ックア﻿ップ先（﻿外付け記憶装置など﻿）に保存して
ください ﻿。
ライセンスフ﻿ァイルの再生成﻿、新しい認証コ﻿ードの追加﻿、またはシステムに
応じたライセンスの追加設定を行うために Agilent SubscribeNet サイトに再
度アクセスする際は﻿、ログイン ID とパスワ﻿ードを使用してください﻿。

SubscribeNet で登録済みのユ ﻿ーザ﻿ー

1 SubscribeNet アカウントをすでにお持ちの場合は﻿、
https﻿://agilent﻿.flexnetoperations﻿.com/ を使用します﻿。
SubscribeNet パスワ﻿ードが不明な場合
https﻿://agilent﻿.flexnetoperations﻿.com/control/agil/password から再発行手続
きを行﻿ってください﻿。

2 複数のアカウントがある場合は﻿、Authorization Code（﻿認証コ﻿ード﻿）に関連
している SubscribeNet アカウントを選択します﻿。

3 SubscribeNet ナビゲ﻿ーシ﻿ョンペインから﻿、認証コ﻿ードで登録を選択します﻿。
これにより﻿、新しい認証コ﻿ードを登録し﻿、新しいライセンスを取得できま
す﻿。

4 左のナビゲ﻿ーシ﻿ョンバ﻿ーから﻿、ライセンスの作成または表示を選択してくだ
さい﻿。

5 新しいライセンスを作成するため﻿、画面の指示に従﻿ってください﻿。コン
ピ﻿ュ﻿ータのホスト名の入力が求められます﻿。

https://agilent.flexnetoperations.com/
https://agilent.flexnetoperations.com/control/agil/password
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サ﻿ーバ﻿ーのホスト名を入力してください﻿。入力したマシン名には﻿、DNS サ
フ﻿ィ﻿ックス (﻿domain﻿.com ﻿) を含めないでください﻿。

6 システムによりライセンスが作成される際には﻿、その詳細を確認し﻿、
ライセンスフ﻿ァイルのダウンロ﻿ードをクリ﻿ックします﻿。ライセンスフ﻿ァイル
は﻿、コンピ﻿ュ﻿ータおよびバ﻿ックア﻿ップ先（﻿外付け記憶装置など﻿）に保存して
ください ﻿。
ライセンスフ﻿ァイルの再生成﻿、新しい認証コ﻿ードの追加﻿、またはシステムに
応じたライセンスの追加設定を行うために Agilent SubscribeNet サイトに再
度アクセスする際は﻿、ログイン ID とパスワ﻿ードを使用してください﻿。

ソフトウ﻿ェアア﻿ップデ﻿ートの確認
SubscribeNet に認証コ﻿ードを登録したら﻿、製品に対してリリ﻿ースされたソフト
ウ﻿ェアア﻿ップデ﻿ートがないか確認してください﻿。ア﻿ップデ﻿ートが利用できる場
合﻿、ReadMe フ﻿ァイルを開いて指示に従﻿ってください﻿。

ag-textnode-version-id: 3605113611ag-textnode-base-id: 3605113611

ライセンスを取得する他の方法

ライセンスを作成できない場合は﻿、最寄りの Agilent テクニカルサポ﻿ートオ
フ﻿ィスに連絡してください﻿。担当者が﻿、お客様の地域での OpenLab ライセンス
作成フ﻿ォ﻿ームの提出方法を案内します﻿。

オフラインライセンス
ラボでインタ﻿ーネ﻿ットを利用できない場合﻿：
お客様自身またはロ﻿ーカルオンサイトサ﻿ービスエンジニアが必要な情報を収集
し﻿、Agilent がお客様のためにライセンスアカウントを作成できるようになりま
す﻿。お住まいの地域での電話サポ﻿ートについては﻿、販売店またはサ﻿ービスセン
タ﻿ーにご連絡ください﻿。連絡先情報については﻿、付録を参照してください﻿。
Agilent ライセンスサポ ﻿ートのご利用に必要な顧客情報
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お客様に代わ﻿ってライセンスアカウントを作成できるよう﻿、以下の必須情報を
Agilent に提供してください﻿。

1 アカウント情報の収集﻿：
アカウント名は﻿、会社名とラボ名をコンマで区切﻿ったものです﻿。ここで提供
された従業員情報は﻿、将来のシステムアクセスに必要な最初のアカウント管
理者を設定するために使用されます﻿。サ﻿ービスを迅速に提供するため﻿、以下
の情報をあらかじめ準備のうえ﻿、お近くの Agilent 販売店またはサ﻿ービスセ
ンタ﻿ーにご連絡ください﻿。
• 会社名
• ラボラトリ﻿ー/部門名
• 名
• 姓
• 電子メ﻿ールアドレス
• 役職名
• 電話番号
• 国名﻿、郵便番号﻿、都道府県名﻿、市町村名を含めた住所

2 認証コ﻿ードの収集﻿：
認証コ﻿ードは﻿、薄紫色の封筒に入﻿ったラベルで提供される英数字のコ﻿ードで
す﻿。複数のコ﻿ードを受領した場合﻿、すべての注文したライセンスがユ﻿ーザ﻿ー
のアカウントに必ず付与されるように﻿、すべてのコ﻿ードを提供してくださ
い﻿。

3 ライセンスを受け取る
上記の情報をご提供いただいた後﻿、Agilent ではお客様の代理で
SubscribeNet 経由でライセンスを作成します﻿。ライセンスフ﻿ァイルは﻿、発
送先住所に（﻿CD で﻿）送付されるか﻿、または現地の FSE が直接（﻿通常 USB
メモリで ﻿）お届けします﻿。ライセンスを受け取﻿ったら﻿、以下の「﻿ライセンス
のインスト﻿ール﻿」セクシ﻿ョンに従﻿って﻿、システムへのライセンスインスト﻿ー
ルを完了してください﻿。

ag-textnode-version-id: 18014401485417739ag-textnode-base-id: 2975935755

ライセンスのインスト﻿ール

ライセンスはコントロ﻿ールパネルを使用してシステムに追加する必要がありま
す﻿。
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権限 • システム管理 > システムコンポ﻿ーネントの管理

1 ライセンスをインスト﻿ールしたいシステムに接続されているマシンから﻿、コ
ントロ﻿ールパネルを起動します﻿。

2 管理 > ライセンスに移動します﻿。

3 SubscribeNet ライセンスの管理を選択します﻿。

4 リボンで ﻿、ライセンスの追加  をクリ﻿ックします﻿。

5 ライセンスのインスト﻿ール方法を﻿、以下から選択してください﻿。
• ライセンス生成時に﻿、SubscribeNet で保存したライセンスフ﻿ァイル

（﻿﻿.lic﻿）をライセンスフ﻿ァイルオプシ﻿ョンで開きます﻿。
• ライセンステキストオプシ﻿ョンを選択し﻿、受信したテキストフ﻿ァイルか

らライセンステキストをコピ﻿ーして﻿、ライセンス入力フ﻿ィ﻿ールドに貼り
付けます﻿。

6 OK をクリ﻿ックします﻿。
コントロ ﻿ールパネルの管理インタ﻿ーフ﻿ェイスに﻿、インスト﻿ールライセンスの
ステ﻿ータスが表示されます﻿。

注記 ライセンスを有効にするために﻿、再起動してください﻿。
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ag-textnode-version-id: 27021600738956555ag-textnode-base-id: 2974733579
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ag-textnode-version-id: 9007202932411915ag-textnode-base-id: 3677670923

OpenLab Control Panel

すべてのコンフ﻿ィグレ﻿ーシ﻿ョンタスクは OpenLab Control Panel で実行しま
す﻿。詳細については﻿、『OpenLab Help & Learning』 のコントロ﻿ールパネルセ
クシ﻿ョンを参照してください﻿。

https://openlab.help.agilent.com/
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ag-textnode-version-id: 18014401485473675ag-textnode-base-id: 2975991691

認証の設定

OpenLab CDS では﻿、以下の認証プロバイダ﻿ーをサポ﻿ートしています﻿。
• 内部

内部モ﻿ードでは﻿、ユ﻿ーザ﻿ーの資格情報が OpenLab CDS システムに保存され
ます﻿。その他のユ﻿ーザ﻿ーをセ﻿ットア﻿ップする前に﻿、OpenLab CDS の管理者
アカウントを作成するよう促されます﻿。システムに新規ユ﻿ーザ﻿ーを作成でき
るのは内部モ﻿ードのみです﻿。その他のモ﻿ードでは﻿、別のシステムに存在する
ユ﻿ーザ﻿ーへのマ﻿ッピングのみを行えます﻿。

• Windows ドメイン
既存の Windows ユ﻿ーザ﻿ーを OpenLab CDS システムにインポ﻿ートします﻿。
この認証は﻿、Windows Active Directory ドメイン﻿、または Enterprise 内の NT
4﻿.0 ドメインで行われます﻿。OpenLab CDS は﻿、割り当てたユ﻿ーザ﻿ーの ID お
よびパスワ﻿ードのみを使用します﻿。OpenLab CDS のロ﻿ールと権限はコント
ロ﻿ールパネルで設定します﻿。

クライアントまたは AIC のインスト﻿ール前に﻿、OpenLab Server には認証設定が
行われています﻿。内部認証で﻿、認証に問題がない場合は﻿、何もする必要はあり
ません﻿。

1 コントロ ﻿ールパネルを起動します﻿。内部管理者の資格情報でログインしま
す﻿。

2 管理に移動します﻿。

3 ナビゲ﻿ーシ﻿ョンウ﻿ィンドウのシステムコンフ﻿ィグレ﻿ーシ﻿ョンを選択します﻿。

4 リボン内のシステム設定の編集  をクリ﻿ックします﻿。

5 認証プロバイダ﻿ーのドロ﻿ップダウンリストから Windows ドメイン を選択
し﻿、次へをクリ﻿ックします﻿。

注記 ストレ﻿ージタイプは変更しないでください﻿。
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6 ［﻿ドメインユ﻿ーザ﻿ーを使用して﻿.﻿.﻿.﻿］チ﻿ェ﻿ックボ﻿ックスをオンにし﻿、ユ﻿ーザ﻿ー
とグル﻿ープの情報を取得する権限を持つユ﻿ーザ﻿ー資格情報を入力します﻿。
アカウントの選択をクリ﻿ックしてユ﻿ーザ﻿ーの検索ダイアログを開き﻿、管理者
アカウントを選択します﻿。

7 設定を確認します﻿。完了すると﻿、コントロ﻿ールパネルが再起動します﻿。
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ag-textnode-version-id: 9007202230132619ag-textnode-base-id: 2975391627

セキ﻿ュリテ﻿ィポリシ ﻿ーの設定

特定の基準（﻿21 CFR Part 11 など﻿）に準拠する必要がある場合﻿、必要に応じて
セキ﻿ュリテ﻿ィポリシ﻿ーを調整してください﻿。
認証プロバイダ﻿ーが内部である場合﻿、すべてのパラメ﻿ータをコントロ﻿ールパネ
ルで設定できます﻿。
外部の認証プロバイダ﻿ー（﻿Windows ドメイン﻿）を使用すると﻿、アプリケ﻿ーシ﻿ョ
ンをロ﻿ックするまでの時間の設定やシングルサインオンの有効化を設定できま
す﻿。その他のパラメ﻿ータはすべて外部システムによ﻿って定義されます﻿。

1 コントロ ﻿ールパネルを起動し﻿、管理へ移動します﻿。

2 ナビゲ﻿ーシ﻿ョンウ﻿ィンドウの セキ﻿ュリテ﻿ィポリシ﻿ー を選択します﻿。

3 リボン内の セキ﻿ュリテ﻿ィポリシ﻿ーの編集をクリ﻿ックします﻿。

4 必要に応じてパラメ﻿ータを設定し﻿、変更を確認します﻿。
コントロ ﻿ールパネルを再起動して変更を適用します﻿。

注記 21 CFR Part 11 の要件を満たすには﻿、パスワ﻿ード有効期間 を 180 日以下に設定
してください﻿。その他のデフ﻿ォルト値は21 CFR Part 11 に準拠していますの
で﻿、変更しないでください﻿。
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ag-textnode-version-id: 27021600806048011ag-textnode-base-id: 3041825035

ユ﻿ーザ﻿ーおよびロ﻿ールの設定

ユ﻿ーザ﻿ーが表示や実行できる内容を定義するために﻿、OpenLab CDS では定義済
みのロ﻿ールを提供しており﻿、ユ﻿ーザ﻿ーに特定のロ﻿ールを定義することができま
す﻿。
各ロ﻿ールには﻿、多くの特定の権限が定義されています﻿。そのためカスタマイズ
ロ﻿ールを設定するときは﻿、上位ロ﻿ールから権限を削除するよりも﻿、下位ロ﻿ール
（﻿権限が少ない﻿）に特定の必要な権限を追加することをお勧めします﻿。
１人のユ﻿ーザ﻿ーが複数グル﻿ープのメンバ﻿ーである場合もあります﻿。各グル﻿ープ
に対して 1 つ以上の特定のロ﻿ールを割り当てる必要があります﻿。１人のユ﻿ー
ザ﻿ーに対してロ﻿ールを割り当てることもできますが﻿、簡素化のためロ﻿ールの割
り当てはグル﻿ープレベルで行うことを推奨します﻿。グル﻿ープのすべてのメン
バ﻿ーには﻿、そのグル﻿ープのすべてのロ﻿ールが自動的に割り当てられます﻿。

1 コントロ ﻿ールパネルを起動し﻿、管理へ移動します﻿。

2 ナビゲ﻿ーシ﻿ョンウ﻿ィンドウの ユ﻿ーザ﻿ー﻿、グル﻿ープ﻿、または ロ﻿ールを選択し
ます﻿。

3 新規項目を作成するか﻿、既存の項目を編集します﻿。

ag-textnode-version-id: 9007202230153995ag-textnode-base-id: 2975413003

ユ﻿ーザ﻿ーの作成またはインポ﻿ート

内部認証を使用する場合﻿、コントロ﻿ールパネルで必要なユ﻿ーザ﻿ーを作成しま
す﻿。外部認証システムとして Windows ドメインを使用する場合は﻿、Windows
ドメインユ﻿ーザ﻿ーをインポ﻿ートします﻿。

ユ﻿ーザ﻿ーの追加（﻿内部認証のみ ﻿）

1 ナビゲ﻿ーシ﻿ョンウ﻿ィンドウから管理 > ユ﻿ーザ﻿ーをクリ﻿ックします﻿。

2 リボン内のユ﻿ーザ﻿ーの作成をクリ﻿ックします﻿。

3 ユ﻿ーザ﻿ーの作成ダイアログで﻿、関連するパラメ﻿ータを入力します﻿。
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• 新規ユ﻿ーザ﻿ーの名前とパスワ﻿ードを入力します﻿。
• デフ﻿ォルトでは﻿、新規ユ﻿ーザ﻿ーは次回ログイン時にパスワ﻿ードを変更す

る必要があります﻿。パスワ﻿ードを変更する必要がない場合は﻿、
ユ﻿ーザ﻿ーは次回ログイン時にパスワ﻿ードの変更が必要チ﻿ェ﻿ックボ﻿ックスを
オフにします﻿。

• ロ﻿ールメンバ﻿ーシ﻿ップタブで﻿、ユ﻿ーザ﻿ーを適切なロ﻿ールに割り当てま
す﻿。デフ﻿ォルトロ﻿ールを使用するか﻿、コントロ﻿ールパネルの管理 >
ロ﻿ールで独自のロ﻿ールを作成できます﻿。

4 OK をクリ﻿ックします﻿。

ユ﻿ーザ﻿ーのインポ﻿ート（﻿Windows ドメイン認証のみ﻿）
システムにユ﻿ーザ﻿ーを追加するには﻿、ユ﻿ーザ﻿ーとグル﻿ープ情報をドメインから
取得する権限を持﻿っている必要があります﻿。

1 ナビゲ﻿ーシ﻿ョンウ﻿ィンドウから管理 > ユ﻿ーザ﻿ーをクリ﻿ックします﻿。

2 リボン内のユ﻿ーザ﻿ーのインポ﻿ートをクリ﻿ックします﻿。

3 ユ﻿ーザ﻿ーの検索ダイアログボ﻿ックスに﻿、Windows ドメインユ﻿ーザ﻿ー名の検
索文字列を入力します﻿。

4 検索結果リストから﻿、インポ﻿ートするユ﻿ーザ﻿ーを選択し﻿、追加をクリ﻿ックし
ます﻿。選択したユ﻿ーザ﻿ーがユ﻿ーザ﻿ーの選択リストに追加されます﻿。

5 ステ﻿ップ 2 から 4 を繰り返して﻿、インポ﻿ートするすべてのユ﻿ーザ﻿ー名を
ユ﻿ーザ﻿ーの選択リストに追加し﻿、 OK をクリ﻿ックします﻿。

ag-textnode-version-id: 54043198503845003ag-textnode-base-id: 2975399051

グル﻿ープ

外部認証プロバイダ﻿ーを利用する場合﻿、外部システムの既存グル﻿ープをイン
ポ﻿ートするか﻿、新しく内部グル﻿ープを作成することができます﻿。マ﻿ッピングお
よび作成できるグル﻿ープの数に制限はありません﻿。
外部システムまたはコントロ﻿ールパネルのグル﻿ープにユ﻿ーザ﻿ーを割り当てま
す﻿。OpenLab CDS にのみ関係のある追加のユ﻿ーザ﻿ー割り当てが必要な場合に
は﻿、コントロ﻿ールパネルでユ﻿ーザ﻿ーを作成します﻿。ユ﻿ーザ﻿ー割り当てが必要で
ない場合は﻿、グル﻿ープをインポ﻿ートして﻿、そのグル﻿ープに必要なロ﻿ールを割り
当てるだけで十分です﻿。
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グル﻿ープの削除または割り当てを解除する場合﻿、そのグル﻿ープのメンバ﻿ーであ
るユ﻿ーザ﻿ーに対する変更は行われません﻿。

ag-textnode-version-id: 2975408523ag-textnode-base-id: 2975408523

ロ﻿ールと権限

ロ﻿ールは権限をユ﻿ーザ﻿ーまたはユ﻿ーザ﻿ーグル﻿ープに割り当てるために使用さ
れ﻿、全体的にまたは特定の機器やプロジ﻿ェクト﻿、プロジ﻿ェクトグル﻿ープまたは
ロケ﻿ーシ﻿ョンごとに割り当てることが可能です﻿。システムには定義済みロ﻿ール
のリストが﻿、システムインスタレ﻿ーシ﻿ョンの一部としてインスト﻿ールされてい
ます（﻿たとえば﻿、機器管理者﻿、機器ユ﻿ーザ﻿ー﻿、またはすべて﻿）﻿。各ロ﻿ールに
は﻿、固有の権限が割り当てられています﻿。
権限は﻿、主要な３つのロ﻿ールタイプ（﻿プロジ﻿ェクトロ﻿ール﻿、機器ロ﻿ール﻿、管理
ロ﻿ール﻿）に従﻿ってグル﻿ープ化されています﻿。権限をロ﻿ールに割り当てる場合﻿、
まず必要なロ﻿ールタイプを選択してからそのロ﻿ールタイプに関連する権限を選
択します﻿。各ロ﻿ールは﻿、特定のロ﻿ールタイプ１つに対応する権限のみを有しま
す﻿。例外として﻿、定義済みロ﻿ールのすべてだけは﻿、すべてのロ﻿ールタイプのす
べての権限を有します﻿。ユ﻿ーザ﻿ーまたはグル﻿ープがシステム機能を実行するた
めには﻿、複数のロ﻿ールが必要な場合があります﻿。例えば﻿、化学者というロ﻿ール
を持つユ﻿ーザ﻿ーには﻿、機器を実行する権限を持つ機器ユ ﻿ーザ ﻿ーとい﻿った別の
ロ﻿ールが必要な場合があります﻿。
コントロ﻿ールパネル内にさまざまなロケ﻿ーシ﻿ョンから成るツリ﻿ーを作成し﻿、関
連するロケ﻿ーシ﻿ョンに機器を追加することが可能です﻿。それぞれの機器や機器
グル﻿ープに﻿、異な﻿った機器ロ﻿ールを割り当てることができます（﻿個別機器また
はプロジ﻿ェクトに関する特定のロ﻿ール 77ページ  も参照してください﻿）﻿。たと
えば﻿、ユ﻿ーザ﻿ーが１つの機器で機器管理者ロ﻿ールを持ち﻿、別の機器で
機器ユ﻿ーザ﻿ーロ﻿ールを持﻿っている場合があります﻿。
コントロ﻿ールパネルでさまざまなプロジ﻿ェクトまたはプロジ﻿ェクトグル﻿ープか
ら成るツリ﻿ーを作成し﻿、さまざまなプロジ﻿ェクトにさまざまなプロジ﻿ェクト
ロ﻿ールを割り当てることもできます（﻿個別機器またはプロジ﻿ェクトに関する特
定のロ﻿ール 77ページ  も参照してください﻿）﻿。たとえば﻿、ユ﻿ーザ﻿ーがプロジ﻿ェ
クトでプロジ﻿ェクト管理者のロ﻿ールを持つと﻿、コントロ﻿ールパネルで設定を管
理することができます﻿。もう 1 つのプロジ﻿ェクトでは﻿、このユ﻿ーザ﻿ーはプロ
ジ﻿ェクトの内容を編集することはできても﻿、プロジ﻿ェクトの設定を変更するこ
とはできないロ﻿ールにな﻿っている場合があります﻿。
権限の詳細については﻿、「﻿付録﻿」を参照してください﻿。
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表 5: ロ﻿ールタイプの説明

ロ﻿ールタイプ 説明

管理者権限 これらの権限はユ﻿ーザ﻿ーまたはグル﻿ープに対して全体的に割り当てら
れ﻿、機器﻿、ロケ﻿ーシ﻿ョンレベルで変更することはできません﻿。代表的
な管理権限に﻿、バ﻿ックア﻿ップとリストア﻿、セキ﻿ュリテ﻿ィの管理﻿、
プリンタの管理などがあります﻿。

機器権限 これらの権限は﻿、全体的に﻿、または機器﻿、ロケ﻿ーシ﻿ョンレベルで割り
当てることが可能です﻿。機器に関する権限には﻿、
機器またはロケ﻿ーシ﻿ョンの表示や機器の実行などがあります﻿。
コントロ﻿ールパネルのロケ﻿ーシ﻿ョンと機器ツリ﻿ーを閲覧するには ﻿、全
体のレベルで機器またはロケ﻿ーシ﻿ョンの表示の権限が必要となりま
す﻿。

プロジ﻿ェクト権限 さまざまなレベルのデ﻿ータへのアクセスまたはその変更を行うための
権限﻿。これらの権限はグロ﻿ーバルに﻿、またはプロジ﻿ェクトあるいはプ
ロジ﻿ェクトグル﻿ープレベルで割り当てることが可能です﻿。

ag-textnode-version-id: 9007202230157707ag-textnode-base-id: 2975416715

ロ﻿ールにユ﻿ーザ﻿ーまたはグル﻿ープを追加

1 ナビゲ﻿ーシ﻿ョンウ﻿ィンドウから﻿、管理 > ロ﻿ールをクリ﻿ックします﻿。

2 ロ﻿ールウ﻿ィンドウで﻿、ユ﻿ーザ﻿ーまたはグル﻿ープに割り当てるロ﻿ールを選択し
ます﻿。

3 リボン内のロ﻿ールの編集をクリ﻿ックします﻿。

4 ロ﻿ールの編集ダイアログボ﻿ックスで﻿、メンバ﻿ータブをクリ﻿ックします﻿。

5 ユ﻿ーザ﻿ーまたはグル﻿ープの追加をクリ﻿ックします﻿。

6 ユ﻿ーザ﻿ーおよびグル﻿ープの検索ダイアログボ﻿ックスで﻿、ユ﻿ーザ﻿ーまたはグ
ル﻿ープ名を入力するか﻿、検索をクリ﻿ックして検索条件を満たすすべてのユ﻿ー
ザ﻿ーとグル﻿ープのリストを表示します﻿。

7 検索結果でユ﻿ーザ﻿ーまたはグル﻿ープを選択し﻿、追加をクリ﻿ックします﻿。

8 OK をクリ﻿ックします﻿。
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ag-textnode-version-id: 2975403531ag-textnode-base-id: 2975403531

個別機器またはプロジ﻿ェクトに関する特定のロ﻿ール

デフ﻿ォルトでは﻿、ユ﻿ーザ﻿ーまたはグル﻿ープのロ﻿ールは﻿、すべてのロケ﻿ーシ﻿ョ
ン﻿、機器﻿、プロジ﻿ェクトグル﻿ープまたはプロジ﻿ェクトで全般的に設定されま
す﻿。ロ﻿ールの設定はそれぞれ﻿、ル﻿ートノ﻿ードの機器またはプロジ﻿ェクトから継
承されます﻿。特定のプロジ﻿ェクトでユ﻿ーザ﻿ーまたはグル﻿ープに異なるロ﻿ールを
割り当てるには﻿：
1. 該当するプロジ﻿ェクトを選択します﻿。
2. リボン内の権限の編集をクリ﻿ックします﻿。
3. 権限の編集ダイアログで﻿、親からの権限の継承チ﻿ェ﻿ックボ﻿ックスをオフにし

ます﻿。
その後﻿、特定のノ﻿ードについてのみ有効となる異なるロ﻿ールを割り当てること
が可能になります﻿。
個﻿々のロケ﻿ーシ﻿ョンまたは機器で機器のロ﻿ールを割り当ることができます﻿。
プロジ﻿ェクトを使用すると﻿、プロジ﻿ェクトロ﻿ールを個﻿々のプロジ﻿ェクトグル﻿ー
プまたはプロジ﻿ェクトに割り当てることができます﻿。
管理ロ﻿ールは﻿、常に全般で設定されます﻿。
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ag-textnode-version-id: 27021600740028043ag-textnode-base-id: 2975805067

初期プロジ﻿ェクトの設定

1 コントロ ﻿ールパネルを起動し﻿、プロジ﻿ェクトへ移動します﻿。

2 リボン内の作成をクリ﻿ックして﻿、新しいプロジ﻿ェクトを作成します﻿。

3 プロジ﻿ェクトの名前﻿、フ﻿ォルダ﻿ーパス﻿、説明﻿、およびアプリケ﻿ーシ﻿ョンを設
定します ﻿。アプリケ﻿ーシ﻿ョンのオプシ﻿ョンはシステムにより異なります﻿。
MassHunter をインスト﻿ールすると﻿、OpenLab CDS と MassHunter が選べる
ようになります﻿。CDS の LC/(﻿Q-﻿)TOF のデ﻿ータを取り込み﻿、MassHunter
Qualitative Analysis 14 や MassHunter BioConfirm 14 で分析するには﻿、
OpenLab CDS を選択します﻿。

4 CDS 設定タブで﻿、
• 必要なフ﻿ァイルロケ﻿ーシ﻿ョンを入力します﻿。
• そのプロジ﻿ェクトに対して必要な監査証跡設定を行います﻿。

詳細については﻿、「﻿OpenLab Help & Learning﻿」の「﻿コントロ﻿ールパネル﻿」セク
シ﻿ョンを参照してください﻿。
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ag-textnode-version-id: 9007202230125195ag-textnode-base-id: 2975384203

初期機器のコンフ﻿ィグレ ﻿ーシ﻿ョン

1 コントロ ﻿ールパネルを起動し﻿、機器へ移動します﻿。

2 リボンから作成をクリ﻿ックし﻿、新しい機器を作成します﻿。

3 機器を選択し﻿、リボンから機器のコンフ﻿ィグレ﻿ーシ﻿ョンをクリ﻿ックします﻿。

4 自動コンフ﻿ィグレ﻿ーシ﻿ョン（﻿利用可能な場合﻿）を使用して機器をコンフ﻿ィグ
レ﻿ーシ﻿ョンすることを推奨します﻿。自動コンフ﻿ィグレ﻿ーシ﻿ョンをクリ﻿ックし
て﻿、機器の IP アドレスまたはホスト名を入力します﻿。

詳細については﻿、「﻿OpenLab Help & Learning﻿」の「﻿コントロ﻿ールパネル﻿」セク
シ﻿ョンを参照してください﻿。
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ag-textnode-version-id: 2975379211ag-textnode-base-id: 2975379211

コントロ﻿ールパネルのその他の設定

コントロ﻿ールパネルのその他の設定として次のことが行えます﻿。
• 機器ステ ﻿ータスのレポ﻿ート頻度の変更
• プロジ﻿ェクトの監査証跡設定の変更
• プロジ﻿ェクトの署名レベルの編集
詳細については﻿、「﻿OpenLab Help & Learning﻿」の「﻿コントロ﻿ールパネル﻿」セク
シ﻿ョンを参照してください﻿。
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ag-textnode-version-id: 27021600738881291ag-textnode-base-id: 2974658315
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ag-textnode-version-id: 27021600738886155ag-textnode-base-id: 2974663179

ソフトウ﻿ェアア﻿ーキテクチ﻿ャ

OpenLab CDS は﻿、分析ワ﻿ークフロ﻿ー用のデ﻿ータシステムソリ﻿ュ﻿ーシ﻿ョンです﻿。
GC および GC/MS（﻿シングル四重極﻿）に加え﻿、LC﻿、LC/MS（﻿シングル四重
極﻿）﻿、LC/MS TOF および LC/MS Q-TOF を含めたさまざまな機器を制御するこ
とができます﻿。集中型システム管理によ﻿ってクロマトグラフ﻿ィとシングル四重
極質量分析を拡張可能なひとつのソリ﻿ュ﻿ーシ﻿ョンに統合します﻿。これにより﻿、
ラボのワ﻿ークフロ﻿ーを合理化して﻿、生産性を最大限に高めることができます﻿。
Agilent OpenLab CDS ソフトウ﻿ェアは Agilent オンラインアカウントからダウン
ロ﻿ードできます﻿。次のものが含まれます﻿。
• 測定
• デ﻿ータ解析 および レポ﻿ート
• Shared Services
• Secure Storage
• Custom Calculation Editor
• Help & Learning プラ﻿ットフ﻿ォ﻿ーム
• ユ﻿ーザ﻿ーマニ﻿ュアル
• Agilent LC﻿、GC﻿、LC/MS﻿、GC/MS﻿、A/D 用の機器ドライバ﻿ーソフトウ﻿ェア
• Agilent 以外の機器ドライバ﻿ー用の機器ドライバ﻿ーソフトウ﻿ェア
• Virtual Instruments の機器ドライバ﻿ーソフトウ﻿ェア (﻿Data Player﻿)
• Agilent Parts Finder
• サ﻿ードパ ﻿ーテ﻿ィ製ツ﻿ール
クライアント/サ ﻿ーバ ﻿ーシステムでは﻿、コンテンツ管理コンポ﻿ーネントと
Shared Services は専用サ﻿ーバ﻿ーにインスト﻿ールされます﻿。システムは分析機器
コントロ﻿ーラ（﻿AIC﻿）ごとに最大 6 台の機器接続をサポ﻿ートします﻿。
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クライアント サーバー

ウェブ/リポジトリ
データベース
インデックス
ファイルストレージ

AIC

図 2: クライアント/サ﻿ーバ﻿ーシステム﻿、1 台のサ﻿ーバ﻿ーシステム
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ag-textnode-version-id: 9007202229408267ag-textnode-base-id: 2974667275

クライアント/サ﻿ーバ﻿ーシステムで使用するコンポ﻿ーネ
ント

AIC クライアント

サーバー

Framework

ローカルアップ
ロードバッファー

データ解析
クライアント

測定
クライアント

コントロール
パネル

Framework

ローカルアップ
ロードバッファー

データ解析
クライアント

測定
クライアント

コントロール
パネル

Framework

ローカルアップ
ロードバッファー機器サーバー

機器 1 ～ 6 台

図 3: クライアント/サ﻿ーバ﻿ーシステムのコンポ﻿ーネント

測定クライアント コンフ﻿ィグレ﻿ーシ﻿ョンされた機器で生デ﻿ータを
取り込みます﻿。

デ﻿ータ解析クライアント 取り込んだデ﻿ータを解析します﻿。

機器サ﻿ーバ﻿ー コンフ﻿ィグレ﻿ーシ﻿ョンされたすべての機器への
接続を制御します﻿。

コントロ﻿ールパネル Shared Services コントロ﻿ール機能にアクセスす
るためのユ﻿ーザ﻿ーインタ﻿ーフ﻿ェイスです﻿。

Framework 再利用可能な OpenLab CDS サ﻿ービス﻿、コン
ポ﻿ーネント﻿、およびツ﻿ールです﻿。

Secure Storage コンテンツ管理コンポ﻿ーネントで﻿、デ﻿ータベ﻿ー
スおよび Content Browser を提供しています﻿。
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ag-textnode-version-id: 45035999248988427ag-textnode-base-id: 2975283467

インスト﻿ールされるコンポ﻿ーネント

以下の Agilent のコンポ﻿ーネントは﻿、OpenLab CDS システムと一緒にインス
ト﻿ールされます﻿。インスト﻿ールされるコンポ﻿ーネントは﻿、インスト﻿ールのタイ
プ（﻿ワ﻿ークステ﻿ーシ﻿ョン﻿、クライアント﻿、AIC﻿、またはサ﻿ーバ﻿ー﻿）によ﻿って異
なります﻿。
• OpenLab Backup Utility と OpenLab Restore Utility

OpenLab システムのバ﻿ックア﻿ップおよびリストア操作用のツ﻿ールセ﻿ット﻿。
• OpenLab CDS

コアアプリケ﻿ーシ﻿ョン﻿。
• OpenLab CDS 機器ドライバ﻿ー

詳細は﻿、ドライバ ﻿ーソフトウ ﻿ェアのインスト ﻿ールまたはア ﻿ップグレ ﻿ードを
参照してください﻿。

• OpenLab CDS eMethod ツ﻿ール
eMethods をインポ﻿ートできます﻿。

• OpenLab Certificate Service と OpenLab Certificate Service Tool
民間の証明書が利用できない場合に﻿、ネ﻿ットワ﻿ークトラフ﻿ィ﻿ックを保護する
ためのソリ﻿ュ﻿ーシ﻿ョン﻿。ワ﻿ークステ﻿ーシ﻿ョンでは使用しません﻿。

• OpenLab CopyTo Server および OpenLab CopyTo Client
出力先フ ﻿ォルダ﻿ーを管理します﻿。

• OpenLab Data Collection Service と OpenLab Data Collection Agent
分散システムでシステムおよびトポロジ﻿ー関連の情報を収集します﻿。

• OpenLab Data Repository
システムアクテ﻿ィビテ﻿ィログおよびその他のソフトウ﻿ェアコンポ﻿ーネントに
より﻿、診断およびトポロジ﻿ー関連の情報を保存するために使用されるスト
レ﻿ージインフラストラクチ﻿ャ﻿。

• OpenLab Reverse Proxy
OpenLab コンポ﻿ーネントへセキ﻿ュリテ﻿ィで保護された通信を提供します﻿。

• Openlab SDMS と Secure Storage
コンテンツ管理に関連した複数のコンポ﻿ーネント﻿。

• OpenLab Storage Client Services
• OpenLab Shared Services

システムコンフ﻿ィグレ﻿ーシ﻿ョン﻿、セキ﻿ュリテ﻿ィ﻿、アプリケ﻿ーシ﻿ョン設定﻿、ラ
イセンス ﻿、および通知機能を提供するサ﻿ービスおよびツ﻿ールのセ﻿ット﻿。
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• Software Verification Tool
使用するシステムが正しく構築およびインスト﻿ールされ﻿、設計仕様通りに
な﻿っていることを示す文書が提供されます﻿。

• Test Services
以前は QualA でした﻿。デ﻿ータリポジトリと通信します﻿。
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ag-textnode-version-id: 27021600738474507ag-textnode-base-id: 2974251531

21 CFR Part 11 のコンプライアンス

電子記録とコンピ﻿ュ﻿ータ制御システムに関する FDA の規定およびガイドライン
を満たすには﻿、安全なデ﻿ータ処理の基本について理解することが重要です﻿。
• デ ﻿ータセキ ﻿ュリテ ﻿ィ ﻿ :システムへのアクセスを制限し﻿、無許可アクセスを防

止することで﻿、デ﻿ータを物理的に保護します﻿。
• デ ﻿ータ整合性 ﻿ :生デ﻿ータおよびメタデ﻿ータを保護して無許可修正を防止し﻿、

生デ﻿ータと結果をリンクさせて元の結果をいつでも再生します（﻿規制下の場
合﻿、新しい結果のコピ﻿ーをそれぞれ書面化する場合など﻿）﻿。

• 監査証跡 ﻿ :結果に対して誰がいつ何を行﻿ったかを文書化し﻿、元の生デ﻿ータに
新しい再解析バ﻿ージ﻿ョンを追加したユ﻿ーザ﻿ーを追跡します﻿。

ag-textnode-version-id: 9007202230036619ag-textnode-base-id: 2975295627

デ﻿ータセキ﻿ュリテ﻿ィ

セキ﻿ュリテ﻿ィ関連の Shared Services 機能には以下が含まれます（﻿詳しくはコ
ントロ﻿ールパネル 92ページ  を参照してください﻿）﻿。
• システムアクテ﻿ィビテ﻿ィログ
• 認証プロバイダ﻿ーの選択
• ユ﻿ーザ﻿ー ﻿、グル﻿ープ﻿、ロ﻿ール﻿、および権限の管理
• セキ﻿ュリテ﻿ィポリシ﻿ー

ag-textnode-version-id: 27021600739522315ag-textnode-base-id: 2975299339

デ﻿ータの整合性

OpenLab CDS は﻿、21 CFR Part 11 に準拠する方法でデ﻿ータを保存します﻿。これ
により﻿、アクセスコントロ﻿ールおよび監査証跡機能のある安全なデ﻿ータ保存を
提供します﻿。デ﻿ータフ﻿ァイルは﻿、デ﻿ータの整合性とトレ﻿ーサビリテ﻿ィを確保す
るためにバ﻿ージ﻿ョン化されています﻿。また﻿、OpenLab CDS では電子署名を利用
してデ﻿ータにサインオフすることが可能です﻿。
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ag-textnode-version-id: 2975303819ag-textnode-base-id: 2975303819

監査証跡

監査証跡には次のタイプがあります﻿。
• シ ﻿ーケンスの監査証跡は﻿、デ﻿ータの測定時にシ﻿ーケンスに対して行われた

変更の記録です﻿。
• メソ ﻿ッドの監査証跡は﻿、サンプルプレ﻿ップメソ﻿ッド﻿、測定メソ﻿ッド﻿、また

は解析メソ﻿ッドに加えられた変更の詳細リストを提供します﻿。
• 注入デ ﻿ータの監査証跡は﻿、分析中およびデ﻿ータ解析のすべての変更を一覧

表示したシングル注入の記録です﻿。
• 結果セ ﻿ットの監査証跡は﻿、シ﻿ーケンス/結果セ﻿ットに含まれるすべての注入

デ﻿ータの監査証跡のス﻿ーパ﻿ーセ﻿ット（﻿上位集合﻿）です﻿。
監査証跡の具体的な動作は﻿、コントロ﻿ールパネルでのプロジ﻿ェクト設定によ﻿っ
て変わります﻿。
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ag-textnode-version-id: 36028799993435019ag-textnode-base-id: 2974471051

カスタマイズ

OpenLab CDS は﻿、さまざまなワ﻿ークフロ﻿ーやアプリケ﻿ーシ﻿ョンをサポ﻿ートする
ようにカスタマイズできます﻿。カスタマイズ機能はさまざまな方法で利用でき
ます﻿。
ツ﻿ールの使用方法の詳細については﻿、『OpenLab Help and Learning』 を参照
してください﻿。

ag-textnode-version-id: 2975317515ag-textnode-base-id: 2975317515

カスタム計算によるカスタマイズ

デ﻿ータ解析は﻿、追加の値を計算することで機能を強化することができます﻿。
Custom Calculation Editor で計算され﻿、解析メソ﻿ッドから参照されるか﻿、解析
メソ﻿ッドに埋め込まれます﻿。
これらの計算は非常に複雑になることがあります﻿。計算結果はデ﻿ータ解析に直
接表示されるため﻿、レポ﻿ートを作成する必要はありません﻿。
カスタム計算は﻿、結果セ﻿ット単位で処理されます﻿。これらは結果セ﻿ットのすべ
ての注入デ﻿ータを解析する場合のみ計算されます﻿。

ag-textnode-version-id: 2975312523ag-textnode-base-id: 2975312523

レポ﻿ートテンプレ﻿ートによるカスタマイズ

レポ﻿ートテンプレ﻿ートで﻿、メソ﻿ッド固有のカスタム計算結果を呼び出したり﻿、
テンプレ﻿ート固有の追加の計算式を定義したりできます﻿。テンプレ﻿ート固有の
値は﻿、レポ﻿ートプレビ﻿ュ﻿ーまたは最終レポ﻿ートにのみ表示されます﻿。
レポ﻿ートは﻿、注入デ﻿ータレベル﻿、結果セ﻿ットレベル﻿、複数の結果セ﻿ットに対し
て作成されます﻿。レポ﻿ートを使用して﻿、上述のすべてのレベルの結果評価を自
動で行うことができます﻿。
アプリケ﻿ーシ﻿ョンでは石油化学製品や医薬品用の一般的なレポ﻿ートテンプレ﻿ー
トを提供しています﻿。このテンプレ﻿ートはデ﻿ータ解析にインポ﻿ートできます
（﻿「﻿OpenLab Help & Learning﻿」のデフ ﻿ォルトテンプレ ﻿ートのインポ ﻿ートを参
照﻿）﻿。

https://openlab.help.agilent.com/
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ag-textnode-version-id: 18014401484804491ag-textnode-base-id: 2975322507

外部プログラムを起動するようアプリケ﻿ーシ﻿ョンを
カスタマイズ

カスタマイズ機能によ﻿って﻿、OpenLab Data Analysis のデ﻿ータ選択やデ﻿ータ解析
ビ﻿ュ﻿ーにリボングル﻿ープやアイコンを追加できます﻿。
外部プログラムをアイコンから起動し﻿、プロジ﻿ェクトデ﻿ータパスや現在の注入
デ﻿ータのパスをパラメ﻿ータとしてプログラムに引き渡すことが可能です﻿。
カスタマイズは﻿、ドライブ﻿:\​ProgramData\​AgilentTechnologies\
OpenLab DataAnalysis\​ のフ﻿ァイル 
CustomToolsConfiguration﻿.xml を基にユ﻿ーザ﻿ーが作成します﻿。例として
CustomToolsConfiguration﻿.xml フ﻿ァイルがメデ﻿ィアの 
Setup\​Tools\​Support\​UCL\​Customization フ﻿ォルダ﻿ーにあります﻿。
詳細については﻿、OpenLab Help & Learning を参照してください﻿。

ag-textnode-version-id: 18014401484809611ag-textnode-base-id: 2975327627

生デ﻿ータと結果のエクスポ﻿ート

デ﻿ータ解析により﻿、解析メソ﻿ッドの一部としてポスト解析用プラグインを実行
することができます﻿。これらのポスト解析用プラグインでは﻿、シングルランお
よびシ﻿ーケンスランの解析の一部として生デ﻿ータや結果をエクスポ﻿ートするこ
とが可能です﻿。スクリプトは﻿、以下の形式にエクスポ﻿ートできます﻿。
• OpenLab ChemStation エクスポ﻿ート（﻿﻿.D/﻿.ch 形式﻿）
• AIA エクスポ﻿ート（﻿OpenLab CDS の生デ﻿ータとピ﻿ーク結果を AIA

Chromatography Data Standard Specification V1﻿.0 で規定されている netCDF
（﻿Rev﻿. 3﻿.4﻿）形式﻿）

• ASR エクスポ﻿ート（﻿OpenLab CDS の生デ﻿ータを ASR（﻿Analytical Studio
Reviewer﻿）フ﻿ァイル形式﻿）

• OpenLab CDS デ﻿ータエクスポ﻿ート（﻿ACE 用の ﻿.dx フ﻿ァイル﻿）
• CSV エクスポ﻿ート（﻿OpenLab CDS の生デ﻿ータをカンマ区切り ﻿.csv フ﻿ァイル

形式﻿）
Allotrope Data Format（﻿ADF﻿）プラグインなどのその他のプラグインは
SubscribeNet 経由で入手できます﻿。
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ag-textnode-version-id: 9007202229487115ag-textnode-base-id: 2974746123
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ag-textnode-version-id: 18014401483808523ag-textnode-base-id: 2974326539

コントロ﻿ールパネル

コントロ﻿ールパネルを使用すると﻿、セキ﻿ュリテ﻿ィポリシ﻿ー﻿、コンフ﻿ィグレ﻿ー
シ﻿ョンの一元管理﻿、およびラボステ﻿ータスの一覧表示などの Shared Services
コントロ﻿ール機能にアクセスできます﻿。
機能にアクセスするには特定の権限が必要な場合があります﻿。
コントロ﻿ールパネル機能の詳細については﻿、OpenLab Help & Learning を参照し
てください﻿。
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ag-textnode-version-id: 27021600740234763ag-textnode-base-id: 2976011787

その他のメンテナンス手順

Shared Services とセキ﻿ュアストレ ﻿ージ
Shared Services およびセキ﻿ュアストレ﻿ージデ﻿ータベ﻿ースは﻿、OpenLab サ﻿ーバ﻿ー
上で実行されます﻿。
デ﻿ータベ﻿ースメンテナンスの詳細については﻿、『Agilent OpenLab Server およ
び OpenLab ECM XT 管理者ガイド (﻿openlab-server-ecmxt-v2﻿.8-
administration-guide-ja﻿.pdf﻿, D0035354﻿)』を参照してください﻿。

バ﻿ックア﻿ップとリストア
すべての OpenLab Server/ECM XT Server を必ず定期的にバ﻿ックア﻿ップしてくだ
さい﻿。定期的なフルバ﻿ックア﻿ップと﻿、フルバ﻿ックア﻿ップの間に実行する差分
バ﻿ックア﻿ップは﻿、OpenLab Server/ECM XT Server 管理者が作成します﻿。これら
のバ﻿ックア﻿ップは﻿、ハ﻿ードウ﻿ェアまたはソフトウ﻿ェアの不具合が発生したとき
に OpenLab Server/ECM XT Server をリストアする唯一の方法です﻿。
致命的なシステム障害が発生した場合﻿、バ﻿ックア﻿ップはデ﻿ータ損失量を軽減し
ます﻿。バ﻿ックア﻿ップを実施することで﻿、バ﻿ックア﻿ップ時点でコミ﻿ットされた
デ﻿ータをリストアすることができるよう保証されます﻿。ア﻿ップロ﻿ード待ちでま
だコミ﻿ットされていないデ﻿ータや﻿、バ﻿ックア﻿ップを実施した後にシステムに追
加または更新されたデ﻿ータは﻿、バ﻿ックア﻿ップをリストアしても復旧できませ
ん﻿。
バ﻿ックア﻿ップが正しく実施され﻿、リストアに使用できることを確認するには﻿、
必ずリストア手順もテストする必要があります﻿。有効なリストアを実行するに
は﻿、障害復旧プランの作成が必要です﻿。詳細については﻿、『Agilent OpenLab
Server および OpenLab ECM XT 管理者ガイド (﻿openlab-server-ecmxt-v2﻿.8-
administration-guide-ja﻿.pdf﻿, D0035354﻿)』を参照してください﻿。

フ﻿ェイルオ﻿ーバ﻿ーモ﻿ード
OpenLab CDS クライアント/サ﻿ーバ﻿ーシステムの通常操作では﻿、AIC と
OpenLab CDS Server の間の接続は有効にな﻿っています﻿。ユ﻿ーザ﻿ー名﻿、権限﻿、お
よびロ﻿ールが実行され﻿、ユ﻿ーザ﻿ーはすべてのプロジ﻿ェクト﻿、機器﻿、およびデ﻿ー
タに完全な形でアクセスすることが可能となります﻿。AIC と OpenLab Server の
間の接続が切断されると﻿、フ﻿ェイルオ﻿ーバ﻿ーモ﻿ードが作動し﻿、ユ﻿ーザ﻿ーはサン
プルの処理を続行することができます﻿。

https://www.agilent.com/cs/library/usermanuals/public/openlab-server-ecmxt-v2.8-administration-guide-ja.pdf
https://www.agilent.com/cs/library/usermanuals/public/openlab-server-ecmxt-v2.8-administration-guide-ja.pdf
https://www.agilent.com/cs/library/usermanuals/public/openlab-server-ecmxt-v2.8-administration-guide-ja.pdf
https://www.agilent.com/cs/library/usermanuals/public/openlab-server-ecmxt-v2.8-administration-guide-ja.pdf
https://www.agilent.com/cs/library/usermanuals/public/openlab-server-ecmxt-v2.8-administration-guide-ja.pdf
https://www.agilent.com/cs/library/usermanuals/public/openlab-server-ecmxt-v2.8-administration-guide-ja.pdf
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機器をフ﻿ェイルオ﻿ーバ﻿ーモ﻿ードで実行するには﻿、AIC に接続してログインする
必要があります﻿。これは﻿、キ﻿ーボ﻿ード﻿、マウス﻿、およびモニタ﻿ーを AIC に接続
して直接実行するか﻿、Windows リモ﻿ートデスクト﻿ップ接続ユ﻿ーテ﻿ィリテ﻿ィを使
用してリモ﻿ートで実行できます﻿。
フ﻿ェイルオ﻿ーバ﻿ーモ﻿ードの詳細については﻿、『OpenLab CDS 測定フ ﻿ェイル
オ ﻿ーバ ﻿ーユ ﻿ーザ ﻿ーガイド (﻿CDS_v2﻿.8_Failover_ja﻿.pdf﻿, D0028026ja﻿)』を参照し
てください﻿。

既存の v3﻿.0 クライアントまたは AIC を新しいサ ﻿ーバ ﻿ーに移動
これらの手順は﻿、既存の OpenLab CDS v3﻿.0 システム内で﻿、クライアントまた
は AIC を新しいサ﻿ーバ﻿ーに移動する場合に必要です﻿。

前提条件 • バ﻿ッフ﻿ァされているアクテ﻿ィビテ﻿ィログがないことを確認してください﻿。
使用するクライアントまたは AIC で﻿、フ﻿ォルダ﻿ー C﻿:\​ProgramData\​Agilent\
BufferedLogEntries が空であることを確認してください﻿。 

• すべてのフ﻿ァイルのア﻿ップロ﻿ードが完了していることを確認してくださ
い﻿。使用するクライアントまたは AIC で﻿、フ﻿ァイルバ﻿ッフ﻿ァ﻿ーのア﻿ップ
ロ﻿ードキ ﻿ュ﻿ーが空であることを確認してください﻿。

1 スタ﻿ートメニ﻿ュ﻿ーから
メンテナンスユ﻿ーテ﻿ィリテ﻿ィ（﻿Shared Services メンテナンス﻿）を開きます﻿。
サ﻿ーバ﻿ー設定タブで﻿、新しいサ﻿ーバ﻿ーを追加します﻿。

2 新規サ﻿ーバ﻿ーにル﻿ート証明書を登録﻿：
a 管理者としてコマンドプロンプトを開きます﻿。
b Program Files (﻿x86﻿)\​Agilent Technologies\​Certificate Service Tool\​Bin に

移動します﻿。
c 以下のコマンドを実行します（﻿<servername> をサ﻿ーバ﻿ー名に置き換えま

す﻿）﻿：
Agilent.OpenLab.CertService.CertTool.exe ChangeDefaultServer -h

<servername> -p 443

Agilent.OpenLab.CertService.CertTool.exe RegisterRootCert

https://www.agilent.com/cs/library/usermanuals/public/CDS_v2.8_Failover_ja.pdf
https://www.agilent.com/cs/library/usermanuals/public/CDS_v2.8_Failover_ja.pdf
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3 クライアントまたは AIC を以下のように登録します﻿。
a Windows で﻿、スタ﻿ート > （﻿すべてのアプリ  > ﻿）Agilent Technologies >

OpenLab コンフ﻿ィグレ﻿ーシ﻿ョンを選択します﻿。
b OpenLab コンフ﻿ィグレ﻿ーシ﻿ョンツ﻿ールで﻿、新しいサ﻿ーバ﻿ーのホスト名を入

力します﻿。接続をクリ﻿ックして﻿、ユ﻿ーザ ﻿ー資格情報の入力ボ﻿ックスを有
効にします﻿。

c 認証で﻿、指定したサ﻿ーバ﻿ーの OpenLab ユ﻿ーザ﻿ー資格情報を入力します﻿。
d 機器コントロ﻿ーラの場合﻿、機器コントロ﻿ーラの登録 チ﻿ェ﻿ックボ﻿ックスを

オンにします﻿。クライアントの場合は﻿、このチ﻿ェ﻿ックボ﻿ックスをオフに
します﻿。

e 登録をクリ﻿ックします﻿。
登録結果ダイアログが表示されます﻿。

4 クライアントまたは AIC を再起動します﻿。

その他の製品またはデ﻿ータベ ﻿ース
GC カラムデ﻿ータベ﻿ースなど﻿、その他の製品のバ﻿ックア﻿ップ手順については﻿、
各製品のドキ﻿ュメントを参照してください﻿。
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ag-textnode-version-id: 36028800874664715ag-textnode-base-id: 3855700747

トラブルシ﻿ュ﻿ーテ﻿ィング

ag-textnode-version-id: 9007203574968459ag-textnode-base-id: 4320227467

OpenLab CDS PC の動作が遅い

新しいデ﻿ータ解析または測定クライアントを起動するには時間がかかります﻿。
多くの CDS インスタンスが PC で実行されます﻿。

考えられる原因 対策

PC で利用可能なメモリが不足すると﻿、
Microsoft Windows はハ﻿ードドライブへメモリ
のスワ﻿ップアウトを開始します（﻿メモリペ﻿ージ
ング﻿）﻿。

• メモリの空き容量を増やすため﻿、不要なアプ
リケ﻿ーシ﻿ョンを閉じてください﻿。不要にな﻿っ
た OpenLab クライアントを閉じ﻿、同じマシ
ンで実行するその他のアプリケ﻿ーシ﻿ョンを閉
じることを検討してください﻿。

• HDD（﻿スピンドルドライブ﻿）の代わりに SSD
ハ﻿ードドライブを使用することを検討してく
ださい﻿。メモリスワ﻿ッププロセスにより大幅
に高速化されます﻿。

• 問題が解決しない場合﻿：メモリの追加を検討
してください﻿。

nslookup の応答時間がかかりすぎる﻿。 DNS サ﻿ーバ﻿ーに逆引き参照ゾ﻿ーンを設定してく
ださい﻿。

ag-textnode-version-id: 9007203574972939ag-textnode-base-id: 4320231947

ソフトウ﻿ェアの最初のインスタンスを開くのが遅い

ソフトウ﻿ェアアプリケ﻿ーシ﻿ョンの最初のインスタンスを開くのが﻿、その後の使
用時よりも遅くなります﻿。この遅れは使用頻度の低いアプリケ﻿ーシ﻿ョンの場合
にも見られる場合があります（﻿例﻿：Sample Scheduler から OpenLab Data
Analysis を読み込むと﻿、デ﻿ータ解析の動作が遅くなる場合があります﻿） 5 ﻿。

5 一定時間操作を行わないとキ﻿ャ﻿ッシ﻿ュが空になるため﻿、時間が経過してから使用すると初めて使用するときと同様にな
る場合があります﻿。
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考えられる原因 対策

アプリケ﻿ーシ﻿ョン DLL の初回の読み込みは﻿、以
降﻿、同じアプリケ﻿ーシ﻿ョンを使用するためにメ
モリがキ﻿ャ﻿ッシ﻿ュされることから﻿、初回のアプ
リケ﻿ーシ﻿ョンの読み込みには時間がかかりま
す﻿。メデ﻿ィアからの DLL の読み取りによ﻿って﻿、
初回の時間は異なります ﻿。以降﻿、DLL の使用は
メモリから読み取ります ﻿。このため﻿、アプリ
ケ﻿ーシ﻿ョンの初回（ ﻿または頻度の低い﻿）使用時
の起動時間がその後の使用時と比較して異なる
場合があります﻿。²

• HDD（﻿スピンドルドライブ﻿）の代わりに SSD
ハ﻿ードドライブを使用することを検討してく
ださい﻿。SSD からの読み取り時間は HDD よ
り大幅に高速化され﻿、多くの場合にこの初回
のアプリケ﻿ーシ﻿ョン起動時間（﻿DLL 読み取
り﻿）が解消します﻿。
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ag-textnode-version-id: 45035999248306827ag-textnode-base-id: 2974601867
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ag-textnode-version-id: 36028799993736331ag-textnode-base-id: 2974772363

ライセンスア﻿ップグレ ﻿ード

OpenLab CDS rev﻿.3﻿.0 を購入すると﻿、エンタイトルメント情報を含む電子メ﻿ー
ルが届きます﻿。
電子ライセンスの認証 56ページ  の手順に従﻿って﻿、OpenLab CDS rev﻿.3﻿.0 ライセ
ンスを有効にします﻿。
CDS クライアント/サ﻿ーバ﻿ー構成では﻿、Agilent および Agilent 以外の機器用の
機器接続ライセンスに加えて﻿、新たに OpenLab CDS システムライセンスが 1 つ
必要です﻿。OpenLab CDS AIC には﻿、ライセンスは必要なくなりました﻿。
OpenLab Server / ECM XT または OpenLab Shared Services サ﻿ーバ﻿ーにライセン
スを追加してください﻿。それらの製品は SubscribeNet ライセンスが残﻿ったまま
になります﻿。

注記 OpenLab CDS クライアントまたは AIC の既存の SubscribeNet ライセンスはそ
のままにしておきます﻿。
CDS v3﻿.0 にア﻿ップグレ﻿ードするまでは﻿、従来のクライアント/ AIC の操作を維
持するためです﻿。

Sample Scheduler for OpenLab﻿、2D/LC ソフトウ﻿ェア﻿、GPC/SEC ソフトウ﻿ェ
ア﻿、または MS スペクトルデコンボリ﻿ュ﻿ーシ﻿ョンなどの﻿、機器の接続ライセン
スまたは他のアドオンライセンスは﻿、変更せずに使用できる場合があります﻿。
これらを削除しないでください﻿。この場合﻿、デ﻿ュアルライセンスがサポ﻿ートさ
れます﻿。

注記 ライセンスを有効にするために﻿、再起動してください﻿。
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ag-textnode-version-id: 2974776587ag-textnode-base-id: 2974776587

ア﻿ップグレ﻿ードプロセス

ag-textnode-version-id: 9007202230788491ag-textnode-base-id: 2976047499

ア﻿ップグレ﻿ードのプラン

注記 ア﻿ップグレ﻿ードする前に﻿、アクテ﻿ィブな測定がすべて停止されていることを確
認してください﻿。

短いダウンタイムでア﻿ップグレ﻿ード
ア﻿ップグレ﻿ード中の一時的な設定でクライアント/分析機器コントロ﻿ーラ
（﻿AIC﻿）の動作を継続するには﻿、以下の手順を実行してください﻿。
手順 1﻿: クライアントと Agilent 機器コントロ﻿ーラ（﻿AIC﻿）の準備 103ページ 

ステ﻿ップ 2﻿：OpenLab Server のア﻿ップグレ﻿ード 104ページ 

ステ﻿ップ 3﻿: レガシ﻿ークライアントまたは AIC を新しいサ﻿ーバ﻿ーに接続 105ペー
ジ 

手順 4﻿: Agilent 機器コントロ﻿ーラのア﻿ップグレ﻿ード 107ページ 

手順 5﻿: OpenLab CDS クライアントのア﻿ップグレ﻿ード 110ページ 

手順 6﻿: ア﻿ップグレ﻿ード後に必要なマニ﻿ュアルステ﻿ップ 112ページ 

簡易ア﻿ップグレ﻿ード
コンポ﻿ーネントは以下の順序でア﻿ップグレ﻿ードする必要があります﻿。
ステ﻿ップ 2﻿：OpenLab Server のア﻿ップグレ﻿ード 104ページ 

手順 4﻿: Agilent 機器コントロ﻿ーラのア﻿ップグレ﻿ード 107ページ 

手順 5﻿: OpenLab CDS クライアントのア﻿ップグレ﻿ード 110ページ 

手順 6﻿: ア﻿ップグレ﻿ード後に必要なマニ﻿ュアルステ﻿ップ 112ページ 



9 OpenLab CDS バ﻿ージ﻿ョン 3﻿.0 へのア﻿ップグレ﻿ード
ア﻿ップグレ﻿ードプロセス

OpenLab CDS クライアント／AIC のインスト﻿ールおよびコンフ﻿ィグレ﻿ーシ﻿ョン 101

ag-textnode-version-id: 45035999249757451ag-textnode-base-id: 2976052491

ア﻿ップグレ﻿ード中の一時的なコンフ﻿ィグレ﻿ーシ﻿ョン

ア﻿ップグレ﻿ード中に﻿、複数のバ﻿ージ﻿ョンの OpenLab CDS がある場合がありま
す﻿。OpenLab Server 2﻿.8 FP01 の環境では﻿、OpenLab CDS バ﻿ージ﻿ョン 2﻿.6 以降の
クライアントおよび AIC をサポ﻿ートしています﻿。分析機器コントロ﻿ーラと
OpenLab CDS クライアントは﻿、常に同じバ﻿ージ﻿ョンの OpenLab CDS を使用す
る必要があります﻿。

クライアント

AIC

クライアント

AIC

OpenLab CDS

OpenLab CDS

2.6 機器 3.0 機器

OpenLab CDS

OpenLab CDSOpenLab
Server
2.8 FP01 2.6

2.6

3.0

3.0

図 4: ア﻿ップグレ﻿ード中の混合コンフ﻿ィグレ﻿ーシ﻿ョン

3﻿.0 の AIC によ﻿ってコントロ﻿ールされる機器にアクセスするには 3﻿.0 のクライ
アントを使用し﻿、古い AIC によ﻿ってコントロ﻿ールされる機器にアクセスするに
は同じバ﻿ージ﻿ョンのクライアントを使用してください﻿。デ﻿ータストレ﻿ージは
OpenLab Server 2﻿.8 FP01 によ﻿って提供されます﻿。どちらの環境も同じストレ﻿ー
ジを共有します﻿。コントロ﻿ールパネルの機器構造を使用すると﻿、機器を区別す
るのに役立ちます﻿。



9 OpenLab CDS バ﻿ージ﻿ョン 3﻿.0 へのア﻿ップグレ﻿ード
ア﻿ップグレ﻿ードプロセス

OpenLab CDS クライアント／AIC のインスト﻿ールおよびコンフ﻿ィグレ﻿ーシ﻿ョン 102

注記 必ず同じシステムから機器を起動またはおよび切断してください﻿。バ﻿ージ﻿ョン
3﻿.0 から機器を起動して﻿、バ﻿ージ﻿ョン 2﻿.6/2﻿.7/2﻿.8 から切断したり﻿、その逆を
行﻿ったりしないでください﻿。

注記 デ﻿ータの解析および再解析は﻿、測定または最後の再解析に使用したものと同じ
かそれ以上のバ﻿ージ﻿ョンでのみサポ﻿ートされます﻿。
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ag-textnode-version-id: 27021602063650443ag-textnode-base-id: 4299427467

手順 1﻿: クライアントと Agilent 機器コントロ﻿ーラ
（﻿AIC﻿）の準備

この手順は﻿、v2﻿.6 または v2﻿.7 からア﻿ップグレ﻿ードする場合のみ必要です﻿。
v2﻿.8 からア﻿ップグレ﻿ードする場合は実行不要です﻿。
以下の準備を行うことで﻿、クライアント/AIC はア﻿ップグレ﻿ード中も一時的な
セ﻿ットア﻿ップでの実行を継続できます﻿。

1 インスト ﻿ールパ﻿ッケ﻿ージで﻿、Setup\​Tools\​MixedConfiguration\​ に移動しま
す﻿。

2 Agilent OpenLab Secure Storage Plugin をインスト﻿ールするには﻿、
Agilent﻿.OpenLab﻿.SDMS﻿.Storage﻿.Driver﻿.msi を実行します﻿。

3 クライアントまたは AIC を再起動します﻿。

4 クライアントまたは AIC が TLS 1﻿.2 で接続できるように準備させるには﻿、
Setup\​Tools\​Support\​TLS\​FixTLSVersions﻿.ps1 の PowerShell スクリプトを
実行します﻿。
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ag-textnode-version-id: 36028799994995851ag-textnode-base-id: 2976031883

ステ﻿ップ 2﻿：OpenLab Server のア﻿ップグレ﻿ード

ア﻿ップグレ﻿ードする前に﻿、すべてのア﻿ップロ﻿ードおよび測定を終了し﻿、フ﻿ァイ
ルア﻿ップロ﻿ードキ﻿ュ﻿ーを空にしてください﻿。
OpenLab CDS v3﻿.0 クライアントおよび機器コントロ﻿ーラには﻿、OpenLab Server
v2﻿.8 with Feature Pack 01 以降が必要です﻿。
OpenLab Server のア﻿ップグレ﻿ードの詳細については﻿、『Agilent OpenLab
Server および OpenLab ECM XT インスト ﻿ールガイド (﻿openlab-server-ecmxt-
v2﻿.8-installation-guide-ja﻿.pdf﻿, D0035353 ﻿)』を参照してください﻿。

OpenLab CDS Server コンポ ﻿ーネント
OpenLab CDS Server コンポ﻿ーネントをア﻿ップグレ﻿ード済みサ﻿ーバ﻿ーにインス
ト﻿ールします﻿。OpenLab CDS Server コンポ﻿ーネントのインスト﻿ール 23ペー
ジ  を参照してください﻿。

https://www.agilent.com/cs/library/usermanuals/public/openlab-server-ecmxt-v2.8-installation-guide-ja.pdf
https://www.agilent.com/cs/library/usermanuals/public/openlab-server-ecmxt-v2.8-installation-guide-ja.pdf
https://www.agilent.com/cs/library/usermanuals/public/openlab-server-ecmxt-v2.8-installation-guide-ja.pdf
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ag-textnode-version-id: 18014403199019915ag-textnode-base-id: 4689537931

ステ﻿ップ 3﻿: レガシ﻿ークライアントまたは AIC を
新しいサ﻿ーバ﻿ーに接続

これらの手順は﻿、新しいマシンで OpenLab Server 2﻿.8 FP01 を準備した場合の
み必要です﻿。インプレ﻿ースのサ﻿ーバ﻿ーア﻿ップグレ﻿ードや﻿、簡易ア ﻿ップグレ ﻿ード
の方法に従う場合は不要です﻿。

前提条件 • バ﻿ッフ﻿ァされているアクテ﻿ィビテ﻿ィログがないことを確認してください﻿。
使用するクライアントまたは AIC で﻿、フ﻿ォルダ﻿ー C﻿:\​ProgramData\​Agilent\
BufferedLogEntries が空であることを確認してください﻿。 

• すべてのフ﻿ァイルのア﻿ップロ﻿ードが完了していることを確認してくださ
い﻿。使用するクライアントまたは AIC で﻿、フ﻿ァイルバ﻿ッフ﻿ァ﻿ーのア﻿ップ
ロ﻿ードキ ﻿ュ﻿ーが空であることを確認してください﻿。

1 スタ﻿ートメニ﻿ュ﻿ーから
メンテナンスユ﻿ーテ﻿ィリテ﻿ィ（﻿Shared Services メンテナンス﻿）を開きます﻿。
サ﻿ーバ﻿ー設定タブで﻿、新しいサ﻿ーバ﻿ーを追加します﻿。

2 OpenLab CDS v2﻿.6 を使用するクライアントまたは AIC の場合﻿：
a 管理者として Windows PowerShell を開きます﻿。
b Program Files (﻿x86﻿)\​Agilent Technologies \

OpenLab Certificate Service Tool\​Bin に移動します﻿。
c 以下のコマンドを実行します﻿：

.\change-default-server.ps1

d 新しいサ﻿ーバ﻿ーのホスト名を入力します﻿。

3 OpenLab CDS v2﻿.7 を使用するクライアントまたは AIC の場合﻿：
a 管理者としてコマンドプロンプトを開きます﻿。
b Program Files (﻿x86﻿)\​Agilent Technologies \

OpenLab Certificate Service Tool\​Bin に移動します﻿。
c 以下のコマンドを実行します（﻿<servername> をサ﻿ーバ﻿ー名に置き換えま

す﻿）﻿：
Agilent.OpenLab.CertService.CertTool.exe RegisterRootCert -h

<servername>
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4 OpenLab CDS v2﻿.8 を使用するクライアントまたは AIC の場合﻿：
a 管理者としてコマンドプロンプトを開きます﻿。
b Program Files (﻿x86﻿)\​Agilent Technologies\​Certificate Service Tool\​Bin に

移動します﻿。
c 以下のコマンドを実行します（﻿<servername> をサ﻿ーバ﻿ー名に置き換えま

す﻿）﻿：
Agilent.OpenLab.CertService.CertTool.exe ChangeDefaultServer -h

<servername> -p 443

Agilent.OpenLab.CertService.CertTool.exe RegisterRootCert

5 クライアントまたは AIC を以下のように登録します﻿。
a Windows で﻿、スタ﻿ート > （﻿すべてのアプリ  > ﻿）Agilent Technologies >

OpenLab コンフ﻿ィグレ﻿ーシ﻿ョンを選択します﻿。
b OpenLab コンフ﻿ィグレ﻿ーシ﻿ョンツ﻿ールで﻿、新しいサ﻿ーバ﻿ーのホスト名を入

力します﻿。接続をクリ﻿ックして﻿、ユ﻿ーザ ﻿ー資格情報の入力ボ﻿ックスを有
効にします﻿。

c 認証で﻿、指定したサ﻿ーバ﻿ーの OpenLab ユ﻿ーザ﻿ー資格情報を入力します﻿。
d 機器コントロ﻿ーラの場合﻿、機器コントロ﻿ーラの登録 チ﻿ェ﻿ックボ﻿ックスを

オンにします﻿。クライアントの場合は﻿、このチ﻿ェ﻿ックボ﻿ックスをオフに
します﻿。

e 登録をクリ﻿ックします﻿。
登録結果ダイアログが表示されます﻿。

6 クライアントまたは AIC を再起動します﻿。
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ag-textnode-version-id: 45035999249748747ag-textnode-base-id: 2976043787

手順 4﻿: Agilent 機器コントロ﻿ーラのア﻿ップグレ﻿ード

準備 • OpenLab Server をバ﻿ージ﻿ョン 2﻿.8 FP01 にア﻿ップグレ﻿ード済みであること﻿。
• 機器コントロ﻿ーラをア﻿ップグレ﻿ードする前に﻿、既存システムのドメインおよ

び DNS 設定が『OpenLab Server および OpenLab ECM XT のハ ﻿ードウ ﻿ェア
およびソフトウ ﻿ェア要件 (﻿openlab-server-ecmxt-v2﻿.8-requirements-ja﻿.pdf﻿,
D0035352ja ﻿)』で指定されるドメインのガイドラインに従﻿っていることを
確認してください﻿。特に﻿、通信設定は IP アドレスではなくホスト名に基づ
いていることを確認してください﻿。
前のドメインおよび DNS 設定がホスト名の代わりに IP アドレスで定義され
ている場合﻿、OpenLab CDS クライアントおよび測定コントロ﻿ーラを再度コ
ンフ﻿ィグレ﻿ーシ﻿ョンする必要があります﻿。これは﻿、OpenLab 2﻿.7 以降のセ
キ﻿ュリテ﻿ィで保護された通信設定で﻿、クライアントとサ﻿ーバ﻿ーが通信するた
めに必要です﻿。注記﻿：OpenLab クライアントまたは測定コントロ﻿ーラの再
コンフ﻿ィグレ﻿ーシ﻿ョンが必要な場合﻿、Agilent では完全修飾ドメイン名
（﻿FQDN﻿）を使用することをお勧めします﻿。
IP アドレスに代わりに完全修飾ドメイン名でクライアントまたは AIC を再
コンフ﻿ィグレ﻿ーシ﻿ョンする場合﻿、新しいクライアントまたは機器コントロ﻿ー
ラをサ﻿ーバ﻿ーに接続 113ページ  を参照してください﻿。

1 ADFExport や 2D-LC などのアドオンソフトウ﻿ェアをアンインスト﻿ールして
ください﻿。Sample Scheduler for OpenLab をマニ﻿ュアルでアンインスト﻿ール
しないでください﻿。

注意 古いリビジ﻿ョンのアドオンソフトウ﻿ェアは﻿、OpenLab CDS v3﻿.0 ではサポ﻿ート
されていない場合があります﻿。互換性のないアドオンを実行したり﻿、ア﻿ップグ
レ﻿ード後にそれらをアンインスト﻿ールしたりすると﻿、デ﻿ータ解析アプリケ﻿ー
シ﻿ョンが起動できなくなる可能性があります﻿。
互換性については﻿、各アドオンのマニ﻿ュアルを確認してください﻿。

2 Setup﻿.exe フ﻿ァイルを右クリ﻿ックして﻿、管理者としてフ﻿ァイルを実行しま
す﻿。

3 OpenLab CDS インスト﻿ーラで﻿、インスト﻿ール画面を選択します﻿。

4 機器コントロ﻿ーラをクリ﻿ックします﻿。

https://www.agilent.com/cs/library/usermanuals/public/openlab-server-ecmxt-v2.8-requirements-ja.pdf
https://www.agilent.com/cs/library/usermanuals/public/openlab-server-ecmxt-v2.8-requirements-ja.pdf
https://www.agilent.com/cs/library/usermanuals/public/openlab-server-ecmxt-v2.8-requirements-ja.pdf
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5 ストレ﻿ージの設定画面で次へをクリ﻿ックします﻿。

6 サ﻿ーバ﻿ー情報画面で接続をクリ﻿ックしてサ﻿ーバ﻿ーが利用できることを確認し
ます﻿。サ ﻿ーバ﻿ーが利用できる場合﻿、OpenLab CDS の資格情報を入力し次へ
をクリ﻿ックします﻿。

7 ア﻿ップグレ﻿ードウ﻿ィザ﻿ードはシステム準備画面にシステムの推奨設定リスト
を表示します﻿。システムに適用する必要のない項目のチ﻿ェ﻿ックボ﻿ックスをオ
フにすることができます﻿。必須設定はア﻿ップグレ﻿ード時に自動的に適用され
ます﻿。必須設定と推奨設定の概要は﻿、『OpenLab CDS の要件とサポ ﻿ートす
る機器 (﻿CDS_v3﻿.0_Requirements_ja﻿.pdf﻿, D0028027ja﻿)』の System
Preparation Tool の章を参照してください﻿。
次へをクリ﻿ックしてレビ﻿ュ﻿ーペ﻿ージへ進みます﻿。設定はインスト﻿ールの一環
として適用されます﻿。

8 レビ﻿ュ﻿ー画面で﻿、ア﻿ップグレ﻿ードをクリ﻿ックしてア﻿ップグレ﻿ードを開始しま
す﻿。

9 オペレ﻿ーテ﻿ィングシステムでユ﻿ーザ﻿ーアクシ﻿ョンが必要な場合﻿、以下の警告
が表示されます﻿。

続行するオプシ﻿ョン
• 推奨設定 ﻿：SPT レポ﻿ートを開くをクリ﻿ックし﻿、必要な操作セクシ﻿ョンで

更新が必要かどうかを確認します﻿。操作が完了したら﻿、
インスト﻿ール再開をクリ﻿ックします﻿。

• インスト﻿ールをキ﻿ャンセル﻿：インスト﻿ールが中断されます﻿。必要な更新を
行﻿ってインスト﻿ールを再開します﻿。

• インスト﻿ール再開﻿：設定が適用されていない場合でも﻿、ダイアログが閉
じ CDS コンポ﻿ーネントのインスト﻿ールが続行されます﻿。必要に応じて﻿、
インスト﻿ールが完了した後に設定を更新できます﻿。

10 完了ペ﻿ージで﻿、ソフトウ﻿ェアベリフ﻿ィケ﻿ーシ﻿ョンの起動をクリ﻿ックします﻿。

11 完了ペ﻿ージで﻿、 コンピ﻿ュ﻿ータを再起動チ﻿ェ﻿ックボ﻿ックスをオンにした状態
で﻿、完了をクリ﻿ックします﻿。

https://www.agilent.com/cs/library/usermanuals/public/CDS_v3.0_Requirements_ja.pdf
https://www.agilent.com/cs/library/usermanuals/public/CDS_v3.0_Requirements_ja.pdf


9 OpenLab CDS バ﻿ージ﻿ョン 3﻿.0 へのア﻿ップグレ﻿ード
手順 4﻿: Agilent 機器コントロ﻿ーラのア﻿ップグレ﻿ード

OpenLab CDS クライアント／AIC のインスト﻿ールおよびコンフ﻿ィグレ﻿ーシ﻿ョン 109

注記 ある機器の AIC を OpenLab CDS 3﻿.0 にア﻿ップグレ﻿ードした後﻿、その機器のフ﻿ェ
イルオ﻿ーバ﻿ーモ﻿ードを利用可能にするには﻿、OpenLab CDS Acquisition を再起動
してください﻿。
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ag-textnode-version-id: 45035999249745035ag-textnode-base-id: 2976040075

手順 5﻿: OpenLab CDS クライアントの
ア﻿ップグレ﻿ード

準備 分析機器コントロ﻿ーラをバ﻿ージ﻿ョン 3﻿.0 にア﻿ップグレ﻿ード済みであること﻿。

1 ADFExport や 2D-LC などのアドオンソフトウ﻿ェアをアンインスト﻿ールして
ください﻿。Sample Scheduler for OpenLab をマニ﻿ュアルでアンインスト﻿ール
しないでください﻿。

注意 古いリビジ﻿ョンのアドオンソフトウ﻿ェアは﻿、OpenLab CDS v3﻿.0 ではサポ﻿ート
されていない場合があります﻿。互換性のないアドオンを実行したり﻿、ア﻿ップグ
レ﻿ード後にそれらをアンインスト﻿ールしたりすると﻿、デ﻿ータ解析アプリケ﻿ー
シ﻿ョンが起動できなくなる可能性があります﻿。
互換性については﻿、各アドオンのマニ﻿ュアルを確認してください﻿。

2 Setup﻿.exe フ﻿ァイルを右クリ﻿ックして﻿、管理者としてフ﻿ァイルを実行しま
す﻿。

3 OpenLab CDS インスト﻿ーラで﻿、インスト﻿ール画面を選択します﻿。

4 クライアントをクリ﻿ックします﻿。

5 ストレ﻿ージの設定画面で次へをクリ﻿ックします﻿。

6 サ﻿ーバ﻿ー情報画面で接続をクリ﻿ックしてサ﻿ーバ﻿ーが利用できることを確認し
ます﻿。サ﻿ーバ﻿ーが利用可能な場合﻿、次へをクリ﻿ックします﻿。

7 ア﻿ップグレ﻿ードウ﻿ィザ﻿ードはシステム準備画面にシステムの推奨設定リスト
を表示します﻿。システムに適用する必要のない項目のチ﻿ェ﻿ックボ﻿ックスをオ
フにすることができます﻿。必須設定はア﻿ップグレ﻿ード時に自動的に適用され
ます﻿。必須設定と推奨設定の概要は﻿、『OpenLab CDS の要件とサポ ﻿ートす
る機器 (﻿CDS_v3﻿.0_Requirements_ja﻿.pdf﻿, D0028027ja﻿)』の System
Preparation Tool の章を参照してください﻿。
次へをクリ﻿ックしてレビ﻿ュ﻿ーペ﻿ージへ進みます﻿。設定はインスト﻿ールの一環
として適用されます﻿。

8 レビ﻿ュ﻿ー画面で﻿、ア﻿ップグレ﻿ードをクリ﻿ックしてア﻿ップグレ﻿ードを開始しま
す﻿。

https://www.agilent.com/cs/library/usermanuals/public/CDS_v3.0_Requirements_ja.pdf
https://www.agilent.com/cs/library/usermanuals/public/CDS_v3.0_Requirements_ja.pdf
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9 オペレ﻿ーテ﻿ィングシステムでユ﻿ーザ﻿ーアクシ﻿ョンが必要な場合﻿、以下の警告
が表示されます﻿。

続行するオプシ﻿ョン
• 推奨設定 ﻿：SPT レポ﻿ートを開くをクリ﻿ックし﻿、必要な操作セクシ﻿ョンで

更新が必要かどうかを確認します﻿。操作が完了したら﻿、
インスト﻿ール再開をクリ﻿ックします﻿。

• インスト﻿ールをキ﻿ャンセル﻿：インスト﻿ールが中断されます﻿。必要な更新を
行﻿ってインスト﻿ールを再開します﻿。

• インスト﻿ール再開﻿：設定が適用されていない場合でも﻿、ダイアログが閉
じ CDS コンポ﻿ーネントのインスト﻿ールが続行されます﻿。必要に応じて﻿、
インスト﻿ールが完了した後に設定を更新できます﻿。

10 完了ペ﻿ージで﻿、ソフトウ﻿ェアベリフ﻿ィケ﻿ーシ﻿ョンの起動をクリ﻿ックします﻿。

11 完了ペ﻿ージで﻿、 コンピ﻿ュ﻿ータを再起動チ﻿ェ﻿ックボ﻿ックスをオンにした状態
で﻿、完了をクリ﻿ックします﻿。
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ag-textnode-version-id: 27021600740250379ag-textnode-base-id: 2976027403

手順 6﻿: ア﻿ップグレ﻿ード後に必要なマニ﻿ュアル
ステ﻿ップ

アドオンのインスト﻿ールと機器ドライバ﻿ーのア﻿ップグレ﻿ード

1 互換性のあるリビジ﻿ョンのアドオンをインスト﻿ールします﻿。

2 機器ドライバ﻿ーを最新バ﻿ージ﻿ョンにア﻿ップグレ﻿ードします﻿。LC/MS または
GC/MS ドライバ﻿ーをア﻿ップデ﻿ート済みの場合﻿、機器のフ﻿ァ﻿ームウ﻿ェアが最
新リビジ﻿ョンにア﻿ップデ﻿ートされていることを確認してください﻿。
ドライバ﻿ーのア﻿ップグレ﻿ードの詳細については﻿、ドライバ﻿ーソフトウ﻿ェアの
インスト﻿ールまたはア﻿ップグレ﻿ード 36ページ  を参照してください﻿。

解析メソ﻿ッドの更新を検討
古い CDS バ﻿ージ﻿ョンからメソ﻿ッドとデ﻿ータを OpenLab CDS 3﻿.0 に移行した後
で﻿、更新が必要な場合があります﻿。
• 動的な EIC/SIM RT シグナル抽出により﻿、面積カウントや高さが変化する場

合があります﻿。ピ﻿ークのベ﻿ースラインがわずかに変化するため﻿、積分結果が
従来と異なる可能性があります﻿。

• クオリフ﻿ァイア比の参照シグナルが設定可能にな﻿ったため﻿、Agilent では﻿、
OpenLab CDS v2﻿.6 以前を使用して作成されたメソ﻿ッドに対しては﻿、クオリ
フ﻿ァイア比の更新を推奨します﻿。

詳細は﻿、『OpenLab Help and Learning』 の以前のバ ﻿ージ ﻿ョンからのデ ﻿ータ
を使用を参照してください﻿。

https://openlab.help.agilent.com/
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ag-textnode-version-id: 27021600740279947ag-textnode-base-id: 2976056971

新しいクライアントまたは機器コントロ﻿ーラを
サ﻿ーバ﻿ーに接続

ここでは﻿、新しい OpenLab CDS PC をクライアント/サ﻿ーバ﻿ー環境に追加し﻿、
クライアントまたは機器コントロ﻿ーラとして使用する方法について説明しま
す﻿。

以下の場合﻿、ル ﻿ート証明書の登録およびOpenLab CDS の登録に記載された手
順に従﻿ってください﻿。
• OpenLab CDS クライアントまたは機器コントロ﻿ーラのサ﻿ーバ﻿ー接続を変更

する必要がある﻿。
• 機器ドライバ﻿ーソフトウ﻿ェアを手動でインスト﻿ールまたはア﻿ップグレ﻿ードし

た﻿。サ﻿ーバ﻿ー接続を更新すると﻿、すべての機器タイプがコントロ﻿ールパネル
で使用できるようになります﻿。

ル﻿ート証明書の登録
証明書サ﻿ービスが発行する自己署名証明書を使用する場合﻿、クライアントまた
は機器コントロ﻿ーラの新規サ﻿ーバ﻿ーの登録で追加の設定手順が必要です﻿。これ
らの手順を実行して﻿、新規サ﻿ーバ﻿ーのル﻿ート証明書を各マシン上で利用できる
ようにします﻿。この手順を実施しないと﻿、機器への接続が失敗する可能性があ
ります﻿。次のステ﻿ップに従﻿ってル﻿ート証明書をダウンロ﻿ードし﻿、機器コント
ロ﻿ーラのクライアントのロ﻿ーカル証明書ストアに登録してください﻿。

1 管理者としてコマンドプロンプトを開きます﻿。

2 Certificate Service Tool フ﻿ォルダ﻿ーへ移動します
（﻿C﻿:\​Program Files (﻿x86﻿)\​Agilent Technologies\​Certificate Service Tool\
Bin﻿）﻿。

3 以下のコマンドを実行します（﻿<servername> をサ﻿ーバ﻿ー名に置き換えま
す﻿）﻿：

Agilent.OpenLab.CertService.CertTool.exe RegisterRootCert -h

<servername>
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OpenLab CDS の登録

1 Windows で﻿、スタ﻿ート > （﻿すべてのアプリ  > ﻿）Agilent Technologies >
OpenLab コンフ﻿ィグレ﻿ーシ﻿ョンを選択します﻿。

2 OpenLab コンフ﻿ィグレ﻿ーシ﻿ョンツ﻿ールで﻿、OpenLab Server のホスト名を入力
します﻿。接続をクリ﻿ックして﻿、ユ﻿ーザ﻿ー資格情報の入力ボ﻿ックスを有効にし
ます﻿。

3 認証で﻿、指定したサ﻿ーバ﻿ーの OpenLab ユ﻿ーザ﻿ー資格情報を入力します﻿。

4 機器コントロ﻿ーラの場合﻿、機器コントロ﻿ーラの登録 チ﻿ェ﻿ックボ﻿ックスをオン
にします ﻿。クライアントの場合は﻿、このチ﻿ェ﻿ックボ﻿ックスをオフにします﻿。

5 登録をクリ﻿ックします﻿。
登録結果ダイアログが表示されます﻿。

6 クライアントまたは AIC を再起動します﻿。
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ag-textnode-version-id: 18014401485440779-2ag-textnode-base-id: 2975958795

Sample Scheduler for OpenLab

Sample Scheduler の機器ダ﻿ッシ﻿ュボ﻿ードは﻿、OpenLab CDS クライアント/サ﻿ー
バ﻿ーコンフ﻿ィグレ﻿ーシ﻿ョンシステムに含まれており﻿、デフ﻿ォルトでインスト﻿ー
ルされています﻿。Sample Scheduler のフルエデ﻿ィシ﻿ョンを使用する（﻿例﻿：分析
依頼を機器に送信する﻿）には﻿、Sample Scheduler をアクテ﻿ィブ化する必要があ
ります﻿。

次のコンポ﻿ーネントが使用できます﻿。
• サ﻿ーバ﻿ー ﻿：Sample Scheduler Database（﻿デ﻿ータリポジトリの一部﻿）﻿、LIMS

Agent﻿、Web Server
• 機器コントロ﻿ーラ﻿：Sample Scheduler Agent
• クライアント﻿：Sample Scheduler Client﻿、Sample Scheduler Configuration

インスト﻿ール後の Sample Scheduler サ﻿ービスは無効にな﻿っています﻿。スタ﻿ート
メニ﻿ュ﻿ーの（﻿すべてのアプリ  > ﻿）Agilent Technologies >
Agilent Sample Scheduler から Sample Scheduler for OpenLab をお試しいただけ
ます﻿。無償のダ﻿ッシ﻿ュボ﻿ードを開く（﻿Access free dashboard﻿）をクリ﻿ックし﻿、指
示に従います﻿。または﻿、OpenLab CDS Acquisition で Sample Scheduler ボタンを
クリ﻿ックしてください﻿。
Sample Scheduler を定期的に使用する場合や﻿、より多くの機能を評価したい場
合は﻿、最初にアクテ﻿ィブ化してください﻿。アクテ﻿ィベ﻿ーシ﻿ョンの詳細について
は﻿、QR コ﻿ードをスキ﻿ャンして表示される情報ペ﻿ージを参照するか﻿、アクテ﻿ィ
ベ﻿ーシ﻿ョンビデオをご覧ください﻿。
測定クライアントから Sample Scheduler ボタンを削除するには﻿、OpenLab
CDS Acquisition から Sample Scheduler ボタンを削除 121ページ  を参照してく
ださい﻿。

https://www.agilent.com/en/video/activating-sample-scheduler
https://www.agilent.com/en/video/activating-sample-scheduler
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新規または更新された項目

ライセンス
OpenLab CDS 3﻿.0 では﻿、SubscribeNet ライセンスに加えて﻿、電子ライセンスを
サポ﻿ートしています﻿。電子ライセンスにより OpenLab CDS システムライセンス
が提供されます﻿。これはクライアント/サ﻿ーバ﻿ーの任意数の AIC をカバ﻿ーするも
のです﻿。
AIC ライセンスでは﻿、OpenLab CDS システムライセンスを使用して﻿、コア機能
を v3﻿.0 へア﻿ップグレ﻿ードする必要があります﻿。

権限およびロ﻿ール
以前のバ﻿ージ﻿ョンからア﻿ップグレ﻿ードすると﻿、新しい権限およびロ﻿ールが作成
される場合があります（﻿ロ﻿ールと権限の詳細については「﻿付録﻿」を参照﻿）﻿。

例﻿：
• OpenLab CDS 3﻿.0 では﻿、各権限が再編成されています﻿。カテゴリ数を減ら

し﻿、カテゴリ名に機能を含めています﻿。
たとえば ﻿、生デ﻿ータのインポ﻿ート権限の以前のカテゴリはデ﻿ータから﻿、
OpenLab CDS﻿: デ﻿ータ解析に移﻿っています﻿。この再編成による﻿、ロ﻿ールへの権
限割り当てに影響はありません﻿。

• 以前のリビジ﻿ョンでは﻿、生デ﻿ータのインポ﻿ートは化学者ロ﻿ールの
デ﻿ータのインポ﻿ート権限に含まれていました﻿。Shared Services バ﻿ージ﻿ョン
3﻿.7 / OpenLab CDS 2﻿.8 から﻿、生デ﻿ータのインポ﻿ート権限が追加されていま
す﻿。この権限は﻿、たとえば ChemStation または EZChrom の生デ﻿ータをイン
ポ﻿ートするときに必要です﻿。
この新しい権限はどのロ﻿ールにも自動的に追加されません﻿。化学者ロ﻿ールに
生デ﻿ータのインポ﻿ートを引き続き許可する場合﻿、新しい権限をマニ﻿ュアルで
追加してください﻿。

• Shared Services バ﻿ージ﻿ョン 3﻿.6 / OpenLab CDS 2﻿.7 から﻿、
アクテ﻿ィビテ﻿ィログの表示権限が追加されています﻿。この権限はアクテ﻿ィビ
テ﻿ィログおよび監査証跡を表示するために必要です﻿。この権限は﻿、新しい
ロ﻿ールアクテ﻿ィビテ﻿ィログのアクセスにデフ﻿ォルトで割り当てられていま
す﻿。ア﻿ップグレ﻿ード時に﻿、この新しいロ﻿ールは既存のすべてのユ﻿ーザ﻿ーおよ
びグル﻿ープに自動的に割り当てられます﻿。
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アクテ﻿ィビテ﻿ィログの表示権限は﻿、デフ﻿ォルトのロ﻿ールシステム管理者にも
自動的に追加されています﻿。

署名レベル
OpenLab CDS 2﻿.8 から﻿、電子署名の署名レベルに結果セ﻿ットの作成者を含めた
り除外したりできます﻿。署名ステ﻿ップへ作成者を追加する詳細については﻿、
OpenLab Help and Learning を参照してください﻿。
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ag-textnode-version-id: 27021600738817035ag-textnode-base-id: 2974594059

10 OpenLab CDS のアンインスト﻿ール

ag-textnode-version-id: 27021601091720587ag-textnode-base-id: 3327497611

アンインスト﻿ールの順序

必ず以下の順序でアンインスト﻿ールしてください﻿。
手順 1 クライアントおよび AIC をアンインスト﻿ールします﻿。

OpenLab CDS をクライアントおよび分析機器コントロ﻿ーラからアンインスト﻿ー
ル 119ページ  を参照してください﻿。

手順 2 サ﻿ーバ﻿ーをアンインスト﻿ールします
サ﻿ーバ﻿ーアンインスト﻿ールの詳細については﻿、『Agilent OpenLab Server およ
び OpenLab ECM XT インスト ﻿ールガイド (﻿openlab-server-ecmxt-v2﻿.8-
installation-guide-ja﻿.pdf﻿, D0035353 ﻿)』を参照してください﻿。

https://www.agilent.com/cs/library/usermanuals/public/openlab-server-ecmxt-v2.8-installation-guide-ja.pdf
https://www.agilent.com/cs/library/usermanuals/public/openlab-server-ecmxt-v2.8-installation-guide-ja.pdf
https://www.agilent.com/cs/library/usermanuals/public/openlab-server-ecmxt-v2.8-installation-guide-ja.pdf
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クライアントまたは分析機器コントロ﻿ーラ
（﻿AIC﻿）のアンインスト ﻿ール

1 管理者としてログインします﻿。

2 Windows の設定で﻿、アプリ > アプリと機能を開きます﻿。

3 インスト ﻿ールした OpenLab CDS アドオンは個別にアンインスト﻿ールします
（﻿ADFExport for OpenLab など﻿）﻿。

4 Agilent OpenLab CDS を選択し﻿、アンインスト﻿ールを許可します﻿。
OpenLab CDS アンインスト﻿ールウ﻿ィザ﻿ードが開きます 6 ﻿。ウ﻿ィザ﻿ードの
アンインスト﻿ールをクリ﻿ックし﻿、ウ﻿ィザ﻿ードに従います﻿。

5 Windows の設定のアプリ > アプリと機能にある
Agilent Software Verification Tool を選択し﻿、アンインスト﻿ールを確定しま
す﻿。

6 OpenLab CDS によ﻿ってインスト﻿ールされたドライバ﻿ーは自動的にアンイン
スト﻿ールされます﻿。その他のドライバ﻿ーをインスト﻿ールした場合﻿、
アプリと機能に表示されます﻿。それらは手動でアンインスト﻿ールしてくだ
い﻿。

7 再起動します﻿。

6 アンインスト﻿ールウ﻿ィザ﻿ードは﻿、ソフトウ﻿ェアをインスト﻿ールするインスト ﻿ールウ ﻿ィザ﻿ードから開始することもできま
す﻿。



OpenLab CDS クライアント／AIC のインスト﻿ールおよびコンフ﻿ィグレ﻿ーシ﻿ョン 120

ag-textnode-version-id: 2974551691ag-textnode-base-id: 2974551691
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ag-textnode-version-id: 18014400790555403ag-textnode-base-id: 2281073419

OpenLab CDS Acquisition から Sample Scheduler
ボタンを削除

1 管理者として PowerShell を実行します﻿。

2 get-executionpolicy で実行ポリシ﻿ーを確認します﻿。
実行ポリシ﻿ーで﻿、スクリプトの実行が許可されている必要があります﻿。これ
は﻿、実行ポリシ﻿ーの remotesigned や unrestricted などで付与されます﻿。

注記 PowerShell 実行ポリシ﻿ーでスクリプトの実行が許可されない場合﻿、システム管
理者に連絡してください﻿。

3 以下のスクリプトをコピ﻿ーし﻿、テキストエデ﻿ィタに貼り付けて﻿、不要な改行
を削除してください﻿。
[xml]$xml = Get-Content "C:\ProgramData\Agilent Technologies

, Inc\OpenLAB CDS - Acquisition\CustomToolsConfiguration.xml"

$nodes = $xml.SelectNodes("//CustomToolsGroup") | Where

 { $_.CaptionForCustomToolsGroup -match 'Sample Scheduler' }

foreach($node in $nodes){$node.ParentNode.RemoveChild($node)}

[xml]$xml.Save('C:\ProgramData\Agilent Technologies

, Inc\OpenLAB CDS - Acquisition\CustomToolsConfiguration.xml')

4 修正したスクリプトをコピ﻿ーし﻿、PowerShell に貼り付けて﻿、実行してくだ
さい﻿。
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ag-textnode-version-id: 2974789131ag-textnode-base-id: 2974789131

コントロ﻿ールパネルの権限

ag-textnode-version-id: 36028799993765387ag-textnode-base-id: 2974801419

プロジ﻿ェクト権限

表 6: 電子署名

名前 説明 依存関係

デ﻿ータフ﻿ァイルの電子署名 デ﻿ータフ﻿ァイルに署名する プロジ﻿ェクトコンテンツの編集
結果セ﻿ットメソ﻿ッドの保存

電子署名の取り消し 電子署名を取り消す﻿。 プロジ﻿ェクトコンテンツの編集
結果セ﻿ットメソ﻿ッドの保存

表 7: OpenLab CDS﻿：管理

名前 説明 依存関係

カスタムツ﻿ールセクシ﻿ョンの表示 アプリケ﻿ーシ﻿ョンに追加された外部プログラム
をカスタマイズツ﻿ールから開始する﻿。

監査証跡エントリの追加 マニ﻿ュアルでエントリを追加し﻿、自身のアク
シ﻿ョンを監査証跡に記録する﻿。

プロジ﻿ェクトコンテンツの編集
結果セ﻿ットメソ﻿ッドの保存
マスタ﻿ーメソ﻿ッドの保存

メソ﻿ッド監査証跡設定の変更 メソ﻿ッドの監査証跡設定を編集および保存する
（﻿コントロ﻿ールパネルのプロジ﻿ェクトプロパ
テ﻿ィ﻿）﻿。

プロジ﻿ェクトまたはプロジ﻿ェクトグ
ル﻿ープの管理
プロジ﻿ェクトコンテンツの編集

メソ﻿ッドステ﻿ータスの変更 サンプルプレ﻿ップメソ﻿ッド﻿、測定メソ﻿ッド﻿、お
よび解析メソ﻿ッドのステ﻿ータス（﻿一般﻿、承認
済﻿、廃止済﻿）を変更する﻿。

プロジ﻿ェクトコンテンツの編集
サンプルプレ﻿ップの作成と編集
測定メソ﻿ッドの作成と編集
マスタ﻿ーメソ﻿ッドの保存

監査証跡のレビ﻿ュ﻿ー 変更された監査証跡をレビ﻿ュ﻿ーしたことを確認
する﻿。

プロジ﻿ェクトコンテンツの編集
結果セ﻿ットメソ﻿ッドの保存
マスタ﻿ーメソ﻿ッドの保存
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表 8: OpenLab CDS﻿: デ﻿ータ解析

名前 説明 依存関係

新規結果セ﻿ットの作成 さまざまなソ﻿ースのシングルサンプルまたは
シ﻿ーケンスを組み合わせ﻿、新たな結果セ﻿ットに
統合する﻿。

プロジ﻿ェクトコンテンツの編集

キ﻿ャリブレ﻿ーシ﻿ョンポイントの有
効/無効

検量線の個﻿々のポイントを無効または有効にす
る﻿。

プロジ﻿ェクトコンテンツの編集

クロマトグラムのマニ﻿ュアル抽出 MS（﻿EIC または SIM﻿）クロマトグラムをデ﻿ータ
からマニ﻿ュアルで抽出する﻿。

プロジ﻿ェクトコンテンツの編集

マニ﻿ュアル化合物同定 ピ﻿ークに化合物をマニ﻿ュアルで割り当てる﻿。 プロジ﻿ェクトコンテンツの編集

マニ﻿ュアル積分 クロマトグラムウ﻿ィンドウでマニ﻿ュアル積分を
有効にする﻿。

プロジ﻿ェクトコンテンツの編集

MS ライブラリのマニ﻿ュアル検索 マニ﻿ュアルで MS ライブラリ検索を行う﻿。 プロジ﻿ェクトコンテンツの編集

MS スペクトルデコンボリ﻿ュ﻿ーシ﻿ョ
ンのマニ﻿ュアル操作

MS スペクトルデコンボリ﻿ュ﻿ーシ﻿ョンをマニ﻿ュ
アルで実行し﻿、MS スペクトルデコンボリ﻿ュ﻿ー
シ﻿ョン結果を削除する﻿。

プロジ﻿ェクトコンテンツの編集

スペクトルのマニ﻿ュアル抽出 UV または MS スペクトルをデ﻿ータからマニ﻿ュ
アルで抽出する﻿。また﻿、抽出されたスペクトル
を削除する﻿。

プロジ﻿ェクトコンテンツの編集

サンプル情報の編集 注入リストウ﻿ィンドウの情報を編集する﻿。 プロジ﻿ェクトコンテンツの編集

デ﻿ータのエクスポ﻿ート OpenLAB ア﻿ーカイブ (﻿*﻿.olax﻿) へデ﻿ータをエクス
ポ﻿ートする﻿。

プロジ﻿ェクトコンテンツの編集

デ﻿ータのインポ﻿ート OpenLab ア﻿ーカイブ (﻿*﻿.olax﻿) のデ﻿ータを
OpenLab システムへインポ﻿ートする﻿。

プロジ﻿ェクトコンテンツの編集

生デ﻿ータのインポ﻿ート 生デ﻿ータのインポ﻿ート（﻿例﻿: ChemStation また
は EZChrom から﻿、AIA デ﻿ータフ﻿ォ﻿ーマ﻿ット﻿、
GC/MSD MassHunter﻿、または MSD
ChemStation﻿）﻿。

プロジ﻿ェクトコンテンツの編集

Custom Calculation Editor の起動 Custom Calculation Editor をデ﻿ータ解析から起
動する﻿。

プロジ﻿ェクトコンテンツの編集

結果のロ﻿ック 結果セ﻿ットをロ﻿ックして変更できないようにす
る﻿。

プロジ﻿ェクトコンテンツの編集

結果レポ﻿ートの印刷 メソ﻿ッドまたは結果レポ﻿ートを作成する﻿。 プロジ﻿ェクトコンテンツの編集

デ﻿ータの再解析 デ﻿ータまたは結果セ﻿ットを再解析する﻿。 プロジ﻿ェクトコンテンツの編集

レポ﻿ートの保存 レポ﻿ートをデ﻿ィスクまたはネ﻿ットワ﻿ーク共有上
のロケ﻿ーシ﻿ョンに保存またはエクスポ﻿ートす
る﻿。

プロジ﻿ェクトコンテンツの編集
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表 9: OpenLab CDS﻿: 機器操作

名前 説明 依存関係

測定中のサンプルを中断 キ﻿ュ﻿ーに追加されたすべての測定中シ﻿ーケンス
またはシングルランを中断する﻿。

すべての保留中のランをキ﻿ャンセル 他のユ﻿ーザ﻿ーが追加したものを含む﻿、ラン
キ﻿ュ﻿ー内の保留中のランをキ﻿ャンセルする﻿。

測定中のすべてのシ﻿ーケンスを編集 任意のユ﻿ーザ﻿ーが実行しているシ﻿ーケンス（﻿ラ
ンキ﻿ュ﻿ーのステ﻿ータスが測定中﻿）を編集する﻿。

プロジ﻿ェクトコンテンツの編集

アドホ﻿ックモ﻿ード有効 機器に対してアドホ﻿ックモ﻿ードを有効および無
効にする﻿。

マニ﻿ュアルコントロ﻿ール（﻿分析中﻿） 機器の分析中﻿、マニ﻿ュアルコントロ﻿ール機能に
アクセスする﻿。

マニ﻿ュアルコントロ﻿ール（﻿機器待機
時のみ﻿）

機器が待機中の間﻿、マニ﻿ュアルコントロ﻿ール機
能にアクセスする﻿。

CDS クライアントで機器コンフ﻿ィグ
レ﻿ーシ﻿ョンを変更

実行中の測定クライアントから直接機器コン
フ﻿ィグレ﻿ーシ﻿ョンを変更する﻿。
注記﻿：この権限は﻿、一部の機器ドライバ﻿ー上で
まだ使用できません﻿。

MS オ﻿ートチ﻿ュ﻿ーニング MS オ﻿ートチ﻿ュ﻿ーニングを実行し﻿、チ﻿ュ﻿ーニン
グをチ﻿ェ﻿ックする﻿。

MS オ﻿ートチ﻿ュ﻿ーニングとマニ﻿ュア
ルチ﻿ュ﻿ーニング

マニ﻿ュアルチ﻿ュ﻿ーニング﻿、オ﻿ートチ﻿ュ﻿ーニン
グ﻿、およびチ﻿ェ﻿ックチ﻿ュ﻿ーンを含む﻿、すべての
MS チ﻿ュ﻿ーニングとメンテナンス機能にアクセ
スする﻿。

アドホ﻿ックモ﻿ードのオ﻿ーバ﻿ーライド 他のユ﻿ーザ﻿ーが有効にしたアドホ﻿ックモ﻿ードを
無効にする﻿。

保留中のランの順番を並べ替え ランキ﻿ュ﻿ーにある保留中の分析のキ﻿ュ﻿ーアイテ
ムの順番を並べ替える﻿。ランキ﻿ュ﻿ー内でアイテ
ムを移動﻿。

アクセス要求 別のユ﻿ーザ﻿ーによ﻿って現在ロ﻿ックされている
シ﻿ーケンス﻿、ランキ﻿ュ﻿ー﻿、または機器へのアク
セスをリクエストする﻿。

スナ﻿ップシ﻿ョ﻿ット結果のレビ﻿ュ﻿ー 測定中のサンプルをデ﻿ータ解析で開く﻿。 機器またはロケ﻿ーシ﻿ョンの表示
機器の実行
プロジ﻿ェクトまたはプロジ﻿ェクトグ
ル﻿ープの表示
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表 10: OpenLab CDS﻿：メソ﻿ッド開発

名前 説明 依存関係

測定メソ﻿ッドの作成と編集 測定メソ﻿ッドフ﻿ァイル (﻿*﻿.amx﻿) を作成﻿、編集ま
たは保存する

機器またはロケ﻿ーシ﻿ョンの表示
機器の実行
プロジ﻿ェクトコンテンツの編集

サンプルプレ﻿ップの作成と編集 オ﻿ートサンプラのサンプルプレ﻿ップメソ﻿ッド
（﻿*﻿.smx﻿）を表示﻿、編集﻿、または保存する

機器またはロケ﻿ーシ﻿ョンの表示
機器の実行
プロジ﻿ェクトコンテンツの編集

シ﻿ーケンステンプレ﻿ートの作成と編
集

シ﻿ーケンステンプレ﻿ート (﻿*﻿.stx﻿) を作成﻿、編集ま
たは保存する﻿。

機器またはロケ﻿ーシ﻿ョンの表示
機器の実行
プロジ﻿ェクトコンテンツの編集

タスクの作成と編集 タスクフ﻿ァイル（﻿*﻿.tmx﻿）を作成﻿、編集または
保存する﻿。

機器またはロケ﻿ーシ﻿ョンの表示
機器の実行
プロジ﻿ェクトコンテンツの編集

解析メソ﻿ッドの作成 新規解析メソ﻿ッド (﻿*﻿.pmx﻿) を作成﻿、またはメ
ソ﻿ッドを新しい名前で保存する﻿。

プロジ﻿ェクトコンテンツの編集

レポ﻿ートテンプレ﻿ートの作成 レポ﻿ートビ﻿ュ﻿ーでレポ﻿ートテンプレ﻿ート
（﻿*﻿.rdl﻿）を作成または編集する﻿。

プロジ﻿ェクトコンテンツの編集

メソ﻿ッドの削除 デ﻿ータ解析のデ﻿ータ選択ビ﻿ュ﻿ーで﻿、解析メソ﻿ッ
ド（﻿*﻿.pmx﻿）または測定メソ﻿ッド（﻿*﻿.amx﻿）を削
除する（﻿プロジ﻿ェクト管理 >
プロジ﻿ェクトのコンテンツの削除権限も必
要﻿）﻿。

プロジ﻿ェクトコンテンツの編集
プロジ﻿ェクトコンテンツの削除

レポ﻿ートテンプレ﻿ートの削除 デ﻿ータ解析のデ﻿ータ選択ビ﻿ュ﻿ーで﻿、レポ﻿ートテ
ンプレ﻿ート（﻿*﻿.rdl﻿）を削除する
（﻿プロジ﻿ェクト管理 >
プロジ﻿ェクトのコンテンツの削除権限も必
要﻿）﻿。

プロジ﻿ェクトコンテンツの編集
プロジ﻿ェクトコンテンツの削除

シ﻿ーケンステンプレ﻿ートの削除 デ﻿ータ解析のデ﻿ータ選択ビ﻿ュ﻿ーで﻿、シ﻿ーケンス
テンプレ﻿ート（﻿*﻿.stx﻿）を削除する
（﻿プロジ﻿ェクト管理 >
プロジ﻿ェクトのコンテンツの削除権限も必
要﻿）﻿。

プロジ﻿ェクトコンテンツの編集
プロジ﻿ェクトコンテンツの削除

キ﻿ャリブレ﻿ーシ﻿ョンパラメ﻿ータの編
集

メソ﻿ッドの化合物 > キ﻿ャリブレ﻿ーシ﻿ョンセク
シ﻿ョンのパラメ﻿ータを表示および編集する﻿。

プロジ﻿ェクトコンテンツの編集

クロマトグラム抽出パラメ﻿ータの編
集

メソ﻿ッドの抽出 > クロマトグラムセクシ﻿ョンの
パラメ﻿ータを表示または編集する﻿。

プロジ﻿ェクトコンテンツの編集

カスタム計算パラメ﻿ータの編集 メソ﻿ッドのツ﻿ール > カスタム計算セクシ﻿ョンの
パラメ﻿ータを表示または編集する﻿。

プロジ﻿ェクトコンテンツの編集

一般パラメ﻿ータの編集 メソ﻿ッドの全般 > プロパテ﻿ィセクシ﻿ョンのパラ
メ﻿ータを表示および編集する﻿。

プロジ﻿ェクトコンテンツの編集
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名前 説明 依存関係

同定パラメ﻿ータの編集 メソ﻿ッドの化合物 > 同定セクシ﻿ョンのパラメ﻿ー
タを表示または編集する ﻿。

プロジ﻿ェクトコンテンツの編集

積分パラメ﻿ータの編集 メソ﻿ッドの積分イベントセクシ﻿ョンのパラメ﻿ー
タを表示または編集する ﻿。

プロジ﻿ェクトコンテンツの編集

MS ライブラリパラメ﻿ータの編集 メソ﻿ッドのスペクトル解析  > MS ライブラリ検
索セクシ﻿ョンのパラメ﻿ータを表示および編集す
る﻿。

プロジ﻿ェクトコンテンツの編集

MS スペクトルデコンボリ﻿ュ﻿ーシ﻿ョ
ンパラメ﻿ータの編集

メソ﻿ッドのスペクトル解析  > MS スペクトルデ
コンボリ﻿ュ﻿ーシ﻿ョンセクシ﻿ョンのパラメ﻿ータを
表示および編集する ﻿。

プロジ﻿ェクトコンテンツの編集

ポスト解析用プラグインパラメ﻿ータ
の編集

メソ﻿ッドのポスト解析用プラグインセクシ﻿ョン
のパラメ﻿ータを表示および編集する

プロジ﻿ェクトコンテンツの編集

レポ﻿ートパラメ﻿ータの編集 メソ﻿ッドのレポ﻿ート > 注入レポ﻿ートセクシ﻿ョン
のパラメ﻿ータを表示および編集する﻿。

プロジ﻿ェクトコンテンツの編集

サンプル純度パラメ﻿ータの編集 メソ﻿ッドの MS サンプル純度セクシ﻿ョンのパラ
メ﻿ータを表示または編集する﻿。

プロジ﻿ェクトコンテンツの編集

シグナルパラメ﻿ータの編集 メソ﻿ッドの全般 > シグナルセクシ﻿ョンのパラ
メ﻿ータを表示または編集する﻿。

プロジ﻿ェクトコンテンツの編集

スペクトルパラメ﻿ータの編集 メソ﻿ッドの化合物 > スペクトルセクシ﻿ョンのパ
ラメ﻿ータを表示または編集する

プロジ﻿ェクトコンテンツの編集

スペクトル抽出パラメ﻿ータの編集 メソ﻿ッドの抽出 > スペクトルセクシ﻿ョンのパラ
メ﻿ータを表示または編集する﻿。

プロジ﻿ェクトコンテンツの編集

システムス﻿ータビリテ﻿ィパラメ﻿ータ
の編集

メソ﻿ッドのシステムス﻿ータビリテ﻿ィセクシ﻿ョン
のパラメ﻿ータを表示または編集する﻿。

プロジ﻿ェクトコンテンツの編集

積分の最適化﻿：ピ﻿ーク結果の表示 積分された各ピ﻿ークのリテンシ﻿ョンタイム﻿、面
積﻿、および面積 ﻿% を積分の最適化に表示す
る﻿。

プロジ﻿ェクトコンテンツの編集

古いマスタ﻿ーメソ﻿ッドの読み込み コンテンツ管理付きの場合のみ﻿：古いバ﻿ージ﻿ョ
ンのマスタ﻿ーメソ﻿ッドを読み込む﻿。

プロジ﻿ェクトコンテンツの編集

マスタ﻿ーメソ﻿ッドの保存 解析メソ﻿ッドへの変更をメソ﻿ッドフ﻿ォルダ﻿ーに
保存する﻿。

プロジ﻿ェクトコンテンツの編集

結果セ﻿ットメソ﻿ッドの保存 解析メソ﻿ッドへの変更を結果セ﻿ットフ﻿ォルダ﻿ー
に保存する﻿。

プロジ﻿ェクトコンテンツの編集

レポ﻿ートテンプレ﻿ートアイテムを
ロ﻿ック/ロ﻿ック解除

レポ﻿ートテンプレ﻿ートアイテム（﻿テ﻿ーブル﻿、ク
ロマトグラム﻿、アイテムのグル﻿ープなど﻿）の
ロ﻿ックまたはロ﻿ック解除を許可して﻿、各アイテ
ムをユ﻿ーザ﻿ーが変更できるようにする﻿。

プロジ﻿ェクトコンテンツの編集
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名前 説明 依存関係

積分の最適化の使用 積分最適化のパラメ ﻿ータを編集し﻿、ウ﻿ィザ﻿ード
を実行し﻿、ウ﻿ィザ﻿ードの機能を使用する﻿。

プロジ﻿ェクトコンテンツの編集
結果セ﻿ットメソ﻿ッドの保存

レポ﻿ートテンプレ﻿ートの検証 OpenLAB CDS 以外で変更されたレポ﻿ートテン
プレ﻿ートの使用を確認する

プロジ﻿ェクトコンテンツの編集

表 11: OpenLab CDS﻿: サンプルリクエスト

名前 説明 依存関係

自分の保留中のランをキ﻿ャンセル ランキ﻿ュ﻿ーにある自分の保留中のランをキ﻿ャン
セルする﻿。

シ﻿ーケンスの作成と編集 シ﻿ーケンス (﻿*﻿.sqx﻿) を作成﻿、編集または保存す
る

プロジ﻿ェクトコンテンツの編集

メソ﻿ッドをオ﻿ーバ﻿ーライドするパラ
メ﻿ータの編集

定義済みの測定メソ﻿ッドのパラメ﻿ータをオ﻿ー
バ﻿ーライドする﻿。

プロジ﻿ェクトコンテンツの編集
測定メソ﻿ッドの作成と編集

測定中のシ﻿ーケンスを編集 自分で実行しているシ﻿ーケンス（﻿ランキ﻿ュ﻿ーの
ステ﻿ータスが測定中﻿）を編集する﻿。

プロジ﻿ェクトコンテンツの編集

優先サンプルの分析 優先シングルサンプルをキ ﻿ュ﻿ーに追加する﻿。 プロジ﻿ェクトコンテンツの編集
シングルサンプルの実行

シングルサンプルの実行 通常のシングルサンプルをキ﻿ュ﻿ーに追加する﻿。 プロジ﻿ェクトコンテンツの編集

一般ステ﻿ータスの測定メソ﻿ッドの使用ステ﻿ータスが一般の測定メソ﻿ッドを使用する﻿。 プロジ﻿ェクトコンテンツの編集
シ﻿ーケンスの作成と編集
シングルサンプルの実行

一般ステ﻿ータスの解析メソ﻿ッドの使
用

ステ﻿ータスが一般の解析メソ﻿ッドを使用する﻿。 プロジ﻿ェクトコンテンツの編集

一般ステ﻿ータスのサンプルプレ﻿ップ
メソ﻿ッドの使用

ステ﻿ータスが一般のサンプルプレ﻿ップメソ﻿ッド
を使用する﻿。

機器またはロケ﻿ーシ﻿ョンの表示
機器の実行
プロジ﻿ェクトコンテンツの編集
シ﻿ーケンスの作成と編集
シングルサンプルの実行
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表 12: プロジ﻿ェクト管理

名前 説明 依存関係

プロジ﻿ェクトコンテンツの削除 デ﻿ータ解析のデ﻿ータ選択ビ﻿ュ﻿ーで﻿、テンプレ﻿ー
トおよびメソ﻿ッドを削除する﻿。

プロジ﻿ェクトコンテンツの編集
レポ﻿ートテンプレ﻿ートの削除
シ﻿ーケンステンプレ﻿ートの削除
メソ﻿ッドの削除

プロジ﻿ェクト関連フ﻿ァイルの管理 OpenLab CDS アドオンが必要となる場合があ
ります﻿。アドオンドキ﻿ュメントを参照してくだ
さい﻿。

プロジ﻿ェクトコンテンツの編集 新しいバ﻿ージ﻿ョンのフ﻿ァイル（﻿デ﻿ータ﻿、メソ﻿ッ
ド﻿、またはテンプレ﻿ートなど﻿）を作成する﻿。メ
ソ﻿ッドまたはテンプレ﻿ートを削除する﻿。

プロジ﻿ェクトまたはプロジ﻿ェクトグ
ル﻿ープの管理

プロジ﻿ェクトおよびプロジ﻿ェクトグル﻿ープを作
成﻿、移動﻿、編集﻿、または削除やプロジ﻿ェクトプ
ロパテ﻿ィを編集する﻿。プロジ﻿ェクトまたはプロ
ジ﻿ェクトグル﻿ープの権限の編集はできません﻿。

プロジ﻿ェクトまたはプロジ﻿ェクトグ
ル﻿ープのアクセスの管理

プロジ﻿ェクトアクセス設定を表示または編集す
る﻿。

プロジ﻿ェクトまたはプロジ﻿ェクトグ
ル﻿ープの表示

プロジ﻿ェクトとプロジ﻿ェクト詳細を閲覧する﻿。
編集はできません﻿。
注記 ﻿：この権限はすべてのユ ﻿ーザ﻿ーに必要で
す﻿。

表 13: Secure Storage（﻿Content Browser の権限﻿）

名前 説明 依存関係

チ﻿ェ﻿ックイン/チ﻿ェ﻿ックアウト フ﻿ァイルのチ﻿ェ﻿ックアウト﻿、チ﻿ェ﻿ックイン﻿、お
よび自分でチ﻿ェ﻿ックアウトしたフ﻿ァイルの
チ﻿ェ﻿ックアウトを取り消す﻿。

コンテンツの表示

フ﻿ァイル/フ﻿ォルダ﻿ーのコピ﻿ー フ﻿ァイルおよびフ﻿ォルダ﻿ーを Secure Storage 内
の別の場所へコピ﻿ーする﻿。

コンテンツの表示

フ﻿ォルダ﻿ーの作成/名前変更 フ﻿ォルダ﻿ーを作成またはフ﻿ォルダ﻿ー名を変更す
る﻿。

コンテンツの表示

フ﻿ァイル/フ﻿ォルダ﻿ーの削除 フ﻿ァイルおよびフ﻿ォルダ﻿ーを Secure Storage か
ら削除する﻿。

コンテンツの表示

フ﻿ァイル/フ﻿ォルダ﻿ーのダウンロ﻿ー
ド

• フ﻿ァイルおよびフ ﻿ォルダ﻿ーのダウンロ﻿ード
• ZIP 形式でダウンロ ﻿ード
• フ﻿ァイルのプレビ ﻿ュ﻿ー
• フ﻿ァイル/フ﻿ォルダ﻿ーリンクの作成
• フ﻿ァイル/フ﻿ォルダ﻿ーリンクの使用

コンテンツの表示
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名前 説明 依存関係

フ﻿ァイルの電子署名 デ﻿ータフ﻿ァイルに電子署名を適用する﻿。 コンテンツの表示

フ﻿ァイル/フ﻿ォルダ﻿ーのロ﻿ック フ﻿ァイルおよびフ﻿ォルダ﻿ーが変更﻿、移動﻿、また
は削除できないようにロ ﻿ックする﻿。

コンテンツの表示

フ﻿ァイル/フ﻿ォルダ﻿ーの移動 フ﻿ァイルおよびフ﻿ォルダ﻿ーを Secure Storage 内
の別の場所へ移動する ﻿。

コンテンツの表示

他のユ﻿ーザ﻿ーによるチ﻿ェ﻿ックアウト
の取り消し

他のユ﻿ーザ﻿ーがチ﻿ェ﻿ックアウトしたフ﻿ァイルの
チ﻿ェ﻿ックアウトを取り消す﻿。

コンテンツの表示

フ﻿ァイル/フ﻿ォルダ﻿ーのロ﻿ック解除 フ﻿ァイル/フ﻿ォルダ﻿ーのロ﻿ックを解除する﻿。 コンテンツの表示

フ﻿ァイル/フ﻿ォルダ﻿ーのア﻿ップロ﻿ー
ド

フ﻿ァイルおよびフ﻿ォルダ﻿ーを Secure Storage へ
ア﻿ップロ﻿ードする﻿。

コンテンツの表示

コンテンツの表示 コア機能へアクセスする ﻿。
• ログイン
• コンテンツの参照
• フ﻿ァイルのプロパテ﻿ィの表示
• フ﻿ォルダ ﻿ーのプロパテ﻿ィの表示
• クイ﻿ック検索

Storage Administration コンテンツの
表示

ストレ﻿ージコンテンツを閲覧する﻿。 コンテンツの表示

ag-textnode-version-id: 45035999248083979ag-textnode-base-id: 2974379019

機器権限

表 14: 機器管理

名前 説明

機器またはロケ﻿ーシ﻿ョンの
表示

ツリ﻿ー内のロケ﻿ーシ﻿ョンを表示﻿、アクセスし﻿、ロケ﻿ーシ ﻿ョンのプロ
パテ﻿ィを表示する﻿。アクセスセキ﻿ュリテ﻿ィの編集はできない﻿。

機器またはロケ﻿ーシ﻿ョンの
管理

ロケ﻿ーシ﻿ョンを作成または移動する﻿。プロパテ﻿ィを編集する（ ﻿名
前﻿、説明など﻿）﻿。

機器またはロケ﻿ーシ﻿ョンア
クセスの管理

ロケ﻿ーシ﻿ョンアクセス設定を表示または編集する﻿。

機器の実行 ユ﻿ーザ﻿ーは機器セ﻿ッシ﻿ョンを開始できる﻿。

機器サ﻿ービス 機器をロ﻿ックまたはロ﻿ック解除する﻿。
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ag-textnode-version-id: 72057597012314379ag-textnode-base-id: 2974386443

管理者権限

表 15: Secure Storage（﻿Storage Administration の権限﻿）

名前 説明

フ﻿ァイル/フ﻿ォルダ﻿ーのイン
ポ﻿ート

フ﻿ァイルおよびフ﻿ォルダ﻿ーをバルクインポ﻿ートする﻿。

フ﻿ァイルストレ﻿ージの管理 フ﻿ァイルにアクセスし﻿、ストレ﻿ージロケ﻿ーシ﻿ョン間でフ ﻿ァイルを移
動させる（﻿フ﻿ァイルの再配置﻿）﻿。

ストレ﻿ージロケ﻿ーシ﻿ョンの管
理

ストレ﻿ージロケ﻿ーシ﻿ョンにアクセスし﻿、追加/編集する﻿。

フ﻿ァイルロ﻿ックのスケジ﻿ュ﻿ー
ル

フ﻿ァイルのロ﻿ックスケジ﻿ュ﻿ールにアクセスし﻿、管理する ﻿。

表 16: アクテ﻿ィビテ﻿ィログのアクセス

名前 説明

アクテ﻿ィビテ﻿ィログの表示 システムアクテ﻿ィビテ﻿ィログにアクセスする（﻿ログエントリの記録
は影響されません﻿）﻿。

表 17: システム管理

名前 説明

プリンタの管理 プリンタおよび印刷サ﻿ーバ﻿ーを追加/削除できる﻿。

管理レポ﻿ートの作成 システム管理レポ﻿ートを作成できる﻿。

アクテ﻿ィビテ﻿ィログのプロ
パテ﻿ィの編集

コントロ﻿ールパネルでアクテ﻿ィビテ﻿ィログ設定の変更をする﻿。

システムコンポ﻿ーネントの管理コントロ﻿ールパネルでライセンスおよび機器オプシ﻿ョンの変更をす
る﻿。
アドオンソフトウ﻿ェアの登録﻿。

セキ﻿ュリテ﻿ィの管理 セキ﻿ュリテ﻿ィ設定の変更とセキ﻿ュリテ﻿ィロ﻿ールの割り当て﻿。
ユ﻿ーザ﻿ー﻿、グル﻿ープ﻿、およびロ﻿ールの追加﻿、変更﻿、または削除 ﻿。
注記 ﻿：この権限が割り当てられたユ﻿ーザ﻿ーは﻿、Shared Services の
すべての設定へのアクセス権を自分自身に与えることが可能です﻿。
慎重に使用してください﻿。

機器コントロ﻿ーラの管理 コントロ﻿ールパネルで機器コントロ﻿ーラを表示し﻿、管理できる ﻿。

ロ﻿ックされた UI をロ﻿ック解除 他のユ﻿ーザ﻿ーがロ﻿ックしたセ﻿ッシ﻿ョンにログインできる﻿。
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ag-textnode-version-id: 9007202230016267ag-textnode-base-id: 2975275275

営業およびサポ﻿ートのお問い合わせ先

お問い合わせ先
ソフトウ﻿ェアテクニカルサポ﻿ートの連絡先﻿：
https﻿://www﻿.chem-agilent﻿.com/contents﻿.php﻿?id=1004254

アジレントコミ﻿ュニテ﻿ィ
1 万人以上のユ﻿ーザ﻿ーが参加するアジレントコミ﻿ュニテ﻿ィで﻿、疑問が解消され
るかもしれません﻿。プラ﻿ットフ﻿ォ﻿ーム技術によ﻿って構成された﻿、厳選されたサ
ポ﻿ート資料をご覧ください﻿。同業者や協力者に質問することができます﻿。作業
に関連した新しいビデオやドキ﻿ュメント﻿、ツ﻿ール﻿、ウ﻿ェビナ﻿ーで通知を受けら
れます﻿。
https﻿://community﻿.agilent﻿.com/

https://www.chem-agilent.com/contents.php?id=1004254
https://community.agilent.com/
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本書の内容
このドキ﻿ュメントには﻿、OpenLab CDS クライアン
トおよび分析機器コントロ﻿ーラのインスト﻿ール手
順﻿、コンフ﻿ィグレ﻿ーシ﻿ョン﻿、管理﻿、およびメンテナ
ンスの方法が記載されています﻿。ライセンス管理と
オペレ﻿ーテ﻿ィングシステムの設定に関する情報も記
載しています﻿。

マニ﻿ュアルでは﻿、以下について説明します﻿。
• OpenLab CDS クライアントまたは AIC のインス

ト﻿ール
• ソフトウ﻿ェアのアクテ﻿ィブ化
• OpenLab CDS の設定
• オプシ﻿ョンの手順
• カスタマイズ
• OpenLab CDS ソフトウ﻿ェアについて
• システム設定およびメンテナンス

https://www.agilent.com
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